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1. はじめに

この度は「マルチ・スレッド・アンローダー（英文製品名:Multi-threaded Unloader, 通称:MTU）」をご利用下さいまして

誠に有難うございます。

ご使用の前に本書の内容をよく読まれた上で、正しくお使い下さいますよう謹んでお願い申し上げます。

サンプル版をお使いになる上での制限については本書の「5.3.. サンプル版の制限事項（28頁）」をご覧下さい。

なお、旧バージョンからこのバージョンへ移行されるお客様はこの文書よりも前にリリースノート(release.txt)をお読

みください。リリース・ノートでは次の点について解説があります。

• 旧バージョンから追加された機能

• バグの修正内容

• 新バージョンから廃止された機能

• 廃止になったパラメータ、環境変数

• 未修正のバグに対する暫定的な対処方法

• 将来廃止予定の現行機能
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2. 使用上の注意

製品が出力するスクリプトを本番環境へ適用する際には特にご注意下さい。例えば UnLoad 機能や Query 機能

（製品機能の名称）では SQL*Loader を内部的に実行するスクリプトで表の truncate table を実行します。あるいは 

GetMeta 機能では各種オブジェクトを create table する前に drop table を実行します。

truncate table および drop table といった DDL は永続的な操作です。その為、DDLを実行した後で間違いに気付

いても回復が難しいか、あるいは事実上  不可能な場合があります。

テキストデータの再ロード中は暗黙的に表ロックを獲得するので他のトランザクション処理がロック待機で長時間待

たされる事が有ります。

上記に説明した動作が製品に期待する動作の一部である事をテスト環境などで十分確認してからお使い下さい。

また、この取扱説明書に記載された内容、および製品の仕様は、予告無く変更される場合があります。予めご了承

下さい。
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3. 機能

3.1. 表データ・ファイル出力機能

（以下「UnLoad 機能」と表記）

Oracle の表に格納されたデータをＣＳＶ（カンマ区切りデータ）形式または固定長データ形式ファイルへ出力しま
す。ＣＳＶの場合カンマ以外の任意の文字や文字列を区切り文字（文字列）として指定することも出来ます。
環境変数 TERMINATOR（100頁）、EMBED_COLUMN_NAME（75頁）、ENCLOSER, ENCLOSER2（76頁）

• 各種データ型への対応は下記の通りです。

網掛け表示したデータ型は環境変数 CHARSETID（73頁）の設定内容の影響を受けます。例えば CHARSETID
へ 873/871を指定するとデータ・ファイルは UTF-8で出力されます。または 0を指定すると環境変数
NLS_LANG に指定されたキャラクタ・セットか、OS のデフォルト1の文字エンコーディングで出力されます。

表 1 UnLoad 可能な Oracle データ型

対応済 VARCHAR2 NVARCHAR2 NUMBER (FLOAT) LONG

DATE CHAR RAW LONG RAW

ROWID NCHAR BINARY_FLOAT BINARY_DOUBLE

CLOB NCLOB2 BLOB BFILE

TIMESTAMP TIMESTAMP WITH TIME ZONE TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE

INTERVAL YEAR TO MONTH INTERVAL DAY TO SECOND

未対応 ユーザー定義型（オブジェクト型、VARRAY、Nested Table） REF UROWID

• SQL*Loaderを使って元の表へデータ・ファイルをロードする場合に編集不要でそのまま利用可能な制御ファイ

ルを出力します。「30.. 出力サンプル（187頁）」に製品が出力する制御ファイルとデータ・ファイルのサンプルが

ありますのでご参照下さい。

環境変数 SUPPRESS_CTRLF （99頁）

• 出力対象表の主キー／一意キーを外部キーとして参照する表の参照制約、あるいは出力対象の表自身に施

行されている参照制約を無効にしたり、有効にしたりする為のスクリプトを出力します。参照制約が有効のまま

参照先主キー／一意キーを持つ表に対して、SQL*Loaderを使って TRUNCATE/REPLACE メソッドにてデータ

のロードを行うと、下記の事例のエラーで失敗します。

SQL*Loader-926: executing delete/truncate (due to REPLACE/TRUNCATE keyword)
(表"DEPT")で OCIエラーが発生しました

ORA-02266: 表には有効な外部キーによって参照される一意キー/主キーが含まれています。

製品が出力するスクリプトを事前に適用することでこのエラーを回避することができます。

• 出力対象の表の主キー制約・一意性制約を無効にしたり、有効にしたりする為のスクリプトを出力します。

• 出力対象の表の検査制約を無効にしたり、有効にしたりする為のスクリプトを出力します。

1 日本語Windows の場合 Shift-SJIS となります
2  NCLOB型データに対するファイルはクライアントのキャラクタ・セットに関係なく、接続先データベースの各国語キャラクタ・セットに

依存したエンコーディング方式で出力されます。通常は AL16UTF16 が選択されますので、UTF-16 Big Endian 方式のエンコーディ

ングで出力されます。内容を確認するにはこのエンコーディング方式に対応したテキストエディタが必要です。
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• 出力対象の表の Not Null 制約を無効にしたり、有効にしたりする為のスクリプトを出力します。

• 出力対象の表のデータベース・トリガーを無効にしたり、有効にしたりする為のスクリプトを出力します。

• 出力対象の表の索引を削除したり、再作成したりする為のスクリプトを出力します。

• 上記の作業で得たデータ・ファイルのロードやスクリプトの適用を一括処理するためのシェル・スクリプトを出力

します。

環境変数 MNGSCROUT （85頁）、SKIPSCR（97頁）

3.2. 任意問合せファイル出力機能

（以下「Query 機能」と表記）

• 任意問合せ（SELECT 文）を含むスクリプト・ファイルを予め作成しておき、この問合せを実行することによって

戻される結果をＣＳＶまたは固定長データ形式ファイルへ出力します。ＣＳＶの場合カンマ以外の任意の文字や

文字列を区切り文字（文字列）として指定することも出来ます。

環境変数 QUERYVAR（92頁）、QUERYFIX（91頁）、EXTNAMESQL（77頁）

• 任意問合せをスクリプトファイルからではなく、環境変数の値として直接設定することが出来ます。

環境変数 QUERYVAR（92頁）、QUERYFIX（91頁）

• 任意問合せにはシノニム、ビュー、マテリアライズド・ビュー及び分散データベースのリモート表への問い合わ

せや、結合文、福問合せを持つ文、WHERE 句、START WITH 句、CONNECT BY 句、GROUP BY 句、ORDER 

BY 句、及び HAVING 句を含むことが出来ます。

• パラメータ付きの任意問合せを使う事が出来ます。パラメータのキーと値をファイルから導入することも、環境

変数の値として直接 key=value の形式を設定することが出来ます。

環境変数 FILEBIND（78頁）

• SQL*Loaderを使って任意の表へデータ・ファイルをロードする場合にそのまま編集不要で利用可能な制御ファ

イルを出力します。

• 上記の作業で得たデータ・ファイルのロードを一括処理するためのシェル・スクリプトを出力します。

環境変数 SKIPSCR（97頁）

3.3. パラレル再ロード処理機能

（以下「ReLoad 機能」と表記）

• 製品パッケージに含まれる別の実行形式ファイル(MPX.exe)がサポートする機能を使うことにより UnLoad や 

Query で得た SQL*Loader、SQL*Plus 用の入力ファイルを指定した並列度で再ロードすることが出来ます。

• サーバー、クライアント双方のアイドル待機時間を削減出来るため、再ロード所要時間を短縮することが可能

になります。

環境変数 PARALLELISM（90頁）

3.4. スキーマオブジェクト定義 SQL 文出力機能

（以下「GetMeta 機能」と表記）

• 下記の表に示したオブジェクトの種類の定義文を出力します。
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表 2 GetMeta がサポートするオブジェクトの種類

オブジェクトの種類 対応する文

プライベート・データベース・リンク CREATE DATABASE LINK

シーケンス（順序）オブジェクト CREATE SEQUENCE

索引クラスタ、ハッシュ・クラスタ CREATE CLUSTER

クラスタ索引 CREATE INDEX … CLUSTER

ヒープ構成表（通常の表）,クラスタ表、パーティシ
ョン表、外部表、索引構成表

CREATE TABLE

整合性制約 ADD CONSTRAINT … PRIMARY KEY

ADD CONSTRAINT … UNIQUE

ADD CONSTRAINT … FOREIGN KEY … REFERENCES

ADD CONSTRAINT … CHECK

表レベルのサプリメンタル・ロギング SUPPLEMENTAL LOG DATA

SUPPLEMENTAL LOG GROUP

データベース・トリガー CREATE TRIGGER

マテリアライズド・ビュー・ログ CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON

B*木索引、ビットマップ索引、逆キー索引、ファ
ンクション索引、パーティション索引

CREATE INDEX

LOBセグメント属性 LOB (…) STORE AS (…)

ビュー CREATE VIEW 

マテリアライズド・ビュー CREATE MATERIALIZED VIEW

表コメント COMMENT ON TABLE … ON 

列コメント COMMENT ON COLUMN … ON 

プライベート・シノニム CREATE SYNONYM

リフレッシュ・グループ、ジョブキューの定義文 DBMS_REFRESH.MAKE、DBMS_JOB.SUBMIT への呼び出しを
含む無名 PL/SQL ブロック

ストアドプロシージャ、ストアドファンクション、パ
ッケージ、及びタイプ

CREATE PROCEDURE

CREATE FUNCTION

CREATE PACKAGE

CREATE PACKAGE BODY

CREATE TYPE

CREATE TYPE BODY

オブジェクト権限 GRANT … ON … TO …

標準監査 AUDIT … ON … BY …

• スキーマオブジェクトの定義文はオブジェクト毎に異なるファイルへ分割することも、一括して一つのファイルへ
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出力することも出来ます。

環境変数 FILEMETA（80頁）, METADIV（84頁）
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4. 特長

4.1. 全般

• Oracle Call Interface（Oracle 10gR2 以降のバージョンがサポートする OCI）関数を C言語から直接呼び出し、

バルク操作で戻された行を一括処理する為高速に動作します。

• MTU はクライアント・プロセスとして作られているので、動作させるコンピュータや製品プログラムを実行するた

めの OS アカウント、ファイル出力先を自由に選べます3。

• （GUIを持たない）コンソール・アプリケーションとしてビルドされているので、お客様が作成されたバッチ処理な

どから呼び出して使うことが可能です。主要なスケジューリング用のミドルウエア上での実績も豊富です。

4.2. UnLoad 機能

• マルチスレッド・プロセスによるデータ読み取りの並列処理をサポートします。ネットワーク通信やファイル操作

の完了待ちでスレッドがブロックされている時間、他のスレッドへ CPUを割当てることが可能4となり処理全体が

高速化します。

環境変数 PARALLELISM（90頁）

• データの読取一貫性はマルチバージョン同時実行性制御（MVCC）により保たれます。他社の高速アンロードユ

ーティリティーにあるような読取表への共有表ロックを必要としないのでアンロード中であってもトランザクション

の実行が妨げられることはありません。その反対に、他にトランザクション処理が行われていてもMTU は読取

表へのロックを掛けないのでアンロードが妨げられることもありません。

環境変数 CONSISTENT（73頁）

• ASM(Automatic Storage Management)、RAW パーティション、あるいは OCFS 上に格納されたデータでも制限

無くアンロードすることが出来ます。Oracle サーバー上で動作させることが必須ではなく、Oracle クライアントで

動作させて接続時フェイルオーバさせることも出来ますので、RAC(Real Application Cluster)での運用に適して

います。

• Unicodeを使用するデータ・ファイル出力に対応します。接続先データベースに各言語のマルチバイト文字が含

まれていても、文字化けすることなくアンロードできます。より詳しい説明は「12..Unicode 対応について (122頁)」

を参照してください。

環境変数 CHARSETID（73頁）

• 非同期ファイル操作をサポートします。ファイル操作完了をスレッドが待機しにくくなる為、少ないスレッド数でも

実質的な並列度を上げる事ができます。並列度数を増やすと同時に増えてしまいがちなメモリ消費を抑えるこ

とができます。また FILE_FLAG_NO_BUFFERING を指定することにより、システムが用意するバッファキャッシュ

をバイパスできる効率の良いデータ書き込みを実現しました。

環境変数 エラー: 参照先が見つかりません。（エラー: 参照先が見つかりません。頁）

• パーティション表に対応します。パーティション、またはサブパーティションごとに個別のスレッドを割当てデー

タ・ファイル作成を並列化できるので所要時間を短縮することができます。

環境変数 PARTITIONING（89頁）

3 これとは対照的に Data Pump Export/Data Pump Importではサーバー・プロセスが出力ファイルを所有します。従って

ORACLE.EXE（サーバープロセスの実行形式ファイル）を動かすローカル・コンピュータやOS アカウント（通常は LocalSystem）を使

う事による運用上の制約を受けることがあります。
4 この特長はパラレル操作が制限されている Oracle Database の特定のエディションでは特に役に立ちます。MTU はバージョンやエ

ディションの違いによる並列化の制限を受けない為、ライセンスされた CPU コア数の上限、ディスク I/O率、ネットワーク I/O率など

のシステム構成上のボトルネックのみにパフォーマンス上の制限が依存します。この制限は多くのユーザにとって容認できるもので

す。
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• データの出力先を標準出力へ切り替えることが出来ます。標準入力からデータを取り込むことの出来る他のプ

ログラムに対してパイプを使ってデータを提供することが出来ます。データのサイズが大きくなる場合、ディスク

アクセスに伴う待機時間の増大や空き領域の枯渇を気にしなくて済みます。

MTU とパイプでつながれた他のプログラムは並列に実行されるので CPU に余裕がある場合は所要時間が短
縮される場合もあります。
環境変数 STDOUT（98頁）

• 任意のアプリケーション・コンテキストをデータ読取前に設定することができます。Virtual Private Databaseでは

ファイングレイン・アクセス・コントロールとアプリケーション・コンテキストを組み合わせてアプリケーションへ提供

するデータのサブセットを動的に決める為、認証後の PL/SQL（プロシージャ：DBMS_SESSION.SET_CONTEXT）

を使った操作を必要とします。

環境変数 PRE_REP_EXEC_PLS（90頁）、POST_REP_EXEC_PLS（90頁）

• データ・ファイルの格納先を１つ以上の場所へ分散することが出来ます。分散した先が、ディスク回転軸を共有

しない、独立して動作可能なデバイス上に設けられたファイルシステムの場合、アンロード時、再ロード時いず

れの場合でも、I/O の競合が抑えられ所要時間の短縮を図ることが可能です。

環境変数 AUXILIARY_DEST（72頁）

• 権限の設定次第5で代理ユーザが他ユーザ所有の表データを出力することが出来ます。例えばアカウントロッ

クされているスキーマに含まれるデータを、ＤＢＡが代行してアンロード・再ロードすることも出来ます。セキュリ

ティー上の理由でアカウントをロックしユーザのログインを認めないような運用を行う場合にこの機能は役立ち

ます。

環境変数 SRC_USER（98頁）, ALTER_DEST（71頁）

• ワイルドカード文字、およびカンマ区切リストを含む文字列を環境変数へ設定することにより、出力対象表と出

力除外表を複数選択出来ます。

環境変数 LISTTABLE（83頁）, LISTEXCPT（83頁）

• 出力対象表、出力除外表が多数に及ぶ場合、表名のリストをテキストファイルから取り込むことが出来ます。

環境変数 FILETABLE（81頁）, FILEEXCPT（79頁）

• 固定長データ形式で出力したほうがアンロードや再ロードのパフォーマンスが向上させる事が出来る表を

LISTTABLE、FILETABLE の中から選択できます。選択の際には、ワイルドカード文字や、カンマ区切りリストに

よる環境変数の設定、及び表名のリストをテキストファイルから取り込む事が出来ます。

環境変数 LISTFIXED（83頁）、FILEFIXED（79頁）

• 環境変数に設定した整数値以上の行が、表に存在しない場合は、出力対象の表から除外するというルールを

設定することが出来ます。

環境変数 NUM_ROWS（87頁）

• 一般には SQL*Loader実行前に表に付属する整合性制約、トリガー、及び索引を外しておくと、ロード時のパフ

ォーマンスが向上するとされています。UnLoadではこのような管理的な作業を支援するためのスクリプトを自動

的に生成することが出来ます。

環境変数 MNGSCROUT（85頁）, SKIPSCR（97頁）

• 主キー制約、または一意性制約が施行されている表はキー昇順に並び替えてデータを出力出来ます。一意索

引のクラスタリング・ファクタを改善（最小化）する時に役立ちます。あるいは、diff(UNIX の場合)や fc(Windows

の場合)などの外部コマンドを使ってデータ・ファイル同士の差異を調べることも出来ます。

5 次の何れかの追加作業により対応可能です。
1.GRANT ANY ROLE または GRANT ANY PRIVILEGE システム権限を持つユーザ（SYS/SYSTEM等）が実行する。
1-1.代理ユーザに対して(a)のシステム権限か、この権限を含むロールを与える。
1-2.PUBLIC ロールに対して(a)のシステム権限か、この権限を含むロールを与える。
2.表の所有者が実行する。
2-1.代理ユーザに対して表の個々に関する(b)のオブジェクト権限か、この権限を含むロールを与える。
2-2.PUBLIC ロールに対して表の個々に関する(b)のオブジェクト権限か、この権限を含むロールを与える。
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ただし大きな表のデータ・ファイルを出力する場合は、並び替えの為のワークとして行数に応じたサイズの一時
セグメントと追加の所要時間を必要とする場合があります。並び替えが必要でない場合は、実行時のオプション
で無効にすることが出来ます。
環境変数 SORTING（97頁）, SORT_AREA_SIZE（97頁）

• OS ファイルシステムに最大ファイルサイズの制限がある場合、その制限値を超えないサイズに分割された複

数のデータ・ファイルを作成することが出来ます。この時、制御ファイルの INFILE 句には分割された全てのファ

イル名が参照されるように記述されます。

環境変数 FILESIZE（80頁）

• Oracle 8 から採用された新しいデータ型である、CLOB型、NCLOB型、及び BLOB型の LOB値を個別のファ

イル（LOBFILE）か、または列毎に LOBをまとめて単一ファイル（SDF）として出力できます。

Oracle 10g以上のクライアントを使っている場合には 4GBを超える LOBファイルを出力する事ができます。
LOBFILEを選択した場合、個々の LOB出力が並列で実行されます。
また BFILE 型のディレクトリ別名とファイル名を出力できます6。さらに NCHAR型、NVARCHAR2 型のデータも出
力できます。

• LOBを個別にファイルへ保存するか、セカンダリ・データ・ファイル（SDF）へまとめるか選択できます。1kBを超

えないような LOBが多数含まれる表のアンロードやリロードでは、SDFを利用した場合の方が格段に性能がよ

くなります。

環境変数 MERGE_LOBS_INTO_SDF (84頁）

• 列値に非表示文字や改行文字（LF）が含まれていても SQL*Loader が正しく取り込めるような形式でデータを

出力できます。

環境変数 RECLENGTH（92頁）

• 最大 2GB（2 の 31乗から 1を引いたバイト数）の可変長の文字列及びバイト列が格納された LONG 型及び

LONG RAW 型のデータを出力できます（ただしメモリが十分に搭載されている前提で）。

環境変数 MAXLONGSIZE（84頁）

• LONG 型及び LONG RAW 型が表に含まれる場合、SQL*Loader 使用時に CLOB型,BLOB型,BFILE 型として

格納できるデータ表現へ変換することが出来ます。言換えると CLOB型,BLOB型,BFILE 型を読み込んだのと同

じ結果になる様に出力することが出来ます。この機能を使用すれば LONG 型および LONG RAW 型をより制限

の少ないオラクルの新しいデータ型へ速やかに移行することが出来ます7。

環境変数 LONGTRANSIT（84頁）

• 外部表を定義する為のスクリプト(ORGANIZATION EXTERNAL オプション付きの CREATE TABLE 文)を出力す

ることが出来ます。外部表を定義すると CSVや固定長テキストファイルに対して直接 SELECT 文を実行するこ

とが出来るようになります。

環境変数 GETEXTTBL（82頁）

• フラッシュバック問合せへの対応により過去の指定した時点に存在していたデータを出力することができます。

これによりユーザエラーによって失われた行データを含む一貫した表のイメージをフラッシュバック目標の SCN

か日付時刻の何れかを与えることにより容易に復元できます。

環境変数 FBQSCN（77頁）, FBQTIME（78頁）

• 出力対象テーブルのセグメントサイズをディクショナリから取得し、領域サイズの降順でアンロードします。テー

ブルが LOBを持っている場合、LOBセグメントの合計サイズも、領域サイズ比較に算入されます。これは下図

のように、出力対象テーブル中に一際大きなサイズのテーブルが存在するとき、所要時間の短縮に効果があり

ます。

6  ただし BFILE ロケータが指し示すファイルの内容は出力できません。
7  オラクル製品のリリース・ノートによれば将来、LONG 型、LONG RAW 型はサポートされなくなると明記されています。
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4.3. GetMeta 機能

• データベース・オブジェクトの CREATE 文がデフォルトでは meta.sql という単一のファイルへ格納されますので、

grep(UNIX の場合)や findstr(Windows の場合)などの外部コマンドを使ってオブジェクト名の探索をするのに便

利です。

環境変数 METADIV（84頁）

• Oracle Database 11g以下で使用できる全てのパーティション化方法に対応します。

表 3 パーティション化方法と登場時期

パーティション化方法

非コンポジット コンポジット

レンジ リスト ハッシュ

レンジ 8 11g 9i 8i

リスト 9i 11g 11g 11g

ハッシュ 8i × × ×

インターバル・パーティショニング 11g

リファレンス･パーティショニング 11g

バーチャルカラム・パーティショニング 11g

• TEMPLATE句や STORE IN 句などの無名パーティション化表現を含むパーティション表、およびその LOCAL

索引などの CREATE 文出力では、オリジナルの SQL に近い表現が入手できます8。例えば、下記のようなを使

った TEMPLATE句を含むレンジ・ハッシュ・コンポジット・パーティション表、およびその LOCAL索引を作成した

とします。

create table TEST24 (

aria_id        NUMBER (4)

, mp_id          NUMBER (4)

, item_id        NUMBER (4)

8  無名である事を無名のまま表現することが出来ます。
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スレッド #1

スレッド #2

領域サイズ降順で出力順序を決めた場合：

なにもしない場合：



, tagno          CHAR (10)

, dt             DATE

, value          NUMBER (12,3)

, status         NUMBER (4)

, constraint test24_pk primary key (aria_id, mp_id, item_id)

) storage (initial 128k next 128k minextents 1 maxextents 65536) 

partition by range (dt) 

subpartition by list (item_id)

subpartition template 

( subpartition p1 values ('1','8','9') tablespace PAR1 

, subpartition p2 values ('2','4','5','7') tablespace PAR2

, subpartition p3 values (NULL) tablespace PAR3

, subpartition p4 values (DEFAULT) tablespace PAR4

)

( partition p1 values less than (to_date('20050401','yyyymmdd'))

, partition p2 values less than (to_date('20050501','yyyymmdd'))

, partition p3 values less than (to_date('20050601','yyyymmdd'))

, partition p4 values less than (MAXVALUE)

)

;

create index TEST24_IE01 on TEST24 (item_id)

local;

DBMS_METADATA.GET_DDL パッケージ・プロシージャでこれを出力すると下記のような表現を得ます。この表
現は情報量に洩れがない為、リカバリが目的の場合には使用可能です。
しかし TEMPLATE句を使用してサブパーティションについては無名化を要求しているにも拘らず、
「SUBPARTITION "P1_P1"」のように Oracle が自動的に生成したオブジェクト名とその機械的な繰り返しに還元
されてしまい、オリジナルの SQLで表現されていた抽象性のレベルが損なわれてしまいます。
これではリバース・エンジニアリングの資源として扱う用途に適していません。

SQL> set pagesize 2000 long 10000 linesize 180

SQL> select dbms_metadata.get_ddl('TABLE', 'TEST24', 'SCOTT') as DDL from dual ;

DDL

--------------------------------------------------------------------------------

  CREATE TABLE "SCOTT"."TEST24"

   (    "ARIA_ID" NUMBER(4,0),

        "MP_ID" NUMBER(4,0),

        "ITEM_ID" NUMBER(4,0),

        "TAGNO" CHAR(10),

        "DT" DATE,

        "VALUE" NUMBER(12,3),

        "STATUS" NUMBER(4,0),

         CONSTRAINT "TEST24_PK" PRIMARY KEY ("ARIA_ID", "MP_ID", "ITEM_ID")

  USING INDEX PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255 COMPUTE STATISTICS

  STORAGE(INITIAL 131072 NEXT 131072 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 2147483645

  PCTINCREASE 0 FREELISTS 1 FREELIST GROUPS 1 BUFFER_POOL DEFAULT)

  TABLESPACE "USERS"  ENABLE

   ) PCTFREE 10 PCTUSED 40 INITRANS 1 MAXTRANS 255

  STORAGE(INITIAL 131072 NEXT 131072 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 65536

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 20 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



  BUFFER_POOL DEFAULT)

  TABLESPACE "USERS"

  PARTITION BY RANGE ("DT")

  SUBPARTITION BY LIST ("ITEM_ID")

  SUBPARTITION TEMPLATE (

    SUBPARTITION "P1" values ( '1', '8', '9' )

  TABLESPACE "PAR1" ,

    SUBPARTITION "P2" values ( '2', '4', '5', '7' )

  TABLESPACE "PAR2" ,

    SUBPARTITION "P3" values ( NULL )

  TABLESPACE "PAR3" ,

    SUBPARTITION "P4" values ( DEFAULT )

  TABLESPACE "PAR4"  )

 (PARTITION "P1"  VALUES LESS THAN (TO_DATE(' 2005-04-01 00:00:00', 'SYYYY-MM-DD 

HH24:MI:SS', 'NLS_CALENDAR=GREGORIAN'))

PCTFREE 10 PCTUSED 40 INITRANS 1 MAXTRANS 255

  STORAGE(INITIAL 131072 NEXT 131072 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 65536

  BUFFER_POOL DEFAULT)

  TABLESPACE "USERS"

 ( SUBPARTITION "P1_P1"  VALUES ('1', '8', '9')

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P1_P2"  VALUES ('2', '4', '5', '7')

   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P1_P3"  VALUES (NULL)

   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P1_P4"  VALUES (DEFAULT)

   TABLESPACE "PAR4") ,

 PARTITION "P2"  VALUES LESS THAN (TO_DATE(' 2005-05-01 00:00:00', 'SYYYY-MM-DD 

HH24:MI:SS', 'NLS_CALENDAR=GREGORIAN'))

PCTFREE 10 PCTUSED 40 INITRANS 1 MAXTRANS 255

  STORAGE(INITIAL 131072 NEXT 131072 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 65536

  BUFFER_POOL DEFAULT)

  TABLESPACE "USERS"

 ( SUBPARTITION "P2_P1"  VALUES ('1', '8', '9')

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P2_P2"  VALUES ('2', '4', '5', '7')

   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P2_P3"  VALUES (NULL)

   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P2_P4"  VALUES (DEFAULT)

   TABLESPACE "PAR4") ,

 PARTITION "P3"  VALUES LESS THAN (TO_DATE(' 2005-06-01 00:00:00', 'SYYYY-MM-DD 

H24:MI:SS', 'NLS_CALENDAR=GREGORIAN'))

PCTFREE 10 PCTUSED 40 INITRANS 1 MAXTRANS 255

  STORAGE(INITIAL 131072 NEXT 131072 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 65536

  BUFFER_POOL DEFAULT)

  TABLESPACE "USERS"

 ( SUBPARTITION "P3_P1"  VALUES ('1', '8', '9')

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P3_P2"  VALUES ('2', '4', '5', '7')
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   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P3_P3"  VALUES (NULL)

   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P3_P4"  VALUES (DEFAULT)

   TABLESPACE "PAR4") ,

 PARTITION "P4"  VALUES LESS THAN (MAXVALUE)

PCTFREE 10 PCTUSED 40 INITRANS 1 MAXTRANS 255

  STORAGE(INITIAL 131072 NEXT 131072 MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 65536

  BUFFER_POOL DEFAULT)

  TABLESPACE "USERS"

 ( SUBPARTITION "P4_P1"  VALUES ('1', '8', '9')

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P4_P2"  VALUES ('2', '4', '5', '7')

   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P4_P3"  VALUES (NULL)

   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P4_P4"  VALUES (DEFAULT)

   TABLESPACE "PAR4") )

SQL> select dbms_metadata.get_ddl('INDEX', 'TEST24_IE01', 'SCOTT') as DDL from dual ;

DDL

--------------------------------------------------------------------------------

  CREATE INDEX "SCOTT"."TEST24_IE01" ON "SCOTT"."TEST24" ("ITEM_ID")

  PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255

  STORAGE(

  BUFFER_POOL DEFAULT) LOCAL

 (PARTITION "P1"

PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255

  STORAGE(

  BUFFER_POOL DEFAULT)

 ( SUBPARTITION "P1_P1"

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P1_P2"

   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P1_P3"

   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P1_P4"

   TABLESPACE "PAR4") ,

 PARTITION "P2"

PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255

  STORAGE(

  BUFFER_POOL DEFAULT)

 ( SUBPARTITION "P2_P1"

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P2_P2"

   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P2_P3"
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   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P2_P4"

   TABLESPACE "PAR4") ,

 PARTITION "P3"

PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255

  STORAGE(

  BUFFER_POOL DEFAULT)

 ( SUBPARTITION "P3_P1"

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P3_P2"

   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P3_P3"

   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P3_P4"

   TABLESPACE "PAR4") ,

 PARTITION "P4"

PCTFREE 10 INITRANS 2 MAXTRANS 255

  STORAGE(

  BUFFER_POOL DEFAULT)

 ( SUBPARTITION "P4_P1"

   TABLESPACE "PAR1",

  SUBPARTITION "P4_P2"

   TABLESPACE "PAR2",

  SUBPARTITION "P4_P3"

   TABLESPACE "PAR3",

  SUBPARTITION "P4_P4"

   TABLESPACE "PAR4") )

ところが MTU の GetMetaでは下記のような表現を得られるので、リバース・エンジニアリングが容易です。

/*

 * Tabs: 000018. TEST24

 */

drop table "TEST24";

create table "TEST24"

( /* 0001 */ "ARIA_ID"                        number(4)       

, /* 0002 */ "MP_ID"                          number(4)       

, /* 0003 */ "ITEM_ID"                        number(4)       

, /* 0004 */ "TAGNO"                          char(10)        

, /* 0005 */ "DT"                             date            

, /* 0006 */ "VALUE"                          number(12,3)    

, /* 0007 */ "STATUS"                         number(4)       

, constraint "TEST24_PK"                      primary key 

  ( /* 0001 */ "ARIA_ID"

  , /* 0002 */ "MP_ID"

  , /* 0003 */ "ITEM_ID"

  ) not deferrable initially immediate disable validate

) pctfree 10 pctused 40 initrans 1 maxtrans 255

  nocache parallel (degree 1 instances 1) tablespace "USERS"
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  storage (initial 128k next 128k minextents 1 maxextents 65536 

  buffer_pool DEFAULT) 

partition by RANGE ("DT")

subpartition by LIST ("ITEM_ID")

subpartition template 

( /* 0001 */ subpartition "P1" values ('1', '8', '9') tablespace "PAR1"

, /* 0002 */ subpartition "P2" values ('2', '4', '5', '7') tablespace "PAR2"

, /* 0003 */ subpartition "P3" values (null) tablespace "PAR3"

, /* 0004 */ subpartition "P4" values (default) tablespace "PAR4"

)

( /* 0001 */ partition "P1" values less than (to_date('2005-04-01','YYYY-MM-DD')) 

, /* 0002 */ partition "P2" values less than (to_date('2005-05-01','YYYY-MM-DD')) 

, /* 0003 */ partition "P3" values less than (to_date('2005-06-01','YYYY-MM-DD')) 

, /* 0004 */ partition "P4" values less than (maxvalue) 

) ;

create index "TEST24_IE01" on "TEST24"

( /* 0003 */ "ITEM_ID"

) pctfree 10 initrans 2 maxtrans 255 

  parallel (degree 1 instances 1) 

  storage (buffer_pool DEFAULT) 

local

;

• 11g以下でサポートされているすべての表圧縮に対応しています。

• 表レベルで設定されているサプリメンタル・ロギングに対応しています。

• 文監査オプションを有効にしておくと監査証跡との組合せにより、「いつ」「誰が」オブジェクトの「どこ」を「どのよ

うに」改変したかを監査することが可能になります。

環境変数 NUMDAYS_AUDIT（87頁）
例えば下記のようなスクリプトを用意し、標準監査の開始と表 FOO 作成、表 FOO に対する幾つかの操作を実
行したとします。

connect / as sysdba

alter system set audit_trail=DB scope=spfile;

shutdown immediate

startup

audit table, index, alter table by scott /* 文監査 */;

connect scott/tiger

create table FOO (c1 varchar2(3));

/* ここで数分間待機 */

alter table FOO add (c2 number(10,9));

alter table FOO add constraint FOO_PK primary key (c1);

/* ここで数分間待機 */

create index FOO_IE01 on FOO (c2);

exit

環境変数 NUMDAYS_AUDIT へ 1 以上の値をセットし GetMetaを実行すると表 FOO について下記のようなス
クリプトとコメントを得ることが出来ます。主キーは CREATE TABLE 文によって作成されたのではなく、ALTER 
TABLE 文によって後から追加されたことが監査証跡から分かります。同じように索引も CREATE TABLE とは
別な時期に作成されたことが分かります。
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/*

 * Tabs: 000004. FOO

 */

drop table "FOO";

create table "FOO"

( /* 0001 */ "C1"                             varchar2(3)     

, /* 0002 */ "C2"                             number(10,9)    

, constraint "FOO_PK"                         primary key 

  ( /* 0001 */ "C1"

  ) not deferrable initially immediate disable validate

) pctfree 10 pctused 40 initrans 1 maxtrans 255

  nocache parallel (degree 1 instances 1) tablespace "SYSTEM"

  storage (initial 64k minextents 1 maxextents unlimited 

  freelists 1 freelist groups 1 buffer_pool DEFAULT)

;

create index "FOO_IE01" on "FOO"

( /* 0002 */ "C2"

) pctfree 10 initrans 2 maxtrans 255 

  parallel (degree 1 instances 1) tablespace "SYSTEM"

  storage (initial 64k minextents 1 maxextents unlimited 

  freelists 1 freelist groups 1 buffer_pool DEFAULT)

;

create UNIQUE index "FOO_PK" on "FOO"

( /* 0001 */ "C1"

) pctfree 10 initrans 2 maxtrans 255 

  parallel (degree 1 instances 1) tablespace "SYSTEM"

  storage (initial 64k minextents 1 maxextents unlimited 

  freelists 1 freelist groups 1 buffer_pool DEFAULT)

;

alter table "FOO"

  enable validate constraint "FOO_PK" 

;

/*

The audit trails of the target actions.

2008-09-06 22:35:19, 14859, 1, CREATE TABLE, FOO, hoge\foo, bar, SCOTT, 0, CREATE TABLE

2008-09-06 22:39:03, 14859, 2, ALTER TABLE, FOO, hoge\foo, bar, SCOTT, 0, 

2008-09-06 22:39:03, 14859, 3, CREATE INDEX, FOO_PK, hoge\foo, bar, SCOTT, 0, 

2008-09-06 22:39:03, 14859, 4, ALTER TABLE, FOO, hoge\foo, bar, SCOTT, 0, 

2008-09-06 22:40:51, 14859, 5, CREATE INDEX, FOO_IE01, hoge\foo, bar, SCOTT, 0, 

*/

• 参照制約によって参照されている親表が子表よりも前方に定義されるように配置することが出来ます。従いま

して作成されたスクリプトファイルをそのまま SQL*Plusで実行しても親表が存在しないことによる例外が発生し

ません。

環境変数 DEPENDENT（74頁）

• 参照関係にある名前付き PL/SQL（プロシージャ、ファンクション、パッケージ、タイプ、データベース・トリガー）

においては名前付き親 PL/SQL が名前付き子 PL/SQL よりも前方に定義されるように配置されます。

• 表、索引、クラスタ、MVIEW, MVIEW LOG, オーバーフローセグメント、及び LOBセグメントについては複数の追

加エクステントが発生している場合、初期エクステントへまとめるように値を調節された STORAGE句オプション

付きの定義 SQL 文を出力することが出来ます。

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 25 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



環境変数 COMPRESS（73頁）

• 権限の設定次第9で代理ユーザが他ユーザ所有のオブジェクトについて定義 SQL 文を出力することが出来ま

す。

9  全てを表示するのに必要な追加作業について説明致します。
1.GRANT ANY ROLE または GRANT ANY PRIVILEGE システム権限を持つユーザ（SYS/SYSTEM等）が実行する。
1-1.代理ユーザに対して(c)のシステム権限か、この権限を含むロールを与える。
1-2.PUBLIC ロールに対して(c)のシステム権限か、この権限を含むロールを与える。
2.データベースオブジェクトの所有者が実行する。
2-1.代理ユーザに対してオブジェクトの個々に関する(d)のオブジェクト権限か、この権限を含むロールを与える。
2-2.PUBLIC ロールに対してオブジェクトの個々に関する(d)のオブジェクト権限か、この権限を含むロールを与える。
 (a) select any table
 (b) select
 (c) select any table, select any sequence, comment any table, execute any procedure, create any trigger

 (b) select, execute
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5. 動作環境と制限

5.1. 必要システム構成

以下の条件を満たすシステムでご使用下さい。

表 4:必要システム構成

要求要素 条件　（×印は非対応）

バージョン 4.4 4.3

OS × Server 2008 SP2 10

Server 2008 R2 SP1

7 SP1 11 ←

× 8, Server 2012 12

8.1, Server 2012 R2 13 ←

10 14, Server 2016 ←

11, Server 2019 ×

CPU 1.8 GHz 以上のプロセッサ

メモリ 1 GB RAM (仮想マシン上で実行する場合は 1.5 GB)

ディスク 50 MB以上の固定ディスク空き領域

モニタ 表示解像度 1024×768以上

補助記憶装置 インストール時のみ CD-ROM 必要

製品を使用するシステムには Microsoft社が提供する「Microsoft Visual C++ 再頒布可能パッケージ」が予めイン

ストールされている必要があります。

表 5:再頒布可能パッケージの入手先

ver. パッケージ名 URL

4.4 Visual Studio 2015、2017、2019、および 2022 の 

Microsoft Visual C++ 再頒布可能パッケージ 

https://docs.microsoft.com/ja-

JP/cpp/windows/latest-supported-vc-redist?

view=msvc-1704.3

• 上記 URL は当文書作成時点におけるものです。将来的に変更される可能性がございますのでご了承ください。

• 製品の頒布用 CD-R には上記のパッケージをダウンロードしたものが含まれていますのでご利用下さい。

10 Oracle Database Client 18c または Oracle Database 18c 以上ではサポートされません
11 Oracle Database Client 19c または Oracle Database 19c 以上ではサポートされません
12 Oracle Database Client 21c または Oracle Database 21c以上ではサポートされません
13 KB2919442, KB2919355 適用済み
14 バージョン 1703 以降
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• このパッケージのインストール方法については 31.Visual Studio 2015、2017、2019、および 2022 の Microsoft 

Visual C++ 再頒布可能パッケージの導入（191頁）にある記事を参照してください。

製品プログラムを動作させるためには、「表 6:MTU が動作する為に必要な Oracle 製品（28頁）」に挙げた Oracle

製品の何れかがマニュアル通りに正しくセットアップされたコンピュータが必要です。

表 6:MTU が動作する為に必要な Oracle 製品

Oracle 製品の種類 バージョン エディション

Oracle Database 10gR2, 11g, 12c, 18c, 19c, 21c Enterprise Edition

Standard Edition 2

Oracle Client 10gR2, 11g, 12c, 18c, 19c, 21c

Oracle Instant Client 10gR2, 11g, 12c, 18c, 19c, 21c

• 接続先 Oracle データベースは 8i (Release 8.1.7) 以上であれば、エディション・オプションの種類、 OS の種類、

bit 数、使用されるキャラクタ・セット等に制限はありません。但し、（Oracle Database 8i と Oracle 11g Client の

組合せなど）オラクル社がサポートしていない組合せの場合は MTUもサポートいたしません。

オラクル社がサポートする組み合わせについては My Oracle Support15 のメニューにある「動作保証(また
は”Certificates”)」でご確認ください（要登録済みアカウント）。

• x64ベースの Windows 上で、製品に含まれる x86ベースの実行形式ファイルを使用する場合は、WOW64 によ

る 32-bitエミュレーター環境でのみ動作します。この場合、Oracle Database for Microsoft Windows (32-bit)か

Oracle Database Client for Microsoft Windows (32-bit)の何れかが製品マニュアル通りに正しくインストールさ

れている必要があります。WOW64を使ってMTUをこれらのプラットホームで動かす方法については「13.x64ベ

ースの Windows 上での使用（123頁）」をご覧ください。

• 製品インストールとアンインストール時に限り、インストール対象コンピュータの管理者権限をもつユーザでの

ログインが必要となります。製品インストール後の通常運用では管理者権限は不要です。

取扱説明書（本書）などの付属文書を閲覧する場合には、アドビ社の Adobe Acrobat Reader が必要です。

5.2. 全般的な制限事項

• 同一bit 数の製品パッケージを１台のコンピュータへ複数インストールすることはできません。これは、バージョ

ンや版（有償版／サンプル版）の違いがあっても制限されます。

64-bit 版、32-bit 版それぞれ１セットずつであれば、64-btiベースの Windows 上に同居させることができます。

• Intel Itaniumベースの Windows へは未対応です。

• オブジェクト表、逆キー索引、ドメイン索引、XML DBへは未対応です。

• 名前付きデータ型には未対応です。

• 読取り専用モードでオープンされたスタンバイデータベースに対して、UnLoad 機能と GetMeta 機能を使用する

ことはできません。

5.3. サンプル版の制限事項

• UnLoad/Query 時に 10万行を超えるデータを戻すことができません。

15 https://support.oracle.com/portal/?lang=ja
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• UnLoad 時に出力される＜表名＞_DEPS.sql ファイル中の create index 文に"tablespace <表領域名>" の表示

が出力されません。

• GetMeta 時に "tablespace <表領域名>" と compress の表示が出力されません。

弊社ではサンプル版の他に、行数制限や表領域名表示の制限が無く、使用期間限定の評価版ライセンスを用意し

ております。詳しくは「34.製品に関する問合せ先（195頁）」にてご確認下さい。

5.4. ライセンス認証の概要

• 製品の有償版 v4.1以降でライセンス認証という機能が追加されました。ライセンス認証はカジュアルコピーを

手にした使用者が不正に製品を使用できてしまう不公平を排除し、製品の正当な使用者たるお客様の権利を

保護する為のものです。

• この為、ライセンス認証が完了しないと製品を使い始める事ができない制限が組み込まれています。

• 更にライセンス認証が完了した後に、同じライセンス証書のシリアル番号を使って別なコンピュータでライセン

ス認証を行おうとするとエラーとなり完了させることができません。

• ただし上記には例外があり、製品にバンドルされた「ライセンス認証登録の抹消」というツールを使用して認証

登録情報を一旦取り消すと、別なコンピュータでのライセンス認証（＝移動）が可能になります。

• また、「ライセンス認証登録の抹消」自体が利用できない緊急事態（たとえばハードウエアの故障）の場合は弊

社のライセンス認証担当者へお電話を頂き事情をご説明いただいた上で、代替コンピュータでのライセンス認

証が可能になるよう手続きをさせて頂くことが可能です。代替コンピュータの CPU コア数は、障害のあったコン

ピュータよりも少ないか、等しいものを選んでください。

• ライセンス認証の過程で製品プログラムは、お客様のご使用しているコンピュータのハードウエア情報の内、次

のものをライセンス認証に必要な基礎情報として収集します。

a. ＭＡＣアドレス

b. ＣＰＵのメーカ・型番・クロック周波数

c. 全ＣＰＵコアの総数

d. 固定ディスクのメーカ・型番・製造番号

• 製品プログラムは上記の基礎情報を収集すると、ハッシュアルゴリズムを使って４バイトのハッシュ値を作成し

ます。このハッシュ値をライセンス証書の証書シリアル番号とともに開発元のライセンス認証サーバーへ送信し

ます。

製品プログラムは収集した基礎情報をそのまま送信するのではなく、ハッシュ値に変換したものを送信する点
にご留意願います。ハッシュ値はその数学的性質により、多数のシノニムが存在するので変換元の基礎情報を
特定することが技術的に困難です。また、基礎情報が１ビットでも異なれば、ハッシュ値も変わるので、ライセン
ス証書シリアル番号と認証されたハードウエアの関連付けを定義するには情報量として十分です。

• ライセンス証書の証書シリアル番号と認証されたハードウエアは１対１で対応します。従いまして、ひとつの証

書シリアル番号を複数のハードウエアのライセンス認証に使用することができません。MTUを複数のハードウ

エアにインストールして使う場合は、ハードウエアの数だけ異なる証書シリアル番号（＝ライセンス証書）が必要

です。

• ライセンス認証済みのコンピュータで上記 a.～ d.までの何れかのコンポーネントを交換、あるいは増設する際

にはハッシュ値が変わるので交換前に「ライセンス認証登録の抹消」を実施して頂きますようご注意願います。

ハッシュ値の変更を検出すると自動的にライセンス認証を再び実施するように促すダイアログボックスが表示さ

れ、処理が中断されます。

• ライセンス認証に関する詳しい操作手順は「8.ライセンス認証の手順（49頁）」にある記事を参照してください。
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5.5. UnLoad 機能、及び Query 機能

• １つの表、あるいはパーティションから取り出せる最大行数は約 42億 9千万（符号無し 32ビット整数の最大

値）行です。この制限を越える行が戻されると異常終了します。

• UnLoad 機能では表データのフルセットが出力されます。つまり、結合文やwhere/orderby/group by句の指定

など任意のクエリを使ってデータを出力することが出来ません。またシノニム、ビュー、スナップショット及び分散

データベースのリモート表への問い合わせの結果を出力出来ません。このような用途には Query 機能をお使い

下さい。

• ファイルサイズの上限については Windows API のファイルポインタとして符号無し 64ビット整数を使っておりま

すので、内部的には 16EB（エクサバイト）が理論上の上限となりますが、実際に可能な最大サイズはファイルシ

ステムの実装上の制約を受けます。マイクロソフト社が公表している資料によれば上限は次の通りです。

Windows Server 2008 は 16TBまで

Windows Server 2012 は 255TBまで

Windows Server 2016/Windows 10以降では、64kB 超～2048kB以下のクラスタサイズと、ファイルシステム１つ
あたり最大 (2 の 32乗 - 1)個の クラスタ数をサポートしますので、最大で 8PBまでのサイズに対応します。

（2×10243×232＝2×10243×4×10243＝8×10245）

• BFILE ロケータの指し示すOS ファイルの内容は出力できません。

• XMLType 型を含む表のアンロードへは対応しておりません。但し XMLType 型のタイプ・メソッド getClobVal() 

で修飾した問合せを Query 機能を使って実行することにより CLOB 型として XML データを出力することができ

ます。CLOB 型として出力されたデータは SQL*Loader を使って XMLType 型へロードすることができます。

getClobVal() の使用例についてはサンプル sample\GetClobVal.sql をご覧ください。

• LONG, LONG RAW の各データ型の列を含む表の SQL*Loader 用制御ファイルは無条件にこれらの列をフィー

ルドリストの末尾へ再配置します。これはこれらの列を含んでいる表でもダイレクト・パス・ロードが選択できるよ

うにするための処置です。

• 主キー制約の施行に基づいて施行される NotNull 制約については有効性を切り替える為の ALTER 

TABLE{ENABLE/DISABLE} CONSTRANT ...コマンドをスクリプト中に出力しません。

• 自動的に作成される制御ファイルは Oracle8i以降の SQL*Loader に適合します。Oracle8以下の SQL*Loader

には対応していない構文を出力することがある為、使用できない場合があります。特に LOB型データが含まれ

ているファイルをOracle7/8 の SQL*Loaderを使ってロードするとエラーが発生します。

• 管理作業用のスクリプトを実行すると索引は常に nologgingモードで作成されます。従ってロード終了後最初の

バックアップを取得する前に媒体障害が発生するとこれらの索引を回復することが出来ません。ロードが終わり

ましたら速やかにデータ・ファイルのバックアップを取得して下さい。

詳細は「15.. ダイレクト・パス・ロード（130頁）」をご覧下さい。

• BFILE 型を出力するとき、ディレクトリ別名が指し示すディレクトリにファイルが実在するかどうかが検査されま

す。実在しない場合にはディレクトリ別名、ファイル名には文字列が出力されません。BFILE 型を登録したつもり

なのに文字列が出力されない場合には、ディレクトリ別名の指し示している文字列が（アルファベットの大文字

／小文字の区別も含めて）実在のディレクトリと一致するかどうかを確認して下さい。

• 再ロード後には表と索引のオプティマイザ統計が無効になるか、存在しても実態を正しく反映していない可能性

があります。従いましてコストベースの最適化アプローチを使ってチューニングされているアプリケーションでは

多くの場合パフォーマンスの劣化を引き起こします。このような現象が生じた場合にはオプティマイザ統計を収

集しなおしてください。(ビルトインパッケージの DBMS_STATSを使います)

• UnLoad、Query両機能の動作中は以下の２つの理由により他の接続によるトランザクションの実行をなるべく

控えてください。

a.  データ出力中は文レベル（またはトランザクションレベル）の読取一貫性を保証するため、UNDO セグメン

ト上の読取一貫性スナップショットと呼ばれる領域から更新前の行データ読み込まれます。この為、他の接

続によって commitを伴う大規模なトランザクションが実行されると、これらのトランザクションによって生ず
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る UNDO によってこのスナップショットが上書きされ下記のエラーが発生し易くなるためです。

ORA-01555: スナップショットが古すぎます(ロールバック・セグメント番号 xx、名前 xx が小
さすぎます)。

b.  特に環境変数 CONSISTENT（73頁）が指定されていない場合にはトランザクションの分離レベルが

「Read Commited」となります。この分離レベルでは他のトランザクションによるコミットされた結果を何回

でも読み込んでしまう妨害 (Non-Repeatable Read と Phantom)を斥ける事が出来ません。その結果、

参照整合性を満たさない行が出力されてしまうためです。

• SQL*Loader の仕様によりクラスタ表に対するダイレクト・パス・ロードは出来ません。またクラスタ表に対する 

TRUNCATE TABLE 文は無効であるため、制御ファイルへ TRUNCATE を指定したロードは出来ません。

• リファレンス･パーティション（参照パーティション）によって参照される、被参照パーティション表の Unload / 

Query は問題なく行えます。しかし、被参照パーティション表単独の再ロードは行わないで下さい。

リファレンス･パーティション表の参照整合性制約はその定義により無効化できないため、SQL*Loderを使って
の再ロード時に数々の制約を受けます。MTU はこの制約を十分クリアするための制御を行っていないので、間
違って再ロードしてしまうと回復が難しいデータ消失を惹き起こす可能性があります。
被参照パーティション表を再ロードする計画がある場合は必ず、参照パーティション表のデータもアンロードして
ください。そして下記の順番で再ロードを実施してください。

a. 参照パーティション表のデータ削除 (truncate table)

b. 被参照パーティション表のデータ挿入 (REPLACE メソッドを使った SQL*Loader 実行)

c. 参照パーティション表のデータ挿入(REPLACE or TRUNCATE メソッドを使った SQL*Loader 実行)

5.6. 固定長形式に含まれる空白文字

• 固定長形式で CHAR型 NULL可能のデータを再ロードする時には、半角空白文字列の二義性にご注意下さい。

このようなデータ型の中にデータとしての半角空白文字列と NULL とが混在している場合に固定長形式を選択
するのは（両者を区別できないので）適切ではありません。可変長データ形式を選択してください。
半角空白文字列しかない場合は"PRESERVE BLANKS" オプション、NULL しかない場合は制御ファイルを編集
し"NO PRESERVE BLANKS"（＝省略時初期値）と書換えてください。

• 上記と似ている理由ですが、固定長形式でVARCHAR2 型のデータを再ロードする時は半角空白文字列の多

義性にご注意下さい。

VARCHAR2 型を含む制御ファイルでは"PRESERVE BLANKS" オプションが書かれていないので、フィールド右
側の半角空白文字は全て切り捨てられます。また、フィールドが全て半角空白文字の場合は、NULL として扱わ
れます。
経験的にこれが期待通りの動作であるケースが殆どですが、例えば

"右側にある空白３文字もデータの一部です___"    (アンダースコア部分は半角空白とする)

というデータがあった場合、アンダースコア部分はストリップされ、もはやオリジナルでは無くなります。
また、制御ファイルへ"PRESERVE BLANKS"オプションを加えると、最大長分の空白文字列データとしてリロー
ドする事ができますが、もともとのデータが何バイト分の空白文字列だったかという情報は失われてしまいます。
上記のような振る舞いが好ましくない場合は、やはり可変長データ形式を選択してください。

5.7. TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE 型の再ロード

SQL*Loader には TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE 型を次の条件が全て揃った状態でで再ロードするときに

間違ったタイムゾーンでデータがロードされる障害があるのでご注意下さい。
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現象的にはタイムゾーン±０のローカル時間でデータを解釈したような結果になります。

1. ダイレクト・パス・ロードを使用（従来パスでは発生しない）

2. リモートコンピュータからデータを再ロード（ローカルでは発生しない）

3. TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE 型の列のフィールド指定で下記を指定

＜列名＞  TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE "＜書式マスク＞" ENCLOSED BY '＜囲み文字＞'

この障害を回避するには、３つの条件がどれかひとつでも不成立となるように手作業でスクリプトを修正するかデ

ータを移動してください。３を不成立とするには、下記の様に修正（赤字で示した部分を除去）してください。

＜列名＞  TIMESTAMP "＜書式マスク＞" ENCLOSED BY '＜囲み文字＞'

しかし、３の修正は１，２の条件のいずれかも不成立にした場合に逆に間違ったタイムゾーンでデータをロードして

しまう副作用もあるのでご注意下さい。

5.8. GetMeta 機能

• アドバンスト・レプリケーションには対応していません。

• CREATE SEQUENCE 文で指定される START WITH オプションの値は、ALL_SEQUENCES ビューの

LAST_NUMBERの列値に由来します。従って次回 NEXTVAL によって取得できるよりも大きな値が戻されること

が有ります。どのような値が戻されるかは CREATE SEQUENCE 文の CACHE オプションの設定値によります。

5.9. MTU.xla アドイン

• Excel が格納できる列数、あるいは行数の上限を超えて、問合せが結果を戻す場合、上限を超えた分のデータ

は切り捨てられます。上限数については、お使いの Excel のマニュアルなどでご確認下さい。

また、問合せ結果のデータ量が非常に多い場合は、画面がハングしたような状態が数分間続く事がありますの
でご留意下さい。ハングは待ち続ける事により解消します。
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6. アップグレード

この章では旧版(v4.4未満)を運用中のお客様向けに製品のアップグレード方法を説明します。新規ご利用のお客

様はこの章を読み飛ばして次の章から読み進める事が可能です。

6.1. 過去のバージョンから最新バージョンへのアップグレード

v4.x (x=1,2,3) がインストールされている状態で最新バージョンのインストールパッケージをインストールすると、自

動的に過去のバージョンは警告無しでアンインストールされます。

過去のバージョンのアンインストールの過程で、もともとインストール・パッケージに含まれていたファイルは全て削

除されますので、Env.bat などアップグレード後に引き継ぎたいものがありましたら事前にバックアップを取得しておい

てください。

但し旧版を使用していた時に作成された製品フォルダ上のファイルのうち、インストール後に作成されたファイルは

削除されずに残ります。製品フォルダの場所は：「表 9 製品フォルダとプログラムフォルダ（40頁）」でご確認ください。

またライセンス認証済みの場合は、パッケージのアンインストール時に登録抹消手続き用のプログラムもアンイン

ストールされますので、事前に登録抹消手続きを実施してからアップグレードして下さい。登録抹消の方法は「8.2.登録

抹消（60頁）」に説明があります。

アップグレード後の最初の製品プログラム実行時にライセンス認証ウイザードがポップアップしますので、新しいバ

ージョンでのライセンス認証をやり直してください。登録抹消手続き無しにアップグレードした場合には、自動ライセンス

認証は利用できませんので、製品サポートにご連絡の上手動ライセンス認証を申請して下さい。

旧製品フォルダは不要であれば削除可能です。

6.2. 最新バージョンから過去のバージョンへのダウングレード

過去のバージョンへダウンロードする場合、一旦ラ

イセンス認証済みの場合は「8.2.登録抹消（60頁）」に

ある手順に沿ってライセンス認証を抹消した後、最新

バージョンをアンインストールしてから行ってください。

最新バージョンをアンインストールせずにいきなり

過去のバージョンをインストールしようとすると右記の

メッセージボックスが表示されて作業が中断されます。

ダウングレード後に、ライセンス認証はやり直す必要があります。

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 33 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



7. インストール

UnloadやGetMeta などの Query以外の機能を使う場合には「表 7 利用機能別インストール手順（34頁）」に表示し

た手順を全て実施する必要があります。

表 7 利用機能別インストール手順

インストール手順 頁 Queryだけ使う Query以外も使う

7.1..製品パッケージのインストール 34 ○ ○

7.2..環境変数の編集と出力先ディレクトリ 42 ○ ○

7.3..所有ユーザの準備 42 不要 ○

7.4..システム権限の付与 43 不要 ○

7.5..クオータの割当 43 不要 ○

7.6..機能処理対象ユーザの指定 44 ○ ○

7.7..接続先の指定 44 ○ ○

7.8..製品コンポーネントのインストール 45 不要 ○

製品のインストールは Administrators グループに所属するユーザで実施して下さい。 インストール終了後は通常

の（Users グループ所属の）ユーザで製品を使用することが出来ます。

7.1. 製品パッケージのインストール

製品パッケージのインストール前に次の留意事項をご確認ください。

• インストール対象のコンピュータが「5.1.必要システム構成（27頁）」に書かれた要件を満たしていることご確認く

ださい。 

• 同一製品の新しいバージョンと従来のバージョンは同じコンピュータに共存させる事はできません。新しいバー

ジョンのインストーラは、古いバージョンの製品を見つけると自動的に削除を試みます。この時、削除は警告無

しに実行されるのでご注意下さい。

• 同一製品、同一バージョン、同一bit 数のパッケージは同じコンピュータに１共存させる事はできません。このケ

ースは有償版とサンプル版を共存させようとした場合に発生します。

• 同一製品の同一バージョンの x86 版と x64 版は同じ 64-bitベースの Windows コンピュータに共存させる事が

可能です。 後からそのいずれかをアンインストールしても他のインストール済み製品に影響は及びません。 

• ジョブ管理用のミドルウエアを使用して製品をお使いになる場合に限り、インストール中に表 9:製品フォルダと

プログラムフォルダ（40頁）に記載のシステム環境変数を追加しますので、追加された環境変数を認識させるた

め、インストール後にエージェントの Windows サービスを再起動してくださいますようお願いします。

• 本製品はインストール後の再起動を求められることなくインストールすることができます。インストール中に追加

された環境変数を反映させるため、インストール時に使用したアカウントは一旦ログアウトして下さい。

製品パッケージの含まれている CD-R等の媒体をインストール対象のコンピュータで読み取り可能な状態にしてく
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ださい。製品パッケージファイルには bit 数に応じて次の２種類があります。

表 8:　製品パッケージと bit 数

製品パッケージファイル名 bit 数 備考

mtu_x86.msi, mtu_x86s.msi 32 v4.2 のみ提供

mtu_amd64.msi, mtu_amd64s.msi 64 v4.2, v4.3, v4.4 の各バージョンで提供

エクスプローラを起動して媒体中にある MSI 形式の製品パッケージファイルをダブルクリックします。

次の左右いずれかの画面が表示されます。

左側の画面の場合は次へボタンを押してインストールを続けることができます。右側の画面の場合は同一bit 数の

有償版とサンプル版を同じコンピュータ上にインストールしようとしているケースで発生するエラーですので先にインス

トールされているものをアンインストールしてください。

これから説明の中で使用する画面イメージはすべて 64-bit 版のものです。32-bit 版の画面構成は 64-bit 版と同じ

ですので 32-bit 版のインストールでは 64 と表現されている箇所を 64、または x64 と表現されている箇所を x86 のよう

に読み替えることが出来ます。
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Microsoft社の Visual Studio 2015、2017、

2019、および 2022 の Microsoft Visual C++ 再頒

布可能パッケージが、正しくインストールされてい

ない場合16、「Visual Studio 2015、2017、2019、お

よび 2022 の Microsoft Visual C++ 再頒布可能パ

ッケージ (xxx) を先にインストールして下さい」とい

うメッセージと共に、右のダイアログボックスが表

示され、インストールが中断されます。

Microsoft 製品プログラムをインストールした

後、MTU のインストールを再試行して下さい。

16 32-bit 版の MTU には 32-bit 版の、64-bit 版の MTU には 64-bit 版の Visual Studio 2015、2017、2019、および 2022 の Microsoft 

Visual C++ 再頒布可能パッケージがそれぞれ必要です。
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Oracle Database 製品プログラムが正しくイン

ストールされていない場合17、「Could not find the 

Oracle Call Interface library (OCI.DLL). Reason: 

(Code-126) 指定されたモジュールが見つかりま

せん。」というメッセージと共に、右のダイアログボ

ックスが表示され、インストールが中断されます。

Oracle Database 製品プログラムをインストー

ルした後、MTU のインストールを再試行して下さ

い。

「次へ」を選択します。使用許諾契約書が表示

されますので、内容をご確認ください。

ご同意いただけましたら「使用許諾契約に同

意します」をチェックして「次へ」ボタンを押してくだ

さい。同意されない場合には「キャンセル」ボタン

を押して中止することができます。

17 32-bit 版の MTU には 32-bit 版の、64-bit 版の MTU には 64-bit 版の Oracle Database 製品プログラムがそれぞれ必要です。加え

て、環境変数 PATH に Oracle Database 製品ホームの BIN サブディレクトリが含まれている必要があります。
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次にセットアップの種類の選択が表示されま

す。

インストール場所やインストールするオプショ

ナル・コンポーネントを取捨選択したい場合には

「カスタム」ボタンを押します。特にカスタマイズに

関するご要望がない限り「標準」を選んでください。

「完全」は現在のところ「標準」と同じインストー

ル結果になります。

インストール開始してよろしければ「インストー

ル」ボタンを押してください。

次の画面表示に変わるまで待機してください。

環境によっては少し時間の掛かる事があります。

「製品固有の環境変数設定を反映する為、直

ちにサイン・アウトする」が、初期表示ではチェック

されています。このままの状態で完了をクリックす

ると、直ちにサインオフします。

サインオフを保留したい場合はこのチェックを

外したうえで完了をクリックして下さい。
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製品のインストールが完了すると、コントロールパネルの「プログラムと機能」へ製品タイトルが表示されます。

インストールが完了すると下記の場所に製品プログラムとドキュメントがインストールされます。

%ProgramFiles%\PLUMSIX\mtu_x.xx

（x.xx はバージョン符号、WOW64を使って 32-bit 版をインストールした場合は%ProgramFiles%の部分

を%ProgramFiles(x86)%）に読み替えて下さい）

説明の便宜上本書ではこのフォルダをプログラムフォルダと呼ぶことにします。

また、下記の場所に製品用のシェルスクリプトと作業ディレクトリなどがインストールされます。

%ALLUSERSPROFILE%\PLUMSIX\mtu_x.xx\yyy

（x.xx はバージョン符号、yyy は x86 か x64 の何れか）

説明の便宜上本書ではこのフォルダを製品フォルダと呼ぶことにします。

インストーラが完了するとプログラムフォルダを指し示す為のシステム環境変数としてMTU_EXEC_DIR_X86（あるい

は MTU_EXEC_DIR_X64）が、製品フォルダを指し示す為のシステム環境変数としてMTU_USER_DIR_X86（あるいは

MTU_USER_DIR_X64）が作成されます。アンインストール時にこの環境変数は削除されます。

上記までの内容を下表にまとめます。4.4 と表記された箇所は最新版の事例です。過去のバージョンをお使いの場

合には適宜 4.2, 4.3 .. のように読み替えて下さい。
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表 9:製品フォルダとプログラムフォルダ

本書内での呼名 パッケージ bit 数 システム環境変数名 設定される値

プログラムフォルダ 32 MTU_EXEC_DIR_X86 %ProgramFiles%\PLUMSIX\mtu_4.4

WOW64 の場合は

%ProgramFiles(x86)%\PLUMSIX\mtu_4.4

64 MTU_EXEC_DIR_X64 %ProgramFiles%\PLUMSIX\mtu_4.4

製品フォルダ 32 MTU_USER_DIR_X86 %ALLUSERSPROFILE%\PLUMSIX\mtu_4.4\x86

64 MTU_USER_DIR_X64 %ALLUSERSPROFILE%\PLUMSIX\mtu_4.4\x64

製品フォルダは、これをオリジナルとしてコピーを別に作成しコピー上のスクリプト・ファイルを自由に編集して利用

することも出来ます。詳しくは「32.製品フォルダのコピー方法（192頁）」にある記事を参照して下さい。

Windows 

Vista/7/10/Server2008/Server2012/Server2016/Server2019

では、インストーラが完了すると「スタートメユー」->「すべての

プログラム」の下層に PLUMSIX フォルダが作成されます。右

記にその画面イメージを示します。

さらに、デスクトップ上に「PLUMSIX」フォルダが作成されます。
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このフォルダをダブルクリック

するとエクスプローラが起動され、

MTU 用のショートカットを含むフォ

ルダが現れます。

「MTU v4.4 xx-bit 有償版」と表

示されたフォルダを開くと、ショート

カットが現れます。

管理者以外のユーザ(グループ名:Users)に対して下表に示したフォルダへのアクセス権を与えられます。与えたア

クセス権はサブ・フォルダへ継承されます。下表に示したフォルダ以外の製品フォルダに対して、管理的なファイル操

作を行うときは Administrators に所属するユーザでログインしてから実施して下さい。
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表 10:一般ユーザ (Users) に与えられたアクセス権

32-bit 64-bit アクセス権

%MTU_USER_DIR_X86% %MTU_USER_DIR_X64% M (読取、

書込、実

行)%ALLUSERSPROFILE%\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Plumsix MTU v4.4 xx-bit 有償版

%PUBLIC%\Desktop\PLUMSIX\MTU v4.4 xx-bit 有償版

7.2. 環境変数の編集と出力先ディレクトリ

「スタート」→「Plumsix MTU v4.4 ??-bit 有償版」→

「環境変数の編集」

上記の製品メニューに含まれるショートカットを選択するか、製品

フォルダ（40頁）に含まれる Env.bat ファイルをテキストエディタで開

きます。ショートカットの場所を右記に示します。

Env.bat ファイルを開いたら、環境変数 OUTPUT（88頁）が指し

示す値を必要に応じて編集してください。製品が出力するファイルを

どこに格納させたいのかこの環境変数 OUTPUT へ設定する値で指

し示す必要があります。

出荷時の設定値として %MTU_USER_DIR%input が設定されていますが、他のディレクトリへ結果を出力したい場合

には、その出力先ディレクトリの名前を記述し保存します。また指定した値のディレクトリが存在しなければ mkdir コマ

ンドを使って予め作成してください。

7.3. 所有ユーザの準備

Query 機能しか使わない場合、この手順はスキップ出来ます。

製品コンポーネントを所有する為の Oracle ユーザ（以下所有ユーザと表記します）を用意します。この所有ユーザ

は既存のユーザでも新しく作成18してもどちらでも構いません。SYSTEM ユーザの使用を推奨します。

18  CREATE USER文を使ってユーザを作ることが出来ます。
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7.4. システム権限の付与

Query 機能しか使わない場合、この手順はスキップ出来ます。

所有ユーザが製品コンポーネントを所有するために必要なシステム権限を付与されているかどうかを SQL*Plus な

どを使ってそのユーザで接続した後、下記の SQL を両方実行して確認します。

select * from session_privs where privilege in ('CREATE PROCEDURE','CREATE ANY 

PROCEDURE');

select * from session_privs where privilege in ('CREATE TABLE','CREATE ANY TABLE');

この問い合わせのどちらか一方でも１行も戻されない場合、権限が不足しているためインストール作業を継続する

ことができません。インストール作業を中断し、 DB管理者へ連絡して権限を与えてもらって下さい。ロールを介したシ

ステム権限の付与でも有効です。

非 DBA ユーザを所有ユーザとして使う場合には、追加で次の SQLを実行して権限を付与して下さい。SYSTEM ユ

ーザであれば相当するロールを既にもっているので実施不要です。

GRANT SELECT ANY TABLE, SELECT_CATALOG_ROLE TO ＜所有ユーザ名＞;

所有ユーザに対して、より厳密に必要最小限度の権限のみを与えたい場合の記事が「25.必須システム権限（168

頁）」にありますので併せてご利用ください。

7.5. クオータの割当

Query 機能しか使わない場合、この手順はスキップ出来ます。

所有ユーザが製品コンポーネントに含まれる表や索引を所有するために必要な領域割当を受けているかどうかを 

SQL*Plus などを使ってそのユーザで接続した後下記の SQL を両方実行して確認します。

select default_tablespace, temporary_tablespace from user_users;

select * from user_ts_quotas;

この問い合わせで戻された情報により SYSTEM 表領域以外のデフォルト表領域と一時表領域、及びデフォルト表

領域に対するクオータが所有ユーザへ割り当てられているかどうかを確認します。

割り当てが無い場合には DB管理者へ連絡して SYSTEM 表領域以外のデフォルト表領域と一時表領域、及びデフ

ォルト表領域に対するクオータを与えてもらって下さい。

クオータを割当てない場合は UNLIMITED TABLESPACE システム権限の付与でも有効です。その場合の確認の

SQL は下記の通りです。
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select * from session_privs where privilege = 'UNLIMITED TABLESPACE';

7.6. 機能処理対象ユーザの指定

各機能処理の対象とするスキーマ名を Env.bat の環境変数 SRC_USER（98頁） へ指定するように編集してください。

Oracle 11g 以降のデフォルトではスキーマ名に含まれるアルファベットの大文字と小文字が区別されるので注意して

下さい。また出荷時の設定では SCOTT が設定されていますがこのユーザが全てのデータベースで存在するとは限り

ません19。

7.7. 接続先の指定

環境変数設定バッチファイル Env.bat 内の環境変数 USERID へ接続先を指定してください。USERIDは実行形式フ

ァイル（mtu.exe）の第一引数として使用されています。引数の指定方法については「26.プログラムの引数（169頁）」に

示された記事を参照してください。

Query のみ使用する場合は、問い合わせ対象データのオーナーか、あるいは SELECT ANY TABLE システム権限

を持つOracle ユーザを指定します。Query以外も使う場合は所有ユーザ（「7.3..所有ユーザの準備 (42頁)」参照）に編

集します。

例えばOracle Net サービス名：oracle.world の SYSTEM ユーザが接続先である場合には、下記のように記述しま

す。

set USERID=SYSTEM/MANAGER@oracle.world

外部ユーザ(identified externally オプション付きの create user 文で作成されたユーザ)も使用することができます。

この場合は下記のように記述します。

set USERID=/

簡易接続ネーミング・メソッド20を使用することも出来ます。簡易接続ネーミング・メソッドでは「[//]host[:port]

[/service_name]」と言う書式を指定して接続先のデータベース・サービスを識別します。ここで各カッコ[]内の文字列は

オプションです。この場合は例として下記のように記述します。簡易接続ネーミング・メソッドを使用する際は競合を避

けるため環境変数 TNS_ADMIN に値が設定されていないことをご確認ください。

set USERID=SYSTEM/MANAGER@//localhost:1521/oracle.world

パスワード秘匿化機能を使用する場合には下記のように記述します。この機能に関する詳細は「14.パスワードの

秘匿化について（125頁）」にある記事を参照してください。

19  SCOTT スキーマは?/rdbms/admin/utlsampl.sql スクリプトを実行することによって作成することが出来ます。
20  Oracle 製品マニュアル Oracle Database Net Services管理者ガイド 10g リリース 2（10.2）参照
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set USERID=@userid.crd

Env.bat ファイルの編集が終わったら保存してください。

7.8. 製品コンポーネントのインストール

Query 機能しか使わない場合、この手順はスキップ出来ます。

次に製品のメニューから「コマンドプロンプト」を選択してください。図は「コマ

ンド・プロンプト」のある場所を示しています。

製品フォルダ（40頁）にある、 Install.bat シェル・スクリプトを実行してください。ライセンス認証が済んでいない場合、

「ライセンス認証ウイザードへようこそ」というキャプションのダイアログボックス（下図）が表示されます。

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 45 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



図 1 Install 時のライセンス認証ウイザード

ライセンス認証の目的については「5.4.ライセンス認証の概要（29頁）」にある記事をご確認ください。ライセンス認

証を実際に行うには「8.ライセンス認証の手順（49頁）」にある手順に沿って操作してください。

ライセンス認証済みの場合は Install.bat の残りの処理が実行されます。正しく実行された場合の画面の事例を下

記に示します。

c:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64>install
Multi-threaded Unloader version 4.4

(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.
Windows Server 2019 Release 1809 Datacenter Edition (build 17763), 64-bit native

Number of NUMA nodes 1
Number of physical processor packages 1

Number of processor cores 6
Number of logical processors 6

Number of processor L1/L2/L3 caches 12/1/0
製品コンポーネントのインストールを実行します...

クライアント・キャラクタセットID は 838 (JA16SJISTILDE) です。
ネット・サービス名:MTU01 へユーザ名:SYSTEM として接続します。

しばらくお待ちください...
Oracle Database 12c Enterprise Edition Release 12.1.0.2.0 - 64bit Production

With the Partitioning, OLAP, Advanced Analytics and Real Application Testing options
接続先は SYSTEM@MTU01 (ネット・サービス名:MTU01) です。

サーバー・タイプは DEDICATED です。
監査接続ＩＤは 1910080 です。

サーバーの日付時刻は 2019-12-06 05:02:33 です。
対象スキーマは SCOTT です。

以下の製品コンポーネントを SYSTEM スキーマへインストールしました。
APLDDP01 (PACKAGE), APLDDT01 (TABLE), APLDDT02 (TABLE), APLDDT03 (TABLE), APLDDT04 
(TABLE)

データベース接続用スクリプトを作成しました 。
C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64\input\_connect.sql
アンインストール用スクリプトを作成しました 。
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C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64\input\_drp_prod.sql

パブリックシノニム作成用スクリプトを作成しました 。
C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64\input\_cre_pub_syn.sql
パブリックシノニム削除用スクリプトを作成しました 。
C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64\input\_drp_pub_syn.sql

処理対象となった表の総数      :            5
ラウンドトリップ（回）        :           29

出力バイト総数（kbytes）      :         2.52
所要時間（秒）                :         2.62

処理速度（kbytes/秒）         :         0.96
正常終了しました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64>

製品コンポーネントが既に作られている場合、install.bat は次のようなメッセージを出力して異常終了します。

「ORA-00955: すでに使用されているオブジェクト名です。」というメッセージを含んでいる場合、これは無視することが

できます。

しばらくお待ちください...
Oracle Database 12c Enterprise Edition Release 12.1.0.2.0 - 64bit Production

With the Partitioning, OLAP, Advanced Analytics and Real Application Testing options
接続先は SYSTEM@xxxx.xxxxxxx (ネット・サービス名:xxxxxxxxxxxxxx) です。

サーバー・タイプは DEDICATED です。
監査接続ＩＤは 4013432 です。

サーバーの日付時刻は 2012-03-09 16:23:55 です。
対象スキーマは SCOTT です。

APLDDT01 表作成               :    Executing
ORA-00955: すでに使用されているオブジェクト名です。

関数 rcSqlStmtExecute() が異常終了しました。(cOciStmt.c-448)
関数 rcExecDefineAndFetch() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1131)

Error offset: R=1, C=13

Line No. Statement
-------- 0----+----1----+----2----+----3----+----4----+----5

      1| create table APLDDT01 (
      2|   table_name varchar2(30)

      3|   , data_fmt number(2) default 0 not null
      4|   , constraint APLDDT01_PK primary key (table_name)

      5|   , constraint APLDDT01_CK01 check (
      6|     data_fmt in (0, 1)

      7|   )
      8| ) pctfree 0 storage (initial 128k next 128k pctincrease 100)

関数 rcOciStmtVa() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1505)

関数 rcOciStmtList() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1574)
関数 rcInstall() が異常終了しました。(rcInstall.c-567)

所要時間（秒）                :         0.25
異常終了しました。(mtu.c-487)

続行するには何かキーを押してください . . .

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64>

上記までの操作で環境変数 USERID に設定されたスキーマ内へ製品コンポーネントを構成する以下のデータベー
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ス・オブジェクトが作成されます。 SQL*Plus の describe コマンドや user_objects 表などで確認して下さい。

表 11 製品コンポーネントに含まれる表と PL/SQL

名前 種類

APLDDT01 表

APLDDT02 表

APLDDT03 表

APLDDT04 表

APLDDP01 パッケージ仕様（本体は無し）

確認する為の問い合わせ文の例：

select substrb(object_name,1,30) as object_name, object_type, status

from user_objects

where object_name like 'APLDD___';

製品コンポーネントが作成されると引き続いてアンインストール時に使用する以下のファイルが環境変数

INPUT（82頁） に示される位置へ作成されます。

_connect.sql

_drp_prod.sql

製品コンポーネントを構成するデータベース・オブジェクトを所有ユーザ以外の実行ユーザが共用できるようにする

為のスクリプトが環境変数 INPUT に示される位置へ作成されます。

_cre_pub_syn.sql

_drp_pub_syn.sql

以上で終了です。
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8. ライセンス認証の手順

この章ではライセンス認証の手順について解説します。ライセンス認証の概要については「5.4.ライセンス認証の概

要（29頁）」にある記事をご確認ください。

有償ライセンス認証の場合は手続きにあたり事前に製品販売元から発行された「ライセンス証書」が必要となりま

すので、お手元にご用意下さい。評価ライセンス認証の場合は手続き上、ライセンス証書は不要です。

ライセンス認証に必要な時間の目安を下記に示します：

認証のタイプ 所要時間の目安 留意点

手動 最長 30分（認証申請直後に

電話でご連絡頂ける前提）

オフライン環境でも認証可能。評価版の認

証はこちらのみ利用可能。

自動 最長 5分 認証には Internet 接続が必須

ライセンス認証は Administrators グループに所属するユーザでログインした上で実施してください。

尚、ライセンス認証を開始する前に、Windows 更新プログラムが最新状態になっている事をご確認ください。

更新プログラムの適用が留保されていたり、更新プログラムの適用が行われている最中には、認証に失敗する事

例が報告されている為です。

8.1. 認証登録

ライセンス認証を開始する為の特定のコマンドやショートカットは用意されていません。その代わり、MTU のプログ

ラムの本体である mtu.exe が起動されるときに下記の場所にあるライセンスファイルをチェックします。

%ALLUSERSPROFILE%\PLUMSIX\mtu_4.4\license.dat

ライセンスファイル自体が存在しないか、ファイルに含まれるハードウエア情報と実際のハードウエア情報に差異を

検出した時、または当日の日付が有効期間の範囲内にない場合にライセンス認証ウイザードが起動します。最初に表

示されるのは「ようこそ」画面です。

8.1.1. ようこそ
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ようこそ」画面ではこれから登

録しようしているライセンスが、有

償かあるいは評価なのかを選ぶ

ことができます。
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お手元にライセンス証書がある場合、ラジオボタンで「有償ライセンス認証」を選び手続きを開始できます。

評価ライセンスでMTUを使用する場合はラジオボタンで「評価ライセンス認証」を選んでください。

ラジオボタンを選択後、「次へ」をボタンを押してください。

「有償ライセンス認証」が選択されていた場合「証書シリアル番号入力」画面へ遷移します。次に「8.1.2.証書シリア

ル番号入力（51頁）」に進んでください。

「評価ライセンス認証」が選択されていた場合「認証データ受取方法の確認(手動）」画面へ遷移します。次に「8.1.4.

認証データ受取方法の確認(手動）（53頁）」に進んでください。

8.1.2. 証書シリアル番号入力

「証書シリアル番号入力」画面では、６つ並んだエディットボックスへ手元にあるライセンス証書の「証書シリアル番

号」を読み取って入力してください。ここに入力可能なのはライセンス・キーではありませんのでご注意

ください。

左側から５つ目までのエディットボックスはそれぞれ５桁、もっとも右側のエディットボックスは１桁の数字かアルファ

ベット大文字が入力可能です21。

ラジオボタンの「自動」と「手動」はそれぞれ、状況に応じて使い分けます。

「自動」はインターネットを使える場合に選択できます。この画面の後の操作が大幅に自動化されるのでライセンス

認証を速やかに完了させることができます。

「手動」は下記いずれかの場合に当てはまるとき選択してください。

• 認証するコンピュータがインターネットへ繋がっていない時

• 評価ライセンス認証を行う時

21 エディットボックスに入力された文字は規定の文字数を満たしていることと、最終桁（２６桁目）のチェックディジットが他の２５桁から

求めたチェックディジットと一致するかがテストされるので、入力ミスや読み取りエラーが確実に排除されます。
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• 「8.2.登録抹消（60頁）」に説明した手順を経ずに、同じ証書シリアル番号を使って別なコンピュータでライセンス

認証をやり直す場合

上記の場合にはてはまらなくても、認証サーバーやインターネットのトラブル発生時にこちらの利用をお願いするこ

ともございます。

＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　　＊＊＊　

手動ライセンス認証は係員による電話とメールを使用した窓口対応となりますので、迅速な対応を望まれる場

合には、認証作業当日の数日前に遡り、「34..製品に関する問合せ先（195頁）」の連絡先へ事前のご通告をお願

いします。

＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　　＊＊＊　

証書シリアル番号を入力し、ラジオボタンを選択後、「次へ」をボタンを押してください。

「自動」が選択されていた場合「申請データ送信（自動）」画面へ遷移します。次に「8.1.3.申請データ送信（自動）（52

頁）」に進んでください。

「手動」が選択されている場合「認証データ受取方法の確認(手動）」画面へ遷移します。次に「8.1.4.認証データ受

取方法の確認(手動）（53頁）」に進んでください。

8.1.3. 申請データ送信（自動）

「申請データ送信（自動）」画面では、前の画面で入力された証書シリアル番号とハードウエア情報を対にして「申

請データ」としてまとめたものをライセンス認証サーバへ送信します。「送信実行」ボタンを押したタイミングで申請デー

タが送信されます。

ライセンス認証の対象コンピュータが、直接インターネットへ接続することが認められておらず HTTP プロキシーを

経由する利用なら認められている場合は、３つあるラジオボタンの内２番目と３番目の選択を通じてプロキシー情報を

構成することができます。設定手順の詳しい内容については「8.1.9.プロキシー情報の構成（59頁）」に書かれた手順を

参照してください。
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「送信実行」ボタンを押すと次の操作が順次実行されます。

• 認証ウイザードが申請データの送信が開始するため、認証サーバーへ接続を試みます。

• 申請データが認証サーバーで認証されると、認証データが送られてきます。

• 認証データを受け取りライセンスデータの作成に成功すると「自動ライセンス認証を完了しました」ダイアログが

表示されます。

ダイアログを閉じると「申請データ送信（自動）」画面のボタンコントロールの幾つかの有効性が変更されます。ラジ

オボタンと「送信実行」と「戻る」ボタンが無効化され、「保存」ボタンが有効化されます。

ここで「保存」ボタンを押して下さい。次に「8.1.8.ライセンス認証結果の確認（58頁）」に進んでください。

8.1.4. 認証データ受取方法の確認(手動）

＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　　＊＊＊　

申請データを送信してから認証データを受け取るまでの間、ライセンス認証ウイザードの画面は開いたままに

しておいて下さい。

画面を閉じてしまった場合は、途中からの再開はできませんので再び「8.1.1.ようこそ（49頁）」からやり直し

て下さい。

＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　＊＊＊　重要　　＊＊＊　
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「認証データ受取方法の確認（手動）」画面では、認

証データの受取方法をについて状況に適したもの選ぶ

ことができます。どのような場合にどちらを選ぶべきか

のポイントがダイアログ上のキャプションに表示されて

いますので状況に適したものを選んでください。ラジオ

ボタンを選択後、「次へ」ボタンを押してください。

初期設定では「メールで受取る」がチェックされてい

ます。

ご不便をお掛けしますが現在電話に

よる認証はお引き受けしておりません。

メールによる認証をご利用ください。

「電話で受取る」ボタンが選択されていた場合、「認証データ受取（電話）」画面へ遷移します。続いて「8.1.6.認証デ

ータ受取（電話）（56頁）」の手順に進んでください。

「メールで受取る」ボタンが選択されていた場合「認証データ受取（メール）」画面へ遷移します。続いて「8.1.5.申請

データ送信（手動）（54頁）」の手順に進んでください。

8.1.5. 申請データ送信（手動）

「申請データ送信（手動）」画面では、電子メールの本文や添付ファイルとして申請データを作成するための作業を

行うことができます。「クリップ・ボードへコピー」か「ファイルへ保存する」のいずれか一つ、状況に適した手順を選択し

てください。

「クリップ・ボードへコピー」ボタンを押すと画面に表示されている「符号 A」と「符号 B」を元にした申請データが作成

され、コンピュータのクリップボードへコピーされます。コピーが成功すると「クリップボードへコピーしました」というダイ

アログボックスが表示されます。
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このダイアログを確認後は、電子メールの本文に CTRL+C（あるいはメニューバーから貼り付け） の操作をしてい

ただくことにより、手動で申請データを送ることができます。申請データは既に暗号化された状態なのでお客様が申請

データを暗号化する必要はございません。

「申請データ送信（手動）」画面で、「ファイルへ保存」ボタンを選ぶと,「名前を付けて保存」ダイアログボックスが表

示されます。初期表示では製品フォルダを現在のディレクトリ、apply_%COMPUTERNAME%.dat 22という名前を採用しよ

うとしますが、任意の場所、任意の名前に変更することも可能です。「保存」ボタンを押して保存に成功すると「ファイル

へ保存しました」というキャプションのダイアログボックスが表示されます。

保存された申請データファイルをメールの添付ファイルとして送ることができます。申請データは既に暗号化された

状態なのでお客様が申請データを暗号化する必要はございません。

22 実際には、%COMPUTERNAME%の部分には、ライセンス認証ウイザードを起動したコンピュータの NetBIOS名が表示されます。
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申請データを電子メールで送信した後は「次へ」ボタンを押して次の「8.1.7.認証データ受取（メール）（56頁）」に進

んでください。

8.1.6. 認証データ受取（電話）

現在電話による認証はお引き受けして

おりません。

「認証データ受取（電話）」画面は、弊社のライセンス認

証担当者から電話で告げられた認証データを入力し、続

いてライセンス証書に記載されたライセンス・キーを入力

するための画面です。

弊社が認証データを発行するには、画面に初期表示さ

れている次の３つの情報が必要です。

• 証書シリアル番号

• ハードウエアハッシュ値

• プロダクト ID  （ハッシュ値の右側にある 4桁）

認証データの発行を申込むには、「製品に関する問合

せ先（195頁）」に示した電話番号へ連絡して、電話を使っ

たライセンス認証を希望する旨を弊社のライセンス認証担

当者へお伝えください。受付時間には制限がありますの

であらかじめご確認ください。

弊社担当から証書シリアル番号、ハードウエアハッシュ値、及びプロダクト IDをお尋ねいたしますので、画面に表

示されているものをお伝えください。引き換えに認証データが告げられます。

認証データの入力が済んだら、ライセンス・キー入力ではライセンス証書に記載されたライセンス・キーを一つづつ

「追加」ボタンを押してリストボックスへ追加してください

追加ボタンを押すごとにそのライセンスキーに含まれている CPU コア数の情報が加算され合計した数が「ライセン

スされた CPU コア総数の上限」というフィールドへ表示されます。この数が「現在のＣＰＵコア総数」というフィールドの

数以上にならないと製品を動作させることができません。

認証データのフィールドを入力し、ライセンス証書に記載されたライセンス・キーをすべてリストボックスへ表示させ

ることが可能になったら「保存」ボタンを押してください。次の「8.1.8.ライセンス認証結果の確認（58頁）」画面の手順に

進んでください。

8.1.7. 認証データ受取（メール）
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「認証データ受取（メール）」画面では、電子メールの本文や添付ファイルとしてライセンス認証担当者から送られて

きた認証データを取り込むための作業を行うことができます。「クリップ・ボードから貼り付け」か「ファイルからロード」の

いずれか一つ、状況に適した手順を選択してください。

「クリップ・ボードから貼り付け」ボタンを押すと、現在クリップ・ボードに含まれている内容からライセンス認証ウイザ

ードへ認証データを貼り付ることができます。従いましてこのボタンを押す前に事前にライセンス認証担当者から届い

た電子メールの本文から認証データにあたる部分を選択してクリップ・ボードへコピーしておいて下さい。

認証データ以外のデータがクリップ・ボードに含まれている場合には正しく動作しませんのでご注意ください。

「クリップ・ボードから貼り付け」に成功すると「クリップボードから貼り付けました」というダイアログボックスが表示さ

れます。

このダイアログを確認後は、「認証データ受取（メール）」画面のコントロールが更新されています。

「ファイルからロード」ボタンを押すと、「開く」ダイアログボックスが表示されます。初期表示では製品フォルダを現

在のディレクトリ、authenticate_%COMPUTERNAME%.dat 23という名前のファイルを探します。任意の場所、任意の名前

に変更することも可能です。「開く」ボタンを押してオープンに成功すると「ファイルからロードしました」というキャプショ

ンのダイアログボックスが表示されます。

23 実際には、%COMPUTERNAME%の部分には、ライセンス認証ウイザードを起動したコンピュータの NetBIOS名が表示されます。
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「クリップ・ボードから貼り付け」および「ファイルから

ロード」ボタンの下のリストボックスに、認証データに含

まれていた一つ以上のライセンス・キーが表示されます。

その外に「有効期間」「ライセンスされたＣＰＵコア総数の

上限」「現在のＣＰＵコア総数」の各フィールドが更新され

ます。保存ボタンを押して次の「8.1.8.ライセンス認証結

果の確認（58頁）」画面に進んでください。

8.1.8. ライセンス認証結果の確認

「ライセンス認証結果の確認」画面では、ライセンス認

証処理結果のサマリーが表示されます。

画面に表示されている証書シリアル番号がライセンス

証書の記載通りか、有効期間が当日を含んでいるか、ラ

イセンスされた CPU コア総数の上限がライセンス証書の

記載通りかといった点をご確認の上、「閉じる」ボタンを押

して下さい。

「閉じる」ボタンが押されたタイミングでライセンスファイルが下記の場所に作成されます。

%ALLUSERSPROFILE%\PLUMSIX\mtu_4.4\license.dat

コンソール上へ次のように表示され、有効期間や CPU コア数の情報を知ることができます。
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Multi-threaded Unloader version 4.4

(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.
Windows Server 2019 Release 1809 Datacenter Edition (build 17763), 64-bit native

Number of NUMA nodes 1
Number of physical processor packages 1

Number of processor cores 6
Number of logical processors 6

Number of processor L1/L2/L3 caches 12/1/0
Information - 有償ライセンス認証を完了しました。

有効期間は 2019-12-06 から 9999-12-31 まで
現在の CPU コア数=6, 許諾されている CPU コア数=8

8.1.9. プロキシー情報の構成

プロキシー情報の構成では Windows の「コントロールパネル」にある「インターネットオプション」の有効な設定があ

れば引用されます。

たとえば上記のように構成されている場

合、「申請データの送信（自動）」画面が開く

と上記設定を引用して初期表示が右図のよ

うになります。丸数字の１から３までがそれ

ぞれの画面で対応する個所を示しています。
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インターネットオプション構成内容を引用

せず、ライセンス認証ウイザード内の一時的

な設定を行うこともできます。その場合は「こ

のセッションでのみ有効なプロキシ設定を一

時的に使用す８る」をチェックしてその内容を、

書き込み可能になった下のエディットボック

スへ記述することができます。右図を参照し

てください。

8.2. 登録抹消

認証登録（49頁）が完了すると、登録に使用したライセンス証書は、認証に使われたコンピュータと１対１に関連付

けされます。関連付けデータは、弊社のライセンス認証サーバに保存されます。

同じライセンスを別なコンピュータへ移動して使用したい場合はこの節に書かれている手順に沿って操作し、関連

付けの登録を抹消してください。

認証登録場合と同じ様に、コンピュータがインターネットへ接続可能な場合は、自動認証登録抹消が可能です。イ

ンターネットへ接続出来ない場合は、手動認証登録抹消を選択して下さい。

登録抹消が完了すると、再び別なコンピュータ上で「8.1.認証登録（49頁）」に書かれている手順に従って再びライセ

ンス認証ができるようになります。

8.2.1. 「ライセンス認証登録の抹消」ツールの起動

最初に製品のメニューから「ライセンス認証登録の抹

消」を選びます。

次に、「ファイルまたはフォルダの参照」というダイアロ

グボックスが開きますので、初期選択の「PLUMSIX」とい

うフォルダの１つ下層にある、ライセンス登録抹消対象の

製品名のフォルダ((mtu_4.4)を選択ください。

「mtu_4.4」を選択した後、「OK」ボタンを押します。
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「証書シリアル番号入力」画面が表示されます。使用

している証書シリアル番号が初期表示されます。この点

を除いて

「8.1.2.証書シリアル番号入力（51頁）」から

「8.1.8.ライセンス認証結果の確認（58頁）」まで

の間に書かれている手順と同様の操作を行ってくださ

い。

ライセンス認証登録の抹消が完了するとウイザードの

最終画面で次のように表示されます。

「有効期間」の開始年月日が終了年月日と同じ値にな

ります。これで登録抹消が完了したことの識別になります。

同時に弊社のライセンス認証サーバから、ライセンス

証書と認証に使われたコンピュータの関連付けデータが

取り除かれます。

8.3. ライセンス認証異常終了時の対応

8.3.1. トランザクション障害が発生しました。
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ライセンス認証サーバー障害が発生しています。

「34.製品に関する問合せ先（195頁）」にご案内して

おります連絡先までご連絡下さい。

8.4. 評価ライセンスから有償ライセンスへの移行

評価ライセンスを有償ライセンスへ切替えるのはいつでも可能です。また、製品パッケージを再インストールするこ

となく移行作業を行うことができるので、評価期間中に残した作業の成果をそのまま引き継ぐことが可能です。

移行時期は大きく３つに分かれます。それぞれの時期で移行作業を開始する操作が異なりますので、分けて解説

します。

8.4.1. 評価期限切れ

弊社から提供された評価ライセンスには予め

利用可能な期間が設定されている為、製品が起

動された日時がその範囲を超えていると、評価

期間外にあると判定され右図にあるようなダイア

ログボックスで通知されます。

ここで「OK」を押すと、ライセンス認証ウイザードが表示されライセンス認証を行うことができるようになります。ウイ

ザードの操作方法については「8.1.認証登録（49頁）」にある記事を参照してください。

8.4.2. 期限切れ警告期間中

評価期間の終了日の 7日前を過ぎると、評価期間がもうじき終

わることを知らせる右図に示したダイアログボックスが表示されま

す。

ここで「はい」を選択するとライセンス認証ウイザードが表示され

ライセンス認証を行うことができるようになります。ウイザードの操

作方法については「8.1.認証登録（49頁）」にある記事を参照してく

ださい。
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「いいえ」を選択した場合は、そのまま処理を続行することができます。日付が替わるまでダイアログボックスは表

示されません。

8.4.3. 期限切れ警告期間前

期限切れの警告を受取る前にライセンスを移行することも可能です。製品のメニューから「コマンドプロンプト」を選

択してください。下図は「コマンド・プロンプト」のある場所を示しています。コマンド・プロンプトを開いたら、プロンプトへ

del ..\license.dat

と入力します。この操作で評価ライセンス用のライセンスファイルが削除される為、次回起動時からは改めてライセ

ンスファイルを作成する為、自動的にライセンス認証ウイザードが起動します。ウイザードの操作方法については「8.1.

認証登録（49頁）」にある記事を参照してください。
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9. アンインストール

製品のアンインストールを開始する前に Administrators グループ

に所属するユーザでログインして下さい。

アンインストールに当たっては「第１の方法」か「第２の方法」のど

ちらかを選び実施した後、「残りの手順」を実施してください。どちらの

手順もコマンドプロンプトを使用しますので製品メニューに含まれる

「コマンド・プロンプト」を選択してください。

（Query 機能しか利用していなかった場合など）製品コンポーネン

トが DBへインストールされていない場合は「第１の方法」、「第２の方

法」何れも不要で「残りの手順」へ進むことが出来ます。 

9.1. 第１の方法（選択）

インストール時に自動的に作成された _connect.sql に含まれている CONNECT 文の接続先スキーマがアンインス

トール対象のスキーマ（所有ユーザ）であることを確認します。異なっている場合は編集し保存して下さい。その後、製

品フォルダにある UnInstall.bat を実行すれば製品コンポーネントを構成するデータベース・オブジェクトが削除されま

す。以下に UnInstall.bat を実行した例を示します。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64>uninstall

SQL*Plus: Release 18.0.0.0.0 - Production on 金 12月 6 14:09:31 2019
Version 18.3.0.0.0

Copyright (c) 1982, 2018, Oracle.  All rights reserved.

rem 以下のステートメントは INSTALL 時に指定されていた接続先です。

connect SYSTEM/xxxxxxx@xxxxxxxxxxxxxx;
接続されました。

drop PACKAGE APLDDP01;

パッケージが削除されました。

drop TABLE APLDDT01;
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表が削除されました。

drop TABLE APLDDT02;

表が削除されました。

drop TABLE APLDDT03;

表が削除されました。

drop TABLE APLDDT04;

表が削除されました。

exit;

Oracle Database 12c Enterprise Edition Release 12.1.0.2.0 - 64bit Production

With the Partitioning, OLAP, Advanced Analytics and Real Application Testing options
との接続が切断されました。
C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64>

9.2. 第２の方法（選択）

UnInstall.bat の実行に替わる別な方法として強制的にデータベース上の全ての製品コンポーヘントを一括削除す

ることも出来ます。製品フォルダ\input\drop_all_apldd.sql をDBA ロールを付与されたユーザで実行してください。以下

に drop_all_apldd.sql を実行した例を示します。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64>sqlplus SYSTEM/xxxxxxx@xxxxxxxxxxxxxx

SQL*Plus: Release 18.0.0.0.0 - Production on 金 12月 6 14:09:31 2019

Version 18.3.0.0.0

Copyright (c) 1982, 2018, Oracle.  All rights reserved.

Oracle Database 12c Enterprise Edition Release 12.1.0.2.0 - 64bit Production
With the Partitioning, OLAP, Advanced Analytics and Real Application Testing options

PACKAGE "SYSTEM"."APLDDP01" was dropped.

TABLE "SYSTEM"."APLDDT01" was dropped.
TABLE "SYSTEM"."APLDDT02" was dropped.

TABLE "SYSTEM"."APLDDT03" was dropped.
TABLE "SYSTEM"."APLDDT04" was dropped.

PL/SQLプロシージャが正常に完了しました。

SQL> exit

Oracle Database 12c Enterprise Edition Release 12.1.0.2.0 - 64bit Production
With the Partitioning, OLAP, Advanced Analytics and Real Application Testing options
との接続が切断されました。
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C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64>

9.3. 残りの手順（必須）

1. 出力先フォルダ内のファイルと出力先フォルダは必要に応じて

手動で削除して下さい。

2. 製品フォルダ内（頁）のファイル、サブ・フォルダ、及び製品フォ

ルダは必要に応じてバックアップし、不要であれば手動で削除

して下さい。

製品フォルダ内（40頁）は、インストール後初めて製品を起動

すると作成されます。このデータは製品のアンインストールで

は削除されません。不要であれば手作業で削除してください。 

3. インストール作業で付与した所有ユーザの Oracle システム権

限を取り消します。

4. 所有者ユーザ用として使用したスキーマが不要であれば削除

して下さい。

5. 別なコンピュータへライセンスを移動して引き続きご利用の場

合は「8.2.登録抹消（60頁）」にある手順に沿ってライセンス認

証登録を抹消してください。

6. 製品メニューに含まれている「製品のアンインストール」を選択

して製品をアンインストールしてください。

7. 以上で終了です。
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10. 環境変数について

10.1. 環境変数の編集方法

環境変数は製品フォルダ24にある Env.bat スクリプトを介して設定します。

直接メモ帳などのテキストエディタを使って開くか、右図のように製品メニュ

ーに用意されている「環境変数の編集」というショートカットを利用して開くこ

ともできます。

10.2. 環境変数を使うときの留意点

10.2.1. 「任意文字列」という値について

選択肢の中で「任意文字列」と書いてある場合は、環境変数へ文字列が設定されているか、そうでないかがテスト

されます。仮に下記のような設定をした場合は同じ意味として扱われることにご注意ください。true と false という単語

の指す意味は動作に関係しません。

set <環境変数名>=true

set <環境変数名>=false

上記とは反対の意味を指定したい場合には下記のようにしてください。

24%ALLUSERSPROFILE%\PLUMSIX\mtu_4.4\x86、または%ALLUSERSPROFILE%\PLUMSIX\mtu_4.4\x64
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set <環境変数名>=

10.2.2. 環境変数の値として使用できない文字について

一般的な注意点として、コマンド・インタプリタがパイプ処理やりダイレクト処理、あるいはバックグラウンドプロセス

としてコマンドを実行する指定をする為の文字は環境変数の値として指定できません。例）"|"、">"、"<"、"&&"

また環境変数の値で置換することを示す文字を指定すると誤動作の原因となります。例）Windows では "%"、C 

Shell, Boune Shell では "$"

10.2.3. 文字種、文字数の制限について

製品が使用する環境変数には、ファイル名、ディレクトリ名、あるいは Oracle データベース上のオブジェクト名を指

定するものがあります。それらへ、OSやOracle の制限によって指定することが出来ない文字や最大文字数の制限を

超えて指定すると、誤動作の原因となりますのでご注意ください。OSやOracle の制限についてはそれぞれの製品の

マニュアルやサポート窓口にてご確認ください。

10.3. エスケープ文字

Windows プラットホームでは環境変数 LISTTABLE（83頁）, LISTFIXED（83頁）, 及び LISTEXCPT（83頁） にワイル

ドカード検索文字「%」を指定する場合は前方にもう一つ「%」を付加してエスケープして下さい。

• （例）TBL01 , TBL02, TBL03 の３表があってその全てを指定する場合。

LISTEXCPT=TBL%%

LISTTABLE, LISTFIXED, 及び LISTEXCPT に名前に「_」を含む表を指定したい場合、「\」を付加してエスケープし

てください。

• （例）URIAGE_200110 を指定する場合。

LISTEXCPT=URIAGE\_200110

10.4. 各機能に対する影響

「●」印は当該環境変数が機能で使用されていることを意味します。

表 12 環境変数と各機能の関係(ABC 順)

環境変数名 UnLoad Query GetMeta Reload 出荷時設定

ALTER_DEST ● ● ≪無≫ 
AUXILIARY_DEST ● ● ≪無≫ 
BIND_SIZE ● ● 20M
BULK_SIZE ● ● ● 1000
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環境変数名 UnLoad Query GetMeta Reload 出荷時設定

CHARSETFORM ● ● ≪無≫ 
CHARSETID ● ● 0
CLIENT_ID ● ● ● MTU_CLIENT
CMNTLVL ● 1
COMPRESS ● True
CONSISTENT ● ● True
DATAEXT ● ● ≪無≫
DATE_MASK ● ● ● YYYYMMDDHH24MISS
DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_CO
UNT

● ● 128

DEPENDENT ● true
DFILE_ALT_DIRS ● ● ≪無≫ 
DIRALIAS ● ● ALIAS1
DISCRETE ● ● true
DST_INFO ● ● ● scott/tiger
EMBED_COLUMN_NAME ● ● ≪無≫
ENCLOSER ● ● ~~
ENCLOSER2 ● ● ≪無≫
ENCLOSE_NUMBER ● ● ≪無≫
ENDTERM ● ● true
EVENTS ● ● ● ≪無≫
EXEC_LOAD ● ● ● sqlldr
EXEC_MPX ● ≪無≫
EXEC_PLUS ● ● sqlplus
EXTNAMEBLOB ● ● blo
EXTNAMECLOB ● ● clo
EXTNAMESQL ● sql
FBQSCN ● ● ≪無≫
FBQTIME ● ● ≪無≫
FEEDBACK ● ● ● 10
FILE_MAPPING ● ● 0
FILEBIND ● bind.dat
FILEEXCPT ● excpt.dat
FILEFIXED ● fixed.dat
FILEFKRB fkrb.sql
FILELOG ● ● ● ≪無≫
FILEMETA ● meta.sql
FILEPLSN plsn.txt
FILEPLSP plsp.txt
FILESIZE ● ● 2000M
FILETABLE ● table.dat
FILETBLN tbln.txt
FILETBLP tblp.txt
FILETRACE ● ● ● _trace.log
FINDSTRCMD ● ● ≪無≫
FPNUMFMT ● ● ≪無≫
GETEXTTBL ● ● ≪無≫
INPUT ● ● %MTU_USER_DIR%input
INQUIRY_ORDER ● ≪無≫
IO_OVERLAP_SCALE ● ● 1
LISTEXCPT ● ≪無≫
LISTFIXED ● ≪無≫
LISTTABLE ● ≪無≫
LOADMETHOD ● ● TRUNCATE
LONGTRANSIT ● ● 0
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環境変数名 UnLoad Query GetMeta Reload 出荷時設定

MAXLONGSIZE ● ● 1000
MERGE_LOBS_INTO_SDF ● ● ≪無≫
METADIV ● ≪無≫
MIN_BULK_SIZE ● ● ● 100
MINIDUMP_TYPE ● ● ● 0x0
MINIMUM_FREE_SIZE ● ● 1024M
MNGSCROUT ● 0xec00
NMENCLS ● ● ● true
NOBYTEORDERMARK ● ● ≪無≫
NUM_ASYNCLOBS ● ● %PARALLELISM%
NUM_FMT_MASKS ● ● fmtmasks.dat
NUM_ROWS ● 1
NUMBER2BCD ● ● ≪無≫
NUMDAYS_AUDIT ● ≪無≫
OPTIMIZER_HINTS ● ≪無≫
OPTIMIZER_MODE ● ● ● ≪無≫
OUTPUT ● ● ● ● %MTU_USER_DIR%output
OVERLAP_BUFFER_LENGTH ● ● 1M
PARALLELISM ● ● ● 4
PARTITIONING ● ● true
PRINTCOLID ● ● true
PRIORITY_CLASS ● ● ● ● BELOW_NORMAL
PROTECT_FROM ● ● ● ● ≪無≫
PRE_REP_EXEC_PLS ● ● ≪無≫
POST_REP_EXEC_PLS ● ● ≪無≫
QUERYFIX ● qryfix
QUERYVAR ● qryvar
QUERYFILENAME ● *
RECLENGTH ● ● true
RECOVERABLE ● ● true
RERUNPOINT ● ● ≪無≫
REVERSEBYTEORDER ● ● ≪無≫
RFC4180 ● ● ≪無≫
ROWID_SPLIT_MIN_SIZE ● ● 0M
ROWID_SPLIT_NUM_PARTS ● ● 4
ROWS ● true
ROWSEPARATOR ● ● ≪無≫
SERVEROUTPUT ● ● ● ≪無≫
SHOWCLTDTM ● ● ●
SHOWSTAT ● ● ● ≪無≫
SHOWSTMT ● ● true
SHOWVERS ● ● ● ≪無≫
SKIPSCR ● ● ≪無≫
SORTING ● ≪無≫
SORT_AREA_SIZE ● ● ● ≪無≫
SQLFMT ● 0x8000
SRC_USER ● ● ● scott
STDOUT ● ● 0x0000
STREAM_LOCATOR ● ● ≪無≫
SUPPRESS_CTRLF ● ● ≪無≫
TAF_DELAY_TIME ● ● 60
TERMINATOR ● ● ,
TIMESTAMP_MASK ● ● ● YYYYMMDDHH24MISSXF

F
TIMESTAMP_TZ_MASK ● ● ● YYYYMMDDHH24MISSXF
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FTZHTZM
THREAD_PRIORITY ● ● ● BELOW_NORMAL
USERID ● ● ● SCOTT/TIGER
USUALPATH ● ● true
WAIT_SYNC_INTERVAL ● ● ≪無≫
WAIT_SYNC_MAXRETRY ● ● ≪無≫
WINTARGET ● ● true

10.5. フォルダ名を指定する環境変数の一般ルール

• 前置きのドライブ文字や上位階層のフォルダ名が省略されている場合は、カレント・ドライブ／カレント・フォル
ダを起点に、指定したフォルダが存在すると仮定して動作します。

• ローカルディスクのフォルダの他にも UNC 表記法に基づく共有フォルダ名を指定することができます。

• C:\Documents and Settings\... といった途中に空白が含まれるディレクトリ名も指定することが出来ます。この
時、二重引用符でディレクトリ名を囲む必要はありません。

• このルールの適用対象となる環境変数の一覧を示します。

変数名 頁

AUXILIARY_DEST 72

DFILE_ALT_DIRS 74

INPUT 82

OUTPUT 88

QUERYFIX 91

QUERYVAR 92

128. 環境変数と値の意味

表 13 環境変数と値の意味(ABC 順)

環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

ALTER_DEST ≪無≫

DST_INFO で指定した接続先と異なるスキーマへデータをリロードする際にその名前を指定します。セキュリティー上
の理由等でユーザのログインを認めていないスキーマへのリロードをDBA等の特権者が代行する時に使用します。

ここに指定した名前は、制御ファイルのテーブル名を修飾し、_conn.sql に追加される alter session set 
current_schema の 引数として使用されます。

ALTER_DEST の指し示す値が実際に評価されるのは、アンロードしたデータを再ロードするときです。MTU は接続先
DBにここで示したスキーマがあるかはチェックしません。再ロード先データベースがアンロード対象データベースであ
るとは限らないからです。

半角二重引用符、半角ドル記号、半角シャープ記号は、値に含められない制限があります。
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環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

AUXILIARY_DEST ≪無≫

≪無≫: プライマリ・データ・ファイルの出力先を分散しません。

有効なファイルシステム上のディレクトリ名を１つ指定するか、２つ以上のディレクトリ名をカンマ区切りリストで指定：
アンロード時、または再ロード時に I/O競合を抑え所要時間を短縮したい場合に指定します。指定されたディレクトリ
が独立して動作するデバイス上に設けられたファイルシステムである時、I/O が分散されパフォーマンスの向上効果
があります。 

指定された値は「10.5.フォルダ名を指定する環境変数の一般ルール（71頁）」に沿って解釈されます。

実在しないディレクトリ名が１つ以上指定されたときは、エラーメッセージを伴って異常終了します。

BIND_SIZE 655360

16384 ≦ BIND_SIZE ≦ 符号なし３２ビット整数の最大値 

ホスト配列変数と出力バッファへ割り当てるメモリの最大サイズを指定します。この値をホスト配列変数の出力バッフ
ァ１行当りに必要なバイト数と環境変数 PARALLELISM（90頁）の積で割った数を求め、環境変数 BULK_SIZE（72頁） 
へ指定した値と比較します。BULK_SIZE の方が大きければ割った値を要素数とします。

反対に BULK_SIZE の方が小さければ設定値を要素数とします。16kB 未満の値を指定するとエラーになります。 補
助単位として k,M,G,T,P を数値の後に追加して使うこともできます。

BULK_SIZE 100

1 ≦ BULK_SIZE ≦ 符号なし３２ビット整数の最大値 

ホスト配列変数の最大の要素数を指定します。実際の要素数はこの値に指定した数を上限に環境変数
BIND_SIZE（72頁）と環境変数 PARALLELISM（90頁）から割当可能な数を求めて決められます。

300 から 2000 までの範囲で概ね良好な性能が得られます。システムで使用可能な空きメモリのサイズによって指定
可能な上限が異なります。要求された要素数に必要なメモリを確保できなかった場合はエラーになります。

1未満の値を指定するとエラーになります。

CHARSETFORM 1

1: クライアントキャラクタセットへ変換

2: 各国語キャラクタセット（AL16UTF16）のまま無変換

NCHAR 型/ NVARCHAR2 型で各様されたデータの変換方法を切り替えることが出来ます。

何も値が指定されなければ、1 が指定されたものとみなします。

クライアントキャラクタセットの場合、環境変数 CHARSETID や NLS_LANG で上書きしなければ日本語Windows 用 
Oracle Database Client のデフォルトである JA16SJISTILDE が選択されます。

2 を選択した場合、データファイル以外のファイルは出力されなくなる、という制限があります。。これは 
NCHAR/NVARCHAR2 以外のデータ型によって出力された ASCII 文字を含んでいる、複数の文字エンコーディングが
混在したデータファイルを再ロードするのに適した SQL*Loader 制御ファイルのグラマーが存在しない為です。

2を選択すると上記制限の警告を行うため画面へ下記のように表示されます。

Warning - 環境変数 CHARSETFORM へ値 2 が指定されました。移植不可能なデータ形式が
選択された為、データ・ファイル以外は作成されません。
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環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

CHARSETID 0

0: データ・ファイル、CLOB型の LOBファイルのエンコーディングに環境変数 NLS_LANG に指定されたキャラクタ・セ
ット（第３セグメント部分）を使用します。日本語Windowsを使用している場合には 832を指定したのと同じ意味になり
ます。

873      または      871: データ・ファイル、CLOB型の LOBファイルのエンコーディングに UTF-8を使用します。この設定内容
の影響を受ける Oracle データ型については「表 1 UnLoad 可能な Oracle データ型（12頁）」、「12.Unicode 対応につ
いて (122頁)」にある記事を参照して下さい。

プラットフォームがサポートしている CHARSETIDについては、下記の問い合わせを行うことで調べることができます。

SELECT NLS_CHARSET_ID(VALUE) AS CHARSETID, SUBSTRB(VALUE,1,10) AS CHARSET_NAME

FROM V$NLS_VALID_VALUES WHERE PARAMETER = 'CHARACTERSET';

CLIENT_ID PS_OCI_CLIENT

≪無≫:デフォルトのクライアント識別子を使用します。

任意文字列：64 バイト以下の文字列を設定すると v$active_session_history 表 の CLIENT_ID 列、v$session 表の
CLIENT_IDENTIFIER 列、SQL trace ファイル中の CLIENT ID タグ等の各種診断出力へ、ラベル付けする事が出来る
ようになります。

Oracle Database 製品マニュアル「パフォーマンス・チューニング・ガイド」「21.1 End to End Application Tracing」にて紹
介されているツールを使用した診断出力の分析役立てる事ができます。CLIENT ID タグを利用すると、製品に限定し
てトレースを収集できるようになるので Query 機能を使っている場合の診断に役立ちます。

CMNTLVL 0

0: 表／列コメント定義 SQL 文を出力しません。

1: 登録済の表／列コメントについてだけ定義 SQL 文を出力します。

2: 表／列コメントが未登録なら空の定義 SQL 文を出力します。

COMPRESS ≪無≫

≪無≫  : 追加エクステントを初期エクステントにまとめません。COMPLESS オプション付きで export ユーティリティーを
使用した結果、初期エクステントサイズが必要以上に大きくなってしまった場合などに使用してください。

任意文字列  : 追加エクステントを初期エクステントにまとめます。

※DBA_SEGMENTS/USER_SEGMENTS の下記の列の値が使用されます。

パラメータ ≪無≫ 任意文字列

initial initial_extent bytes

next initial_extent next_extent

minextents min_extents 1

CONSISTENT ≪無≫
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環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

≪無≫  : 文レベルの読取一貫性を保証します。

任意文字列  : 下記の画面表示が出力された後から全てのデータ読取が完了するまでの間、トランザクションレベルの
読取一貫性を保証します。

データ・ファイルと制御ファイルを出力中です。output

※分離レベルをRepeatable read にしたい場合には任意文字列を指定して下さい。但し副作用として「ORA-01555: ス
ナップショットが古すぎます」が発生し易くなります。 

DATAEXT dat

任意文字列: CSV/固定長データ・ファイルの拡張子を指定します。

DATE_MASK YYYYMMDDHH24MISS

日付データ型の書式マスク文字列を指定します。

詳しくは Oracle社の製品マニュアルを参照してください。

グローバリゼーション・サポート・ガイド 

  3 グローバリゼーション・サポート環境の設定 

    3.6 日付および時間を指定するパラメータ 

      3.6.1 日付書式 

DEPENDENT ≪無≫

≪無≫  : 表の定義順序を表名の昇順とします。参照整合性制約によりキーのデータ型の記述が省略可能であっても
データ型が常に記述されます。

参照整合性制約の定義は全ての表定義の後方にある"表名_FK"スクリプト内で ALTER TABLE ADD CONSTRAINT 
制約名 FOREIGN KEY列リスト REFERENCES 親表名 コマンドで定義されます。

任意文字列  : 子表の参照整合性制約によって参照される親表が子表よりも前方に定義されます。外部キーについて
はデータ型の記述が省略されます。参照整合性制約は表定義の中に定義されます。

DFILE_ALT_DIRS ≪無≫

≪無≫  : 空き領域不足が発生してもフェイルオーバーしません。

カンマ区切りリスト  : 記述されている要素順に代替出力先として空き領域が十分あるかどうかが試され、十分であれば
フェイルオーバーします。空き領域サイズは環境変数 MINIMUM_FREE_SIZE（85頁）で指定します。

EMBED_COLUMN_NAME（75頁）が設定されている場合、設定内容は無視されます。領域不足を検出しても代替先へ
のフェイル・オーバーはしません。そのまま、自発的に異常終了します。

指定された値は「10.5.フォルダ名を指定する環境変数の一般ルール（71頁）」に沿って解釈されます。

詳しい内容については「17.領域あふれ時のフェイルオーバー（137頁）」の記事を参照してください。

DIRALIAS ≪省略不可≫

任意文字列  : ロード予定先ＤＢに実在するディレクトリ・オブジェクトを指定します。ディレクトリ・オブジェクトが無いとき

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 74 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

は create or replace directory ディレクトリ・オブジェクト名 as 'ディレクトリのパス'  を実行して作成し、grant read, 
write on directory ディレクトリ・オブジェクト名 to ロールまたはユーザ名 を実行してオブジェクト権限を付与してくださ
い。

パスにアルファベットが含まれる場合、大文字と小文字が区別されるので注意して下さい。LONGTRANSIT=2 の時に
必須です。

アンロードするＤＢにこのパラメータで指定したディレクトリ・オブジェクトが無くてもエラーにはなりません。

DISCRETE ≪無≫

≪無≫  : 制御ファイルへ CSV/固定長データを含めます。制御ファイルに BEGINDATA 句と CSV/固定長データが追
加されます。*.dat ファイルは出力されません。

任意文字列  : 制御ファイルと CSV/固定長データ・ファイルを分離します。SQL*Loader の制約上、この変数に文字列を
指定しない場合は環境変数 RECLENGTH（92頁）にも文字列を指定しないで下さい。 

DST_INFO ≪省略不可≫

ロード予定先スキーマへの接続文字列を指定します。

書式は

<ユーザ名>/<パスワード>@<接続識別子>

UnLoad/Query 機能によって出力された、_conn.sql ファイルの CONNECT コマンドのパラメータ、

_par0.txt/_par1.txt ファイルの USERIDパラメータへ設定されます。

上記の書式以外にも先頭１文字目に半角アットマーク’@’で始まるファイル名を設定すると、資格証明情報ファイル

から認証情報を入力する事もできます。詳しくは「14.パスワードの秘匿化について（125頁）」に書かれた記事を参照し
てください。

192バイト以下の文字列を設定する事ができます。

EMBED_COLUMN_NAME

 ≪無≫ : 可変長のデータ・ファイルを出力する際にカラム名を表示するデータをデータ・ファイルの１行目に出力しま

せん。

任意文字列 : カラム名データを出力します。それに加えて行データ内の列値区切を指定することが出来ます。区切

は半角コロン文字で区切られた３つの文字列セグメントで表現されます。データ型の表現に使用できる区切り文字は
Windows のコマンド・インタプリタの正常な動作に影響を与えるもの（'>','<','|',';','%' など）を除いて自由に選

ぶことが出来ます。半角コロン文字で区切られた各セグメントは下記の意味づけと使用可能な文字列があります。

セグメント 意味 使用可能な文字列の例

1 (必須) 列区切り 0x09 (TAB), 0x2c (','), 0x7c ('|')

2 (省略可)  文字列型の区切り開始 0x22 (２重引用符), 0x27 (単一引用符),0x28 ('('), 0x29 
(')') など。

3 (省略可)  文字列型の区切り終了

第２セグメントに区切り文字が設定されている場合、第３セグメントを省略する事が出来ます。この場合、第 3セグメン

トには第 2セグメントに指定されたものと同一の文字列が使用されます。半角コロンは省略しないで下さい。ここで指
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環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

定した設定内容は環境変数 TERMINATOR（100頁）、ENCLOSER, ENCLOSER2（76頁）の設定内容よりも優先されます。

例えば Microsoft Excel で加工無しでそのまま copy & paste 可能なデータ表現は下記のような設定で出力する

ことが出来ます。

set EMBED_COLUMN_NAME=0x09:0x22:

注意： EMBED_COLUMN_NAME が指定されている場合、AUXILIARY_DEST（72頁）、DFILE_ALT_DIRS（74頁）、
RECLENGTH（92頁）、ENDTERM（76頁）の値は≪無≫とみなされます。反対に DISCRETE（75頁）は任意文字列が
指定されたものとみなされます。

カラム名にマルチバイト文字が含まれている場合、出力される文字エンコーディングが CHARSETID（73頁）の設定値
に適したものが自動的に選択されます。つまり、CHARSETIDが 873や 871 などの utf-8系であれば、カラム名のマル
チバイト文字も utf-8で出力されます。

値の末尾に FIRST または FOREACH （小文字／大文字どちらも可）を指定することが出来ます。 FOREACH を指定
すると環境変数　FILESIZE（80頁）に 0 を超える数値が指定され、実際にデータファイルの分割が生じた際に、２番目
以降のデータファイル先頭行にカラム名リストを追加することが出来ます。自動的に制御ファイルの出力は抑制され
ます。

FIRST が指定された場合、従来と同じように１番目のデータファイルにのみカラム名リストが出力されます。

何も指定されない場合と、FIRSTでも FOREACHでもない無効なシンボルが指定された場合は FIRST が指定された
ものとみなします。

ENCLOSER, ENCLOSER2 ≪無≫

文字列型と日付型データを囲む為の文字、または文字列を指定します。

列値に STREAM_LOCATOR（99頁）で指定した文字や文字列が含まれる場合は必ず指定して下さい。

通常は「"」（半角二重引用符文字）を指定しますが、列値に「"」自身が含まれている場合には別な文字、あるいは文
字列を指定してください。例えば「~~」（チルダ記号を二つ）という文字列を指定するとほとんどの場合に対応できます。
ただし文字列を指定するためには Oracle8i以上のの SQL*Loader が必要です。0xを前置した 16進数表現の文字、
文字列を使用する事も出来ます。

ENCLOSER2 に文字や文字列を指定すると、文字列型データを囲む前方の文字／文字列とは異なる文字／文字列を
後方の文字／文字列として使うことが出来ます。ENCLOSER2を省略すると ENCLOSERへ指定したものと同じ文字／
文字列を使うという意味になります。

例えば文字列型データを[mojimoji]という表現で出力したければ ENCLOSERへ[を ENCLOSER2 へ]を指定してくださ
い。

ENCLOSE_NUMBER ≪無≫

≪無≫  : 数値型のデータを囲み文字で囲みません。

任意文字列  : 数値型のデータを囲み文字で囲みます。囲み文字として使用される文字（または文字列）は、環境変数
ENCLOSER, ENCLOSER2（76頁）で指定した値となります。環境変数 EMBED_COLUMN_NAME（75頁）に値が設定さ
れている時は、その値が ENCLOSER, ENCLOSER2 の設定内容よりも優先されます。

SQL*Loader の制御ファイル出力時には数値型データのカラムを囲み文字付きでロードできるよう、ENCLOSED BY 
句が追加されます。

ENDTERM ≪無≫

≪無≫  : CSVまたは固定長データレコード末端に TERMINATORへ指定された文字または文字列を出力しません。制
御ファイルに TRAILING NULLCOLS オプションが追加されます。
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任意文字列  : 環境変数 TERMINATOR（100頁）へ指定された文字または文字列を出力します。

SQL*Loader の制約上この変数に文字列を指定しない場合は環境変数 RECLENGTH（92頁） にも文字列を指定しな
いで下さい。 

EVENTS ≪無≫

alter sesion set events 'STRING' 文の STRING に相当する文字列を設定するとイベントを設定できます。入力可能な
文字数は 1 バイト以上 512 バイト以下です。イベントを設定すると MTU が使用しているシャドウ・プロセスの診断情報
をトレースファイルへ出力することが出来ます。イベントには、正確な指示の下に設定しないとデータベースへ致命的
はダメージを与える危険なものがあり、かつトレースファイルは診断出力情報を大量に含みOracle サーバのディスク
を消費することがあるので、特にサポートの指示が無い限りは値を指定しないでお使い下さい。

EXEC_LOAD ≪省略不可≫

ロード実行時に使用する SQL*Loader の実行形式ファイル名を指定します。_make.bat に指定した文字列による呼出
が出力されます。

EXEC_PLUS ≪省略不可≫

管理作業用スクリプト適用時に使用する SQL*Plus の実行形式ファイル名を指定します。_make.bat に指定した文字列
による呼出が出力されます。

EXTNAMEBLOB ≪省略不可≫

BLOB値をファイル出力するときの拡張子名を指定します。

EXTNAMECLOB ≪省略不可≫

CLOB/NCLOB値をファイル出力するときの拡張子名を指定します。

EXTNAMESQL ≪無≫

≪無≫  : 任意問合せファイル名の拡張子を限定しません。拡張子を問わずQUERYVAR（92頁）、QUERYFIX（91頁） 
に指定された場所にあるファイルをすべて問合せ対象の候補にします。

任意問い合わせが記述されたスクリプトファイルの拡張子名を限定します。QUERYVAR（92頁）、QUERYFIX（91頁） 
に指定された場所にあるファイルでもこの変数に指定した拡張子でないファイルは読み込まれません。 

FBQSCN ≪無≫

≪無≫  : フラッシュバック問合せを無効にします。

内部的に DBMS_FLASHBACK.ENABLE_AT_SYSTEM_CHANGE_NUMBER を実行して SCN ベースのフラッシュバック
目標をセットします。

0 ≦ FEEDBACK ≦   符号付き６４ビット整数の最大値  : FBQTIME と共に設定された場合は FBQSCN（77頁）に設定さ
れた値が優先されます。UNDO セグメント上から失われているような古すぎる変更前情報を得ようとすると異常終了し
ます。                                    
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FBQTIME ≪無≫

≪無≫  : フラッシュバック問合せを無効にします。

書式モデル   yyyymmddhh24miss   で日付時刻を指定  : 内部的に DBMS_FLASHBACK.ENABLE_AT_TIME を実行して日
付時刻ベースのフラッシュバック目標をセットします。

UNDO セグメント上から失われているような古すぎる変更前情報を得ようとすると異常終了します。

FEEDBACK 10

0 ≦ FEEDBACK ≦   符号なし３２ビット整数の最大値  : 進捗表示の更新頻度を指定します。

0: 進捗表示をしない 

1      以上  : 進捗表示をする（数値が大きければ大きいほど進捗表示の更新頻度が少なくなります） 

FILELOG（80頁）を使って画面表示をファイルへリダイレクトしている場合は、この変数に指定する値を買えることによ
りログの量を調節することが出来ます。

FILE_MAPPING 0

将来の機能拡張に使用される予約済みの変数です。 

FILEBIND ≪無≫

バインド変数が定義されたファイル名（ファイルの位置は環境変数 INPUT (82頁)で指定）か、直接バインド変数を定義
した key=value 形式の表現をを指定します。

key には先頭に半角コロン文字が置かれたプレースフォルダ文字列を入力して下さい。これは、任意問い合わせで使
用されているプレースフォルダと一致している必要があります。

value には数値と文字列のいずれかを指定する事が出来ます。囲み文字で囲まれていない場合は数値として認識さ
れます。囲み文字列で囲まれた値は文字列として認識されます。

ファイル名を指定する場合のファイル内容に含める、key=value 形式の表現の事例を次に示します。

<行頭>:b_sal=1100<改行>

<行頭>    :b_sal   =      1100      <改行>

<行頭>:b_job="SALESMAN"<改行>

<行頭>:b_hiredate=[1980-01-01]<改行>

このファイルにはバインド変数の定義情報の他、任意のコメント文字列を含めることが出来ます。コメントの行頭は必
ず「#」で始めて下さい。コメントは行頭から開始する以外にも、key=value 形式の表現の置かれた後に開始することも
出来ます。

key=value 形式の文字列型 valueを表現するための囲い文字として半角単一引用符の他に下記の組合せも使用可能
です。

"", [], {}, (), <>

直接 key=value 形式を定義する場合、表現は半角カンマで区切って複数指定することが出来ます。下記にその事例
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を示します。

set FILEBIND=:b_job="SALESMAN",:b_sal=1300,:b_hiredate="1980-01-01"

例えば環境変数 QUERYFIX（91頁）、QUERYVAR（92頁）へ指定できる下記のような SELECT 文と組み合わせて使用
することも可能です。

set FILEBIND=:b_job="MANAGER",:b_sal=2500

set QUERYVAR="select empno,ename,sal into LOW_SAL_MGR from emp where job = :b_job and 

sal < :b_sal;"

この環境変数を指定しない場合はバインド変数が無いものとみなします。 

FILEDURATION ≪無≫

オーバーラップ分析用のログを出力する時のファイル名を指定します。このログには表とパーティション毎にデータ出
力を開始した時刻と終了した時刻が含まれます。このログを調べる事で、並列度数が適切に設定されているかどうか
を検証することが出来ます。

オーバーラップ分析用のログ出力自体を止める事は出来ません。

≪無≫: _duration.log が設定されたものとみなします。環境変数 OUTPUT（88頁） の指し示す場所へ出力されます。

任意文字列：オーバーラップ分析用のログファイルの名前を任意に与えることが出来ます。ファイル名より前方のパス
を省略した時の出力先は環境変数 OUTPUT（88頁）の指し示す先です。

 REPLACE|APPEND|CREATE の内からいずれか一つをファイル名の後に置く事が出来ます。使い方については環境
変数 FILETRACE（81頁）にある説明を参照して下さい。

FILEEXCPT ≪無≫

この変数に設定されたファイルに含まれるテーブル名を処理対象から除外します。ファイル内の各行はワイルドカード
文字を使い複数のテーブルを指定することも可能です。実在しないテーブル名を記入しても無視されます。ファイルの
位置は INPUT（82頁）で指定します。このファイルにはテーブル名の他、任意のコメント文字列を含めることが出来ま
す。コメント文字列は必ず「#」ではじめてください。コメント文字列は行頭から開始することも行の半ばから開始するこ
とも出来ます。 

実在しないファイル名を指定すると異常終了します。

FILEFIXED ≪無≫

環境変数 LISTTABLE（83頁）、FILETABLE（81頁）に指定したテーブルのうち、固定長データ形式で出力させたいも
のを指定します。ワイルドカード文字を使い複数のテーブルを指定することも可能です。ファイルの位置は INPUT（82
頁）で指定します。このファイルにはテーブル名の他、任意のコメント文字列を含めることが出来ます。コメント文字列
は必ず「#」ではじめてください。コメント文字列は行頭から開始することも行の半ばから開始することも出来ます。 

FILEFKRB ≪省略不可≫

GetFkrb 機能の出力ファイル名を設定します。
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FILELOG ≪無≫

≪無≫: CON, con: メッセージを画面へ表示します。

任意文字列  : 画面に出力されるメッセージを格納するファイル名を指定します。ファイル名より前方のパスを省略した
時の出力先ディレクトリは OUTPUT（88頁）へ設定した先です。

 REPLACE|APPEND|CREATE の内からいずれか一つをファイル名の後に置く事が出来ます。使い方については環境
変数 FILETRACE（81頁）にある説明を参照して下さい。

FILEMETA ≪省略不可≫

GetMeta 機能の出力ファイル名を設定します。

FILEPLSN ≪省略不可≫

GetPlsN 機能の出力ファイル名を設定します。

FILEPLSP ≪省略不可≫

GetPlsP 機能の出力ファイル名を設定します。

FILESIZE 0

0: データ・ファイル分割をしません。

1 ≦ FILESIZE ≦ 符号無し 64ビット整数の最大値: 

FILESIZE で指定したバイト数を超えないようにデータ・ファイルを複数のピースに分割します。OS のファイルシステム
に最大ファイルサイズの制限がある場合に使用します。分割されたピースは下記の書式によりそれぞれが識別できま
す。

＜テーブル名＞_999999.＜環境変数 DATAEXT（74頁）＞ 

999999 は左側０詰６桁の自然数 

環境変数 DISCRETE（75頁）に任意文字列が指定されている場合で、かつに限り、FILESIZE の指定が意味を持ちま
す。出荷時設定の 2000M (2000 メガバイト) は SQL*Loader へ入力可能なピースの最大サイズよりやや少な目のサイ
ズです。 

因みに SQL*Loader へ入力可能なピースの最大サイズは 2 の 31乗-1 バイトです。

１バルク分の操作で出力されるデータ量よりピースのサイズを小さく出来ません。１バルク分の操作で出力される行数
は BULK_SIZE（72頁） へ指定します。

並列処理により各バルクの出力される順序は一定でないため、分割されたおのおののピースのサイズは実行の都度、
変わることがあります（但しファイルサイズは一定です）。非同期ファイル操作：エラー: 参照先が見つかりません。（エ
ラー: 参照先が見つかりません。頁） を指定している時は、ピースのサイズがばらつくことがあります。

最初のデータファイルに限り、＜テーブル名＞_999999.＜環境変数 DATAEXT（74頁）＞のファイル書式名に変更され
る時期が、全てのピースの出力が完了するまで遅延しますので予めご了承ください。

補助単位として k,M,G,T,P を数値の後に追加して使うこともできます。

環境変数 STREAM_LOCATOR（99頁）に値が設定されている場合、FILESIZE は 0 が指定されているものとみなします。
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FILESIZE によるデータファイル分割の影響を受けるファイルの種類はプライマリ・データ・ファイル(*.dat)のみです。

その他の*.clo, *.blo といった LOBFILE 方式（154頁）や SDF方式（156頁）のファイルでは FILESIZE の設定に関わら
ず、ファイルは分割されません。

FILETABLE ≪無≫

この変数に設定されたファイルに含まれるテーブル名を処理対象とします。LISTTABLE（83頁）で実在するテーブル
名が１つも選択されていない場合には、このファイルに含まれているテーブル名が唯一の選択リストとなります。

ワイルドカード文字を使い複数のテーブルを指定することも可能です。ファイルの位置は INPUT（82頁）で指定します。
 

このファイルにはテーブル名の他、任意のコメント文字列を含めることが出来ます。コメント文字列は必ず「#」ではじめ
てください。コメント文字列は行頭から開始することも行の半ばから開始することも出来ます。                                 

FILETBLN ≪省略不可≫

GetTblN 機能の出力ファイル名を設定します。

FILETBLP ≪省略不可≫

GetTblP 機能の出力ファイル名を設定します。

FILETRACE 説明部分参照

任意文字列：トレースログファイルの名前を任意に与えることが出来ます。ファイル名より前方のパスを省略した時の
出力先は環境変数 OUTPUT（88頁）の指し示す先です。省略時初期値は下記の通りです。トレースログファイルの出
力を止める事はできません。

"_mtu"+"_(半角数字 5桁のプロセス ID)"+"(半角数字 2桁の連続番号)"+".log"

ファイル名の後に１文字以上の空白文字を置いてさらに REPLACE|APPEND|CREATE (小文字／大文字非区別) の
内からいずれか一つのシンボルを置く事が出来ます。シンボルの意味はそれぞれ、「上書」「追記」「既存時異常終了」
です。省略時と無効シンボル指定時は REPLACE が置かれたものとみなされます。

FINDSTRCMD ≪無≫

Unload/Query 機能の管理作業用スクリプト内で使用される文字列探索プログラムを明示的に指定出来ます。grep 
(UNIX 用) や findstr (WindowsNT/2000/XP) が使用できない Windows95/98/Me  でデータのリロード作業を行う場合
に指定して下さい。

例：set FINDSTRCMD=find /n 

値が設定されていない場合、使用される文字列探索プログラムは環境変数 WINTARGET（102頁）に設定された値に
依存して決定されます。WINTARGET に値が指定されている場合 findstr /n が、指定されていない場合は grep -n が
管理作業用スクリプトへ出力されます。

FPNUMFMT ≪無≫

精度指定のない NUMBER、または FLOAT 型を出力する時の数値書式モデルを指定します。 
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≪無≫: 9.99999999999999999999999999999999999999EEEE 

（小数点の後に 9 が 38 個続く）

任意文字列: 指定した文字列がそのまま数値書式モデルとなります。Ver.2.11 以下のバージョンと等価的な表記は 
999999999999999999999999999999999999999 （9 が 39 個続く）です。 

NUMBER(10,2) のように精度指定が有れば FPNUMFMT の指定に関係なく最大精度を表現するのに適した数値書式
モデルが自動的に選択されます。

GETEXTTBL ≪無≫

≪無≫  : 外部表を定義するスクリプトを出力しません。

任意文字列  : 出力します。ただし DISCRETE（75頁）にも任意の文字列が設定されている場合に限ります。出力された
スクリプトを使って外部表を定義し、問合せを行う前に環境変数 DIRALIAS（74頁）へ指定したディレクトリを指し示す
ディレクトリ・オブジェクトが事前に作られ、かつオブジェクト権限が問い合わせるユーザへ与えられていることを確実
にして下さい。オブジェクト権限は read と write が必要です。 

INPUT .（カレント）

ファイル入力元のディレクトリを指定します。

指定された値は「10.5.フォルダ名を指定する環境変数の一般ルール（71頁）」に沿って解釈されます。

下記の環境変数が指示している、入力に使うファイル名の置き場所を指示します。

環境変数名 頁

FILEBIND 78

FILEEXCPT 79

FILEFIXED 79

FILETABLE 81

POST_REP_EXEC_PLS 90

PRE_REP_EXEC_PLS 90

NUM_FMT_MASKS 86

INQUIRY_ORDER ≪無≫

≪無≫  : 任意問い合わせファイル名のアルファベット昇順で問合せが開始されます。

任意問い合わせファイル名（拡張子以外の部分）のカンマ区切りリスト：リストの左端から順番にクエリーを優先的に
実行させることが可能になります。戻されるデータ量がクエリーによって大きく差がある場合に、多くのデータを戻す ク
エリを少しでも早期に開始する事で処理全体の所要時間の短縮が図れます。

指定するクエリー名のつづりは大文字小文字の区別を含めて正確に任意問い合わせファイルの拡張子を除いた部分
と一致していなければなりません。

指定したクエリー名に相当する任意問い合わせファイルが存在しなくても、無視されるだけでエラーにはなりません。

IO_OVERLAP_SCALE 1
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0 を指定すると同期ファイル操作を行います。

1以上の値を指定すると非同期ファイル操作を行います。

数値は各スレッドに割当てる I/O バッファ数を示します。負数を明示的に指定した時は 0 を指定したのと同じ効果が
あります。環境変数 PARALLELISM（90頁）に 2以上を設定している時は 1～2 が最適です。PARALLELISM に 1を設
定している時は 10～20 が最適です。

LISTEXCPT ≪無≫

≪無≫: 出力対象表から除外する表は無いとみなします。

テーブル名、ワイルドカード文字を含む文字列、およびこれらを複数個カンマで結びつけた文字列: 指定した文字列に
マッチするテーブル名は LISTTABLE にマッチするテーブルから除外します。大文字と小文字は区別されます。通常
は大文字で記述して下さい。

ディクショナリ上の表名が小文字で管理されている場合には小文字で記述して下さい。OS の制限を受けなければ最
大で 32767 文字まで記述できます。

カンマで区切られた一つひとつの要素は 30 バイト以下の文字列を指定することが出来ます。

※ワイルドカード文字「%」を指定する場合は前方にもう一つ「%」を付加してエスケープします。「10.3.エスケープ文字
（68頁）」参照。

LISTFIXED ≪無≫

LISTTABLE（83頁と FILETABLE（81頁）に指定したテーブルのうち、固定長データ形式で出力させたいもののカンマ
区切りリストを指定します。

カンマで区切られた一つひとつの要素は 30 バイト以下の文字列を指定することが出来ます。

※ワイルドカード文字「%」を指定する場合は前方にもう一つ「%」を付加してエスケープします。「10.3.エスケープ文字
（68頁）」参照。

LISTTABLE %

テーブル名、ワイルドカード文字を含む文字列、およびこれらを複数個カンマで結びつけた文字列: 指定した文字列に
マッチするテーブル名を出力対象表とします。大文字と小文字は区別されます。通常は大文字で記述して下さい。

ディクショナリ上の表名が小文字で管理されている場合には小文字で記述して下さい。

カンマで区切られた一つひとつの要素は 30 バイト以下の文字列を指定することが出来ます。

※表名に「_」文字が含まれる場合は「\」文字でエスケープする

※ワイルドカード文字「%」を指定する場合は前方にもう一つ「%」を付加してエスケープします。「10.3.エスケープ文字
（68頁）」参照。

LOADMETHOD ≪省略不可≫

INSERT: ロード先の空の表に行を追加します。

APPEND: 新しい行を表に追加します。

REPLACE: 表の行を置き換えます。（DELETEを使う）

TRUNCATE: 表の行を置き換えます。（TRUNCATEを使う）
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SQL*Loader の制御ファイルへ含めるロード方法に関するオプションを指定します。大文字、小文字を区別しません。
INSERT オプションを使用した場合に限り、管理作業用スクリプトとして更にもう一つ _trunc.sql が OUTPUT によって
示される位置へ出力されます。このスクリプトには出力対象表を一括して切り捨てる(TRUNCATE TABLE)為の無名
PL/SQL ブロックが含まれています。このスクリプトを実行するユーザへ ALTER TABLESPACE システム権限が付与
されている場合に限り、全ての出力対象表を切り捨てた後に ALTER TABLESPACE 表領域名 COALESCE が実行さ
れます。この、結果切り捨てたセグメントの追加エクステントに占められていた領域の後に生じる断片化した隣接する
使用可能エクステントが結合され、より大きなサイズの使用可能エクステントを得ることができます。                        

LONGTRANSIT 0

0: LONG 型/LONG RAW 型を CSV/固定長データ・ファイルへ出力します。（無変換）

1: CLOB型/BLOB型としてロードできる OS ファイルを作成します。

2: BFILE 型としてロードできる OS ファイルを作成します。

LONGTRANSIT=2 の時、DIRALIAS（74頁）は必須です。

MAXLONGSIZE ≪省略不可≫

0 ＜ MAXLONGSIZE ≦ 符号付き３２ビット整数の最大値 

LONG 型/LONG RAW 型最大バイト数

アンロード対象表に含まれる LONG/LONG RAW 型データの最大長を指定します。この値を超える長さの
LONG/LONG RAW データをフェッチすると、「Warning - 戻された LONG 型/LONG RAW 型値はホスト変数の最大長を
超えたため切捨てられました。」というメッセージが表示され実際に設定された値のバイト数を超えるバイト列は切り捨
てられます。

※大きな数値をとればその分だけ大きなサイズの LONG 型/LONG RAW 型データを取得する為のメモリを用意するこ
とが出来ますが、この値と環境変数 BULK_SIZE（72頁）を乗じたバイト数のメモリが動的に取得される為過剰に大きく
ならないように調整する必要があります。

MERGE_LOBS_INTO_SDF

  ≪無≫: 表に内部 LOB型(CLOB/NCLOB/BLOB)が含まれる場合、LOB値毎にファイルを作成する動的な LOBFILE
形式で出力します。

任意文字列: LOB列ごとにひとつのセカンダリ・データ・ファイル（SDF）を作成し、LOB値をプライマリ・データ・ファイル
へ出力した行の順序と同じ順序で出力します。

LOB出力に関する詳しい記事は「22.LOB出力機能について（154頁）」を参照してください。

METADIV ≪無≫

  ≪無≫: GetMeta 機能の実行時にオブジェクトの定義文が環境変数 OUTPUT（88頁）と FILEMETA（80頁）に指定し
たファイルへ全て出力されます。

任意文字列: GetMeta 機能の実行時にオブジェクトの定義文がオブジェクト名+".sql"と言う名前の別ファイルへ出力
されます。環境変数 OUTPUT と FILEMETA に指定したファイルには SQL*Plus の @@コマン ドを使ってオブジェクト
名+".sql"のファイルが呼び出せるように出力されます。オブジェクトがパッケージ（またはタイプ）本体  の場合に限り
ファイル名がオブジェクト名+"_BODY"+".sql"となります。

リフレッシュグループを定義する無名 PL/SQL ブロックが格納されたファイル名は DBMS_REFRESH_MAKE.sql となり
ます。 
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ジョブを定義する無名 PL/SQL ブロックが格納されたファイル名は DBMS_JOB_SUBMIT.sql となります。 

MIN_BULK_SIZE 1

1 ≦ MAXLONGSIZE ≦ 符号なし３２ビット整数の最大値

バルク数の最小限数を指定します。行サイズの大きな表のアンロードでバルク数が小さくなりすぎる場合にこの値に
設定されたバルク数を下回らないようにすることが出来ます。

MINIDUMP_TYPE 0x0

ハングやクラッシュ時におけるプロセス・ダンプ出力の際のコンテンツを 21ビット分のフラグ使って指定します。

省略時初期値の 0x0 は MiniDumpNormal 「Include just the information necessary to capture stack traces for all 
existing threads in a process.」です。

詳しくは、下記 URL にあるマイクロソフト社の資料参照。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/windows/desktop/ms680519(v=vs.85).aspx

MINIMUM_FREE_SIZE 0

0： 領域サイズの監視を行いません。出力先がデータで一杯になるまで書き込み続けます。

1 ≦ MINIMUM_FREE_SIZE ≦ 符号なし 64ビット整数の最大値

出力先ディスクの空き領域チェックを行う時の領域サイズを指定します。指定した領域サイズを空き領域が下回った
時、事前に指定しておいた方針に基づいて障害回避の動作を試みます。

補助単位として k,M,G,T,P を数値の後に追加して使うこともできます。

詳しい内容については「17.領域あふれ時のフェイルオーバー（137頁）」の記事を参照してください。

MNGSCROUT 0x0000

UnLoad 時の管理作業用スクリプト出力時の動作に作用します。１６ビットの整数をＣ言語の１６進数表現で設定しま
す。下記に示す各ビットがマークされていると対応する管理作業用スクリプトが実行されます。

マークするビット 有効化するスクリプトの種類

１６ビット 参照制約

１５ビット 検査制約

１４ビット 主キー制約・一意キー制約

１３ビット Not NULL 制約

１２ビット データベース・トリガー

１１ビット 索引

１０ ～ １ビット 未使用（動作上の意味はありません
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DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNT ≪無≫

マルチブロック読み取り一回当たりのフロック数について接続時のデフォルト値を上書することが出来ます。

NMENCLS ≪無≫

≪無≫  : オブジェクト名を二重引用符で囲みません。

任意文字列  : オブジェクト名を二重引用符で囲み、「引用識別子」と呼ばれる表現での出力をサポートします。マルチ
バイト文字アルファベット小文字や半角空白を含む特殊なオブジェクト名を表現する場合にこのモードにしますす。

環境変数 NMENCLS に値が設定されている時は、環境変数 SRC_USER（98頁）, ALTER_DEST（71頁） に与られたス
キーマ名は「引用識別子」と呼ばれる表現で扱われますのでスキーマ名のアルファベット大文字／小文字が区別され
るよになります。環境変数 NMENCLS に値が設定されていない時は引用識別子として扱われなくなるので、
ALTER_DEST に与えられたスキーマ名は、小文字を含んでいたとしても大文字に変換した上で扱われます。

30 バイト以下の文字列をセットする事ができます。

引用識別子に関する説明は下記の文献を参照してください。

Oracle 製品マニュアル「SQL リファレンス」

  2章 Oracle SQL の基本要素

    スキーマ・オブジェクト名および修飾子

      スキーマ・オブジェクトのネーミング規則

NOBYTEORDERMARK ≪無≫

≪無≫  : 環境変数 CHARSETID（73頁）へ UTF-8系のキャラクタセットが指定された時にデータファイルの先頭へ
BOMを出力します。また SDF方式の LOB出力時にもファイルの先頭に BOMを出力します。

任意文字列  : BOMを出力しません。制御ファイルのマルチバイト文字系のカラムに対してBYTEORDERMARK 
NOCHECKというオプションが追加されます。

NUM_ASYNCLOBS 0

≪無≫  : :が指定されたものとみなします。

0: LOBFILE 出力を逐次処理します。現在処理中の LOBFILE 出力が終わるまで次の LOBFILE 出力は開始されませ
ん。

1≦ NUM_ROWS ≦ 符号なし３２ビット整数の最大値： 指定した数の並列度で LOBFILE 出力を並列処理します。

LOB のサイズが数メガバイトを超えるような場合、2 以上の並列度を選択すると性能の向上を期待できます。反対に
小さな LOBが沢山ある場合は、ファイルのオープン・クローズに掛かるオーバーヘッドが大きいため並列度を上げて
もあまり効果がありません。

NUM_FMT_MASKS ≪無≫

NUMBER型データの出力時に反映する書式マスクと、カラム名（又は別名）との組み合わせが一対以上定義された、
ファイル名（ファイルの位置は環境変数 INPUT (82頁)で指定）を指定します。

空文字列が指定された場合は製品内部で規定されるデフォルト値が適用されます。この値についての説明は
Number 型のデフォルト書式マスクについて（167頁）を参照して下さい。
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使用可能な書式マスクについては以下に示した Oracle 社の製品マニュアルに記載された説明を参照して下さい。

SQL*Plus® ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス

  第 III部 SQL*Plus リファレンス

    12 SQL*Plus コマンド・リファレンス 

      12.13 COLUMN

        NUMBERデータの書式

ファイル内容の事例を次に示します。 

<行頭>*.DEPTNO        FORMAT  fms99999<改行>

<行頭>EMP.SAL         format  s9999.90<改行>

<行頭>EMP.COMM        format  fm9990<改行>

FORMAT（または format）というキーワードを挟んで左側にテーブル名＋半角ピリオド＋カラム名（又は別名）が、右側
に書式マスクの各フィールドが置かれます。

”テーブル名＋半角ピリオド”の部分は省略可能でこの場合、”*.”という文字列が指定されたものと仮定します。

書式マスクの定義内容は、SQL*Plus の COLUMN コマンドに与える引数部分と同じものを扱う事が出来ます。

各フィールドに記述する事の出来る最大文字数は、 テーブル名:30 文字、カラム名:30 文字、書式マスク:50 文字です。

テーブル名やカラム名にアルファベットが含まれる場合、大文字と小文字は区別されます。反対に書式マスクは大文
字・小文字が区別されません。

このファイルには書式マスクの定義情報の他、任意のコメント文字列を含めることが出来ます。コメント文字列は必ず
「#」ではじめてください。コメントは行頭から開始する以外にも、書式マスクの定義の置かれた後に開始することも出
来ます。

NUM_ROWS 0

0 ≦ NUM_ROWS ≦ 符号なし３２ビット整数の最大値

表データ取出し条件の最少行数を指定します。出力対象表の行数を数え、この値以上の行を含む表だけを出力する
ことが出来ます。

0を指定した場合は、行が１つも含まれていない表であっても 0 行分のデータファイルを出力します。

1を指定した場合は、行が含まれている表だけを出力対象として選びます。

NUMBER2BCD ≪無≫

7: COMP-3 （パック 10進数）

91: DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE

7、91 のいずれかを指定することができます。NUMBER型の数値を出力する際に上記いずれかの BCDに変換するこ
とができます。

なにも指定しなかった場合は、通常通り可変長 10進数の数値文字列を出力します。

NUMDAYS_AUDIT ≪無≫

≪無≫  : 監査証跡を出力しません
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0 ≦ FILESIZE ≦ 符号あり３２ビット整数の最大値:

当日から指定した日数を遡った範囲内に作成された監査証跡を出力します。0 は当日分の監査証跡を出力するとい
う意味になります。meta.sql 上の監査証跡はカンマに区切られた８つのフィールドから構成され、左から順に次の意味
を示します。                  

 監査証跡が作られた日付時刻

 各Oracle セッションの数値 ID

 セッションの各監査証跡エントリの数値 ID

 監査対象の操作

 操作の影響を受けたオブジェクトの名前

 OS 上のログイン・ユーザ名

 OS 上のクライアント識別

 操作を行った Oracle アカウント

 操作の結果(0以外は異常終了)

 操作の実行に使用されたシステム権限

監査証跡（SYS.AUD$表）に非常に多くの行が含まれている場合

オブジェクト監査証跡          :   Executing.

という表示のまま長時間待機する場合が有ります。 

OPTIMIZER_HINTS ≪無≫

UnLoad 時に指定した文字列をオプティマイザヒントとして、問合せへ与える事ができます。 

例えば PARALLEL ヒントを与えて間接的にバッファ・キャッッシュを経由せず、ダイレクト・パス・リードをさせたいとき
などに使用することができます。

指定するヒントにはエリアスとして "T1" という文字列が使用できます。たとえば OPTIMIZER_HINTS へ

 PARALLEL(T1,4)

のようなヒントを与えると各テーブルに対して多重度４でパラレル問合せを試みることができるようになります。

OPTIMIZER_MODE ≪無≫

指定した文字列を使って内部的に下記 SQL 文が実行され、デフォルトの最適化アプローチを上書きすることが出来ま
す。 

alter session set optimizer_mode = 文字列 

Oracle10g の場合下記の何れかが設定可能です。

first_rows_1, first_rows_10, first_rows_100, first_rows_1000, first_rows, all_rows

OUTPUT .（カレント）

製品が出力するファイルの格納先のディレクトリ名を指定します。
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指定された値は「10.5.フォルダ名を指定する環境変数の一般ルール（71頁）」に沿って解釈されます。

UnLoad/Query では SQL*Loader 制御ファイルやデータ・ファイルが、GetMeta では meta.sql ファイルが出力される先
となります。UnLoad や Query のような I/O 集中型の機能を使う場合は、十分な書込性能を期待できるディレクトリを
選んで下さい。ネットワーク上のリモートドライブのディレクトリや、自動的にファイルが圧縮される設定のディレクトリ
は避けてください。

OVERLAP_BUFFER_LENGTH 512k

出力先ディスクドライブのセクタサイズ≦OVERLAP_BUFFER_LENGTH≦256M の範囲内の整数。この範囲以外の値
が指定された場合、省略時初期値が指定されたものとみなします。

補助単位として k,M を数値の後に追加して使うこともできます。

非同期 I/O 時に使用するバッファのサイズを指定できます。殆どの場合 出荷時初期値の 1M バイトで良好なパフォ
ーマンスを得る事ができますが、デバイスとの相性により 1/8倍～4倍程度の範囲で増減させるとパフォーマンスが
若干向上する場合があります。長過ぎるバッファを使用すると同期 I/O と特性が近似するため、非同期の利点を活か
す事ができなくなる傾向があります。

PARTITIONING 0

0, 1, 2, 3 のいずれかの値を設定できます。指定した値が 32-bit
整数として扱われますが実際に使用されるのは下位 2-bit分で
す。下位 1-bit 目、下位 2-bit 目にはそれぞれ次の意味づけが
あります。

設定値 32～3ビ

ット目

2ビッ

ト目

1ビット

目

4以上 無効 - -

3 (=任意文字列) 未使用 1 1

2 未使用 1 0

1 未使用 0 1

0 (=空文字列) 未使用 0 0

ヒープ構成表の並列アンロード

パーティション表の並列アンロード、及び集合化クエリ

 ビットの値が１の場合、その並列処理の結果出力されるデータファイルは分割されます。

分割数はパーティション表の場合パーティションの数と等しく、ヒープ構成表の場合は PARALLELISM1（90頁）か

定数 16 のいずれか小さい数、集合化クエリの場合は要素クエリの数になります。

分割された後のファイル名はパーティション表の場合は半角アンダーバー文字＋パーティション名が、ヒープ構成

表と集合化クエリの場合は拡張子を除くファイル名の部分に半角アンダーバー文字＋2桁左側ゼロ詰めの数値

文字列（例：”_01”）が追加されます。

制御ファイル中の LOAD INFILE句のデータ・ファイル名部分も分割後のファイル名に一致するようプロセスの終

盤に書き換えられます。
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ビット=1

ビット=0

環境変数の設定例

スレッド

TBL_01.dat

TBL_02.dat

TBL_03.dat

TBL_04.dat

スレッド

スレッド

スレッド

TBL.dat

TBL

“TBL”という名前のヒープ表かパー
ティション表、あるいは”TBL.sql”と

いう名前の集合化クエリ

PARALLELISM=4
ROWID_SPLIT_MIN_SIZE=10M
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 反対にビットの値が 0 の場合、並列処理の結果であってもデータファイルは１つにまとめられます(単一ファイル出

力)。

この機能を使用する制限として、I/O が１箇所に集中するため、分割する時より数%程度のスローダウンがありま

す。また、複数のスレッドがそれぞれ任意のタイミングでデータを書き込むので、データセットに含まれる行の順番

は実行毎に異なる場合がありますので予めご了承ください。

PARALLELISM 1

0 以上の３２ビット正数、複数のスレッドを使用したときの並列度を指定します。0 または負数を明示的に指定した時
は 1 を指定したものとみなします。コンピュータに搭載されている CPU 数(コア数)か、それよりも 1 つか２つ多い数が
適正値です。過剰な値を指定するとメモリを浪費し、却ってスローダウンすることがあります。

LOB列を含む表の Unload か Query の場合には 2以上を指定してください。

POST_REP_EXEC_PLS ≪無≫

指定した無名 PL/SQL ブロックを接続中の全てのセッションで実行します。実行する時期は全てのテーブルや任意問
合せのデータを読み終えた後です。

EXECUTE …; か、あるいは[DECLARE|BEGIN] … END;で囲まれた、無名 PL/SQL ブロックを指定することが出来ま
す。最後の文字が半角セミコロンで終了していると無名 PL/SQL ブロックであると仮定して解釈します。最後の文字が
半角セミコロンでない場合は、無名 PL/SQL が含まれているスクリプトファイルの名前であると仮定して解釈し、ファイ
ルが環境変数 INPUT（82頁） の指し示す先にある場合、それをオープンして文を読取ります。

PRE_REP_EXEC_PLS ≪無≫

PL/SQLを実行する時期が全てのデータの読取前である、と言う点を除いて「POST_REP_EXEC_PLS（90頁）」で説明
した内容と同一です。データの読取前に実行されるので、Oracle Virtual Private Database (VPD)を構成しているシス
テムからデータを取得するため、アプリケーション･コンテキストを設定する処理の設定に使うことが出来ます。

認可されているアプリケーション･コンテキストを指定しないと、行が戻されないようなセキュリティー・ポリシーが施行さ
れている FGAC 対象表を Unloadする場合には、NUM_ROWS（87頁）を 0 にしてお使い下さい。NUM_ROWS>0を指定
してしまうと、アプリケーション・コンテキストを実行する前に

select count(*) from FGAC対象表

と言う問合せを実行している為、１行もカウントされず、結果的にアンロードされない現象になります。Queryでは特に
NUM_ROWS の設定の影響が結果に及ぶ事はありません。

PRINTCOLID ≪無≫

何か文字列が設定されている時に列番号、パーティション位置を含むコメント・ブロック（/* <左側０詰め５桁整数>*/） 
を出力します。

PRIORITY_CLASS NORMAL
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MTU と MPX実行時の優先順位クラスを設定します。設定可能な値について順位の低い順に説明しています。アルフ
ァベットの大文字小文字は区別されますので全て大文字で入力してください。無効な設定値を設定した時はエラーと
はならず、NORMAL が指定されたものとみなします。

MTU と競合するプロセスが他に動作していてそちらの優先度を確保したい場合には NORMAL未満を選択してくださ
い。事実上 HIGH以上の値を設定して得られる有益な効果は殆どありません。

設定値 説明

IDLE システムがアイドル状態のときにのみ、このプロセスを実行することを示します。

BELOW_NORMAL IDLE より高く、NORMAL より低い優先順位を割り当てます。

NORMAL 特別なスケジューリングを必要としない、一般的なプロセスであることを示します。

ABOVE_NORMAL NORMAL より高く、HIGH より低い優先順位を割り当てます。

HIGH タイムクリティカルなタスクを実行することを示します。

REALTIME 最も高い優先順位クラスを持つプロセスであることを示します。

PROTECT_FROM ≪無≫

障害などでご不便をお掛けした際に弊社の案内の下お使い頂く診断オプションとなっております。
セキュリティー上の配慮から詳しくは非公開とさせて頂いております。 

QUERYFIX ≪無≫

ここに関連付けされた問合せは固定長データ形式で出力されます。

次のいずれか１つを設定することができます。

1. 任意問合せが格納されたファイルが０個以上含まれるディレクトリ

ディレクトリ名が指定された場合はそのディレクトリ下に存在する、環境変数 EXTNAMESQL（77頁）に

指定された文字列の拡張子のファイルを、問合せの含まれているスクリプトと仮定して全て実行します。

指定された値は「10.5.フォルダ名を指定する環境変数の一般ルール（71頁）」に沿って解釈されます。

2. 任意問合せが格納されたファイル

ファイル名が指定された場合はそのファイルを１つだけ実行します。ディレクトリが明示されなかった場

合はそのファイルがカレントディレクトリにあるものと仮定します。

3. 末尾に半角セミコロン１文字が追加された SELECT 文

SELECT 文の場合はその文だけを実行します。末尾に半角セミコロン１文字があると直接 SELECT 文が

与えられたものと解釈します。

どれが指定されたかは値を解析した上でMTU が判断します。この環境変数を指定しない場合は固定長データ形式で
の出力を要求するクエリが無いものとみなします。

 1, 2 について補足

集合化クエリと呼ばれる特別なスクリプトファイルの記述法に基づく最適化機能を利用できます。詳しい記事は 20.集
合化クエリ（150頁）を確認してください。

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 91 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

 3 について補足

SELECT 文の最初の FROM句が開始される直前に INTO <問合せ別名>という表現の句を含めると問合せの出力を
問合せ別名で指定した名前のデータ・ファイルへ保存する事が出来ます。INTO句を指定しないと、INTO QUERYFIX 
が指定されたものとみなします。問合せ別名に指定可能な最大文字列長は 30 バイトまでです。使用可能な文字につ
いては Windows のファイル名に使用できる識別子と同じ制限を受けます。

SQL に使用できる文字にはパイプ記号、不等号記号、パーセント記号など一部、Windows のコマンド・インタプリタの
正常な動作へ影響を与えるものがありますのでそのような文字を含む問合せを使用する場合には二重引用符で問合
せ全体を囲んでください。

このとき文字列末端のセミコロンは引用符の内側に配置されるようにして下さい。問合せ文字列のもっとも外側にある
二重引用符以外の二重引用符は SQL の一部として解釈されます。

下記にこの機能の有効な使い方の事例を示します。

set QUERYFIX="select "ENAME" || ':' || "JOB" as concat_name from "EMP";"

問合せの名前は環境変数 QUERYVAR（92頁）および QUERYFIX（91頁）の双方を併せて一意になるように与えてくだ
さい。一意でないものは、特にエラーにはなりませんが後に実行されたものの内容で先に実行されたものが上書きさ
れてしまうのでご注意下さい。

 全体の補足

環境変数 PARALLELISM（90頁）が 2以上の場合、問合せの実行順序はスクリプトファイルの名前の文字コード順に
なります。データ量にばらつきのある問合せを同時に実行する場合には、データ量の多い問合せほど文字コード順の
前方に配置されるよう問合せの名前を決めると、データ量の多い問合せをより早く開始せせる事が出来るので並列処
理の効果を受けやすくなります。

QUERYVAR ≪無≫

ここに指定された内容は（CSV,TSV等の）可変長データを要求するためのものである点を除いて環境変数
QUERYFIX(91頁）で説明した内容と同一です。

また SELECT 文の指定で INTO句を省略した時のデフォルトは QUERYVARです。

QUERYFILENAME *

ファイル名のベース部分を指定すると、指定した名前にマッチする任意問合せファイルだけを限定して扱います。ベー
ス部分には、Windows のコマンドに使用できるワイルドカード文字を含めることが可能です。なにも名前を指定しない
と半角アスタリスク１文字が指定されたものとみなします。

環境変数 QUERYFIX、QUERYVAR（91頁）の「1」の指定が有効の場合に限り、この環境変数の設定値が意味を持ち
ます。

RECLENGTH ≪無≫

≪無≫  : CSVデータ・ファイルの各レコード先端部に 10桁のレコード長を示す文字列を付加しまません。レコード間の
区切りを改行文字の出現によって検知します。

任意文字列  :各レコードの先頭に 10桁の整数で構成されるレコード長文字列を埋め込みます。レコード間の区切りを
SQL*Loader に認識させるためにこの整数値を利用することが出来ます。

このデータ形式を選んだ場合、制御ファイルの LOAD INFILE 句に"VAR"オプション（可変レコード形式 ）が追加され
ます。"VAR"オプションに対応する表現で出力されたデータ・ファイルの場合、非表示文字や改行文字を含むデータで

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 92 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

あっても SQL*Loader が正しく取り込める利点があります。

また改行文字を探す処理が省かれるので数 10％程度の所要時間削減効果が得られます。ただし Oracle8 の
SQL*Loaderではでは VARオプションを使用することが出来ませんのでご注意ください。固定長データ形式のデータ・
ファイル出力では特定の意味を持たないので 10桁のレコード長は出力されません。

【参考】　制御ファイルの LOAD INFILE 句にオプションが無い場合は”STR '\r\n'”（ストリーム・レコード形式 ）というオ
プションが指定されたものと見なされます。これは、'\r\n'という文字列を見つけた時にそこをレコード間の区切りとして
扱う為の設定です。たとえ文字列中が二重引用符で囲まれていても'\r\n'という文字列が現れると、そこを区切りとし
て扱ってしまう為、復帰／改行文字をデータの中に含むテーブル場合、正しくインポートできません。

RECOVERABLE ≪無≫

≪無≫: ダイレクト・パス・ロード（環境変数 USUALPATH (101頁)に何も指定しない時）で UNRECOVERABLE オプショ
ンを使用します。制御ファイルの LOAD 句の前に"UNRECOVERABLE"オプションが記述されます。

任意文字列: 常に RECOVERABLE オプションを使用します。制御ファイルの表記上 RECOVERABLE がデフォルトなの
で LOAD句の前にはなにも記述されません。

※UNRECOVERABLE オプションはダイレクト・パス・ロード時にだけ使用することが出来ます（SQL*Loader の仕様）。
データベースがアーカイブログモードで動作している時に所要時間の短縮効果が得られます。このオプションを使用し
てデータをロードした後はバックアップを取得して下さい。バックアップを取得する前に媒体障害が発生するとロードし
たデータを回復できない為です。所要時間短縮と引替えに受け取るリスクについて「15. ダイレクト・パス・ロード（130
頁）」に説明しましたのでご参照ください。

RERUNPOINT ≪無≫

≪無≫:最初から実行します。

表名を表す文字列: 再実行を行う場合に中断個所の表名を指定します。表名に半角アルファベット文字が含まれてい
る場合、大文字と小文字を区別します。通常は大文字を指定して下さい。

実在しない表名を指定してもエラーにはならず、何も指定されなかったのと同じように動作（最初から実行）します。

REVERSEBYTEORDER ≪無≫

≪無≫:バイト順序を変えません。Intel系プロセッサの規定値である Little Endianを選択します。

任意文字列: バイト順序をBig Endian へ変更します。

任意の文字列を指定すると CHARSETFORM へ 2 が設定されている時に出力される NCHAR 型/ NVARCHAR2 型
由来の UTF-16 文字のバイト順序を逆順にすることが出来ます。

これは Intel 系プロセッサで多バイト長文字や多バイト長整数を表現する場合のバイト順序が Little Endian であるの
に対し、IBM系のメインフレーム/汎用機ではバイト順序が Big Endian であることに起因する非互換性を解決する為
のものです。

この指定を行った場合に 出力される UTF-16 BE 文字は通常のテキストエディタでは正常に表示することが出来ない
のでご留意下さい。

RFC4180 ≪無≫
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 ≪無≫ : RFC-4180 に準拠する CSVの表現に対応しません。文字列型データの一部である囲み文字は、環境変数

ENCLOSER, ENCLOSER2（76頁）へ設定する値として選べないので、他の文字を選んで下さい。

任意文字列 : 字列型データの一部である囲み文字と同じ値を環境変数 ENCLOSER, ENCLOSER2（76頁）へ設定す

ることが可能です。文字列型データの一部である囲み文字は、同じ文字を一つ前置きすることによりエスケープして出
力されます。こちらの設定により下記の環境変数の設定は自動的に上書きされるか、所定の条件を満たす場合異常
終了します。この書式では SQL*Loader と互換性が無いデータが出力されるので、再ロード時のデータ消失を防ぐ為
SUPPRESS_CTRLF（99頁）の指定に係わらず、制御ファイルは出力されません。

環境変数 頁 摘要

FILEFIXED 79  固定長出力対象が１つ以上あれば、メッセージ出力後異常終了

LISTFIXED 83

QUERYFIX 91

TERMINATOR 100 半角カンマが指定されたものとみなす

EMBED_COLUMN_NAME 75 第１セグメント、第２セグメントの文字数が１文字であることがチェックされる

ENCLOSER,ENCLOSER2 76 明示されていなければ二重引用符１個が指定されたものとみなす。明示されて

いればその設定が引継がれる。但し２文字以上の場合は異常終了する

RECLENGTH 92 空文字列が指定されたものとみなす（各行頭に 10桁の文字列長を表示しな

い）

ENDTERM 76 空文字列が指定されたものとみなす（各行の末尾に列の区切り文字を出力し

ない）

DISCRETE 75 任意文字列が指定されたものとみなす（制御ファイルとデータファイルを分離す

る）

SUPPRESS_CTRLF 99 任意文字列が指定されたものとみなす（制御ファイルを出力しない）

SQL*Loader は文字列データ中の囲み文字をエスケープできる仕様で無いの

で制御ファイルは出力しない

SKIPSCR 97 任意文字列が指定されたものとみなす（管理スクリプトを出力しない）

リロードする手段が無いのでそもそも管理スクリプトは不要 

ROWID_SPLIT_MIN_SIZE 0

0：　ヒープ構成表の並列アンロードをしません。

1≦ROWID_SPLIT_MIN_SIZE≦符号付 64ビット整数の最大値：指定した数のバイト数を超えるヒープ構成表セグメント
について、ROWIDベースの範囲に基づく分割を行い、それぞれの部分を並列にアンロードします。

分割数の決定は次の手順に従います。

単一ファイル出力の時 ROWID_SPLIT_NUM_PARTS（95頁）に指定した値

非単一ファイル出力の時 PARALLELISM（90頁）に指定した値

上記の値と定数 16を比較し、いずれか小さいほうが採用されます。
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補助単位として k,M,G,T,P を数値の後に追加して使うこともできます。

SORTING（97頁）に任意文字列が指定されている場合と、ROWS（95頁）に任意文字列が指定されていない場合は 0
が指定されたものとみなします。また、対象のヒープ構成表の CBO統計が見つからない（アナライズされていない）場
合は、分割対象外とされます。

ヒープ構成表セグメントの比較するバイト数は、トレースファイルの Order タグて識別される部分のログに表示されま
す。下記にログのサンプルを示します。

2013-07-22 14:30:16.497 [1318] [Order]     1:   91M (*****) NON_PART_TABLE

[Order] と表示された箇所の後のフィールドに”91M”という表示があります。これはセグメントのサイズが 91MByte で
あることを示しています。例えば”NON_PART_TABLE”表を分割対象にしたい場合は「ROWID_SPLIT_MIN_SIZE」へ
91M以下の数値を指定します。

ROWID_SPLIT_NUM_PARTS 4

   ヒープ構成表の並列アンロードと単一ファイル出力を組み合わせて使用する場合この変数に指定した値の並列度
でアンロードを行うことが出来ます。

   指定できる並列度の上限は 16 (MAX_PARALLELISM) です。値を設定しない場合と、0 やMAX_PARALLELISM を
超える値を指定されると無効と見なし 4 が指定されたものと見なして動作します。

ROWS ≪無≫

≪無≫: CSV/固定長データを出力しません。環境変数 DISCRETE（75頁）が指定されていなければ 0 バイトのデー
タ・ファイルが作成されます。データ・ファイル以外は通常どおり出力されるので大量データのアンロード前にリハーサ
ルをすることが出来ます。

任意文字列: CSV/固定長データを出力します。

ROWSEPARATOR 0x0d0x0a、または 0x0a

行セパレータ用の文字列を指定することができます。表記可能な ASCII 文字の他、”0x”が前置きされた 2桁の 16進
数の 0個以上の並びを指定することができます。

“0x00”を指定した場合はゼロ文字が出力されるのではなく行セパレータが出力されないという意味になります。SAM
（順編成方式）ファイルを出力する際の設定事項の一部として”0x00”を利用することができます。

SAM ファイル出力の設定方法については「21.メインフレーム向けデータ移行（152頁）」にある記事を参照してください。

なにも指定しなかった場合の省略時デフォルトは WINTARGET（102頁）に設定した値に依存します。つまり、
WINTARGET へ true などの任意文字列が設定されていればWindowsで多用される 0x0d0x0a（CR+LF）が選択されま
す。文字列が何もなければ UNIXで多用される 0x0a(LF)が選択されます。

SERVEROUTPUT 0

≪無≫: SERVEROUTPUTを画面出力しません。

1 以上の３２ビット正数：MTU 内部で実行された PL/SQL 内で DBMS_OUTPUT パッケージを使って出力された診断
情報を画面へ表示することが出来ます。数値は DBMS_OUTPUT に準備されるバッファの量です。

事前に環境変数 EXEC_PLSQL へ DBMS_OUTPUT.PUT_LINE() 等を含む無名 PL/SQL ブロックを記述しておくとラン
タイムの情報を画面出力することが出来ます。

使用例：
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set SERVEROUTPUT=5000

set EXEC_PLSQL=begin dbms_output.put_line('hello, world');end;

mtu SYSTEM/MANAGER@orcl exec_plsql

画面表示例：

…

サーバーの日付時刻は 2022-02-20 11:35:13 です。

対象スキーマは SCOTT です。

Information - PL/SQL Debug out [000001A266701BD0]

hello, world

ラウンドトリップ（回）        :           21

所要時間（秒）                :         5.06

正常終了しました。

SHOWCLTDTM ≪無≫

≪無≫: クライアントの日付時刻をレポートしません。

任意文字列: クライアントの日付時刻をローカル・タイムゾーン付でレポートします。レポートするタイミングは Oracle
サーバへ接続した時と、接続を開放した時の２回です。

SHOWSTAT ≪無≫

≪無≫:セッション統計情報をレポートしません。

任意文字列: セッション統計情報をレポートします。下記は表示される統計量のリストです。　　

カウンタ名称 単位

recursive calls 回

db block gets 個

consistent gets 個

physical reads 個

redo entries 個

CPU used by this session 秒

parse time cpu 秒

recursive cpu usage 秒

CPU other 秒

SHOWSTMT ≪無≫
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≪無≫:エラー発生時の診断出力時に SQLや PL/SQLを含めません。

任意文字列: SQLや PL/SQLを含めて出力します。

SHOWVERS ≪無≫

≪無≫:下記の情報を表示しません。

任意文字列: 下記の情報を表示します。製品が期待通りに動作しない場合の診断出力に使用します。

 プログラムファイル名の場所

 ロードされた OCI.DLL の場所

 OCI のバージョン

 接続先 Oracle サーバのバージョン

表示例：

プロセスの位置は C:\Program Files\PLUMSIX\mtu_4.4\mtu.exe です。

ＯＣＩの位置は C:\oracle\product\11.2.0\client_1\bin\OCI.DLL です。

…

ＯＣＩのバージョンは 1102000100 です。

サーバのバージョンは 1002000300 です。

SKIPSCR

≪無≫: 管理作業用スクリプトを出力します。出力されるファイルについては「11.2.UnLoad 機能（105頁）」に詳しく解

説されています。

任意文字列  : 管理作業用スクリプトを出力しません。UnLoadで出力されるファイルのうち*.dat と*.ctlだけが更新

されます。

SORTING ≪無≫

≪無≫: 行を並び替えません。

任意文字列: 主キーまたは一意キー制約が施行されていればその順序で行を並び替えます。両方があれば主キー
が、主キーが無くて複数の一意キーがあれば名前の昇順でもっとも小さなものが選択されます。また並び替えられた
表の制御ファイルには SORTED INDEXES オプションが付加されます。ただし、パーティション表に限り、PK や AK が
施行されたままデータをロードすると一意索引が無効になる為、このオプション指定を無視します。リロード時に並び
替えプロセスが省略される為索引のリビルド処理が最適化され、数％の所要時間削減効果があります。データ量が
多く並び替え時にディスク・ソートの発生が避けられないケースでは更にそれ以上の所要時間削減効果が得られます。

主キー制約や一意キー制約を施行する索引のクラスタ化係数が最少化されるのでロード後にこの索引を使う範囲検
索のブロック読込数を削減することが出来ます。ただしその他の索引についてはむしろクラスタ化係数が増大すること
もあるので常に効果があるとは限りません。SORTED INDEXES はダイレクト・パス・ロードが有効な場合（環境変数
USUALPATH (101頁)に何も指定しない時）だけ使用できるオプションです。

その他にはデータ・ファイル同士で diff を取って比較する為に使用することも出来ます。

SORT_AREA_SIZE ≪無≫

指定した数値文字列を使って内部的に下記 SQL 文が実行され、ソートやジョイン時に使用するワーク用のメモリサイ

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 97 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

ズを調節することが出来ます。

alter session set sort_area_size = 数値文字列

この数値が高いとハッシュ結合とソートマージ結合のコストが下がるためＣＢＯは全表走査を選択する傾向が強くなり
ます。Query 機能使用時に大量の行を戻す結合文を実行する際には、パフォーマンス改善の手段として利用できま
す。

自動 PGA管理（pga_aggregate_target > 0）のインスタンスに接続している場合は、この値を指定しても特に効果はあり
ません。

SQLFMT 0x0000

≪無≫: マテリアライズド・ビュー、ビューの定義問合せ、トリガー定義 PL/SQL、名前付き PL/SQL に字下げ、改行等
を適切に含めて読み易くする加工をしません。ディクショナリに格納されているままの状態で出力します。

文の整形加工を行いたい時は１６ビットの整数をＣ言語の１６進数表現で設定します。下記に示す各ビットがマークさ
れていると対応する SQLや PL/SQL が 

読み下し易い書式に加工されます。 

１６ビット目：マテリアライズド・ビューの定義問合せ

１５ビット目：ビューの定義問合せ 

１４ビット目：データベース・トリガーの定義 PL/SQL ブロック

１３ビット目：名前付き PL/SQL ブロック

１２ ～ １ビット目：未使用（動作上の意味はありません）

SRC_USER ≪無≫

≪無≫: 対象スキーマは第１引数で指定したスキーマと実行時ーザは同一とみなします。

任意文字列: 設定した値が対象のスキーマになります。接続先のデータベースに指定したスキーマが実在しない場合
はエラーメッセージを表示25し異常終了します。また 30 バイトを超えるスキーマ名を与えると異常終了します。

値を引用識別子として扱うかそうでないかは、環境変数 NMENCLS（86頁）の設定値に依存しします。下記にその事
例を示します。

SRC_USERの値 NMENCLS設定有

(出荷時初期値)

NMENCLS設定無

scott scott SCOTT

ScOtT ScOtT SCOTT

SCOTT SCOTT SCOTT

半角二重引用符、半角ドル記号、半角シャープ記号は、値に含められない制限があります。従いまして、これらの文
字が相殺対象スキーマ名に含まれている場合は製品を使用する事が出来ません。

STDOUT 0x0000

25ORA-20020: Specified user <string> is not exists.
マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 98 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



環境変数名／設定可能な値の範囲と意味 省略時初期値

出荷時初期値・省略時初期値では、データ・ファイル、制御ファイル、および LOBファイルの出力先は環境変数
OUTPUT（88頁）へ与えた場所へファイルとして出力するよう設定されています。

この設定を標準出力や環境変数 STREAM_LOCATOR（99頁）へ指定したあて先へ変更する事が出来ます。それぞれ
与えた値の下位 1ビット目から 3ビット目に対応します。

設定値 意味

0x0000 または設定無し データ・ファイル、制御ファイル、LOBファイル共に環境変数 OUTPUT へ指定した
出力先へ出力されます。標準出力は使用しません。

0x0001 データ・ファイルだけ、標準出力へ出力されます。

0x0002 制御ファイルだけ、標準出力へ出力されます。

0x0003 制御ファイル、データ･ファイルの両方を標準出力へ出力します。出力する順番は
制御ファイル→データ･ファイルです。

0x0004 LOB値だけ、標準出力へ出力されます。SDF方式／LOBFILE 方式のいずれにも
対応します。

上記以外 下位 3ビット分が比較に使用され、残りの上位ビットの値は無視されます。

0以外に設定して使う場合、エラーメッセージや進捗表示など従来から標準出力を使用している表示要素と区別がつ
かないので、例えば下記のように env.bat ファイルの環境変数 FILELOG（80頁）へログ・ファイル名を設定してお使い
ください。

set FILELOG=mtu.log

環境変数 FILELOG に有効なファイル名を指定すると OUTPUT の位置に指定した名前で従来の標準出力への表示
要素がファイルとして保存できます。上記の設定により、画面には

画面出力はログ・ファイルへ保存します。<OUTPUTへ指定したディレクトリ名>\<ファイル名> 

が表示されますがこのメッセージは標準エラー出力に表示されるので標準出力へ混入することはありません。

SUPPRESS_CTRLF ≪無≫

≪無≫: 制御ファイルを環境変数 OUTPUT（88頁）の値が指し示す場所へ出力します。

任意文字列: 制御ファイルの出力を抑制する事が出来ます。但し環境変数 DISCRETE（75頁）に値が設定されていな
い（制御ファイルへデータを含める）時には設定する事が出来ません。このルールに違反すると異常終了します。参照
RFC4180（93頁）

STREAM_LOCATOR ≪無≫

≪無≫: 環境変数 OUTPUT（88頁）の値が非 0 の時、対象がリダイレクトされたストリームを標準出力（stdout）へ出力
します。

任意文字列: リダイレクトされたストリームを文字列で指定した場所のストリームへ出力します。

「スキーム名+"://"+ストリームの名前」の書式をもつ文字列を指定します。このバージョンで使用可能なスキーム名
には「ipc_pipe」と「named_pipe」があります。

環境変数 FILESIZE（80頁）は STREAM_LOCATORが設定されている場合、0 が指定されたものとみなします。
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この環境変数の詳しい使い方については「18.STREAM_LOCATORの使用方法（140頁）」にある記事を参照してくださ
い。

TAF_DELAY_TIME 60

0≦TAF_DELAY_TIME≦300

インスタンス障害／プロセス障害等のフェイルオーバー開始イベントが発生してから、代替先インスタンスの探索を開
始するまでの待機時間を秒単位で指定します。上記範囲外の数値が指定された場合は 60 が指定されたものとみな
します。

TERMINATOR ≪省略不可≫

データ・ファイル上の隣り合う列のデータ同士を区切る文字か文字列を指定します。通常は「,」（半角カンマ文字）を指
定します。

0xを前置した 16進数表現 ASCII コードを文字、文字列の替わりに使用する事も出来ます。

TIMESTAMP_MASK

TIMESTAMP/TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE 型の書式マスク文字列を指定します。

詳しくは Oracle社の製品マニュアルを参照してください。

グローバリゼーション・サポート・ガイド 

  3 グローバリゼーション・サポート環境の設定 

    3.6 日付および時間を指定するパラメータ 

      3.6.2 時刻書式 

TIMESTAMP_TZ_MASK YYYYMMDDHH24MISSXFFTZHTZM

TIMESTAMP WITH TIME ZONE 型の書式マスク文字列を指定します。

詳しくは Oracle社の製品マニュアルを参照してください。

グローバリゼーション・サポート・ガイド 

  3 グローバリゼーション・サポート環境の設定 

    3.6 日付および時間を指定するパラメータ 

      3.6.2 時刻書式 

THREAD_PRIORITY NORMAL
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MTU から生成されるスレッドの相対優先順位値を設定します。MTU の優先順位クラス：PRIORITY_CLASS（90頁）と、
スレッドの相対優先順位値によって、各スレッドの基本優先順位レベルが決まります。下表は設定可能な値について
説明しています。アルファベットの大文字小文字は区別されますので全て大文字で入力してください。無効な設定値を
設定した時はエラーとはならず、NORMAL が指定されたものとみなします。

事実上 HIGHEST以上の値を設定して得られる有益な効果は殆どありません。

設定値 説明

IDLE プロセスの優先順位クラスが 
IDLE、BELOW_NORMAL、NORMAL、ABOVE_NORMAL、HIGH のいずれかである場
合は、基本優先順位レベルとして 1 を指定します。プロセスの優先順位クラスが、
REALTIMEである場合は、基本優先順位レベルとして 16 を指定します。

LOWEST スレッド標準の相対優先順位値より 2 ポイント低い相対優先順位値を指定します。

BELOW_NORMAL スレッド標準の相対優先順位値より 1 ポイント低い相対優先順位値を指定します。

NORMAL スレッド標準の相対優先順位値を指定します。

ABOVE_NORMAL スレッド標準の相対優先順位値より 1 ポイント高い相対優先順位値を指定します。

HIGHEST スレッド標準の相対優先順位値より 2 ポイント高い相対優先順位値を指定します。

TIME_CRITICAL プロセスの優先順位クラスが 
IDLE、BELOW_NORMAL、NORMAL、ABOVE_NORMAL、HIGH のいずれかである場
合は、基本優先順位レベルとして 15 を指定します。プロセスの優先順位クラスが 
REALTIMEである場合は、基本優先順位レベルとして 31 を指定します。

USERID ≪無≫

接続先の情報をシェルスクリプト内で間接的に参照する為に設定された環境変数です。

MTU の動作に影響を与える事は有りませんが、Env.bat スクリプト中で値が定義され、MTU の起動時引数として 
GetFkrb.bat、GetMeta.bat、GetPlsN.bat、GetPlsP.bat、GetTblN.bat、GetTblP.bat、Install.bat、QikExp.bat、Query.bat、
UnLoad.bat の各スクリプト中で参照されています。7.7.接続先の指定（44頁）参照

USUALPATH ≪無≫

≪無≫  : ダイレクト・パス・ロードが可能な表であればスクリプト出力時にその指定が選択されます。SQL*Loader の起
動時オプションの parfile に_par0.txt がセットされます。

任意文字列  : 常に従来型パス・ロードが選択されます。即ち parfile に_par1.txt がセットされます。

WAIT_SYNC_INTERVAL ≪無≫

障害などでご不便をお掛けした際に弊社の案内の下お使い頂く診断オプションとなっております。
セキュリティー上の配慮から詳しくは非公開とさせて頂いております。 

有効範囲：100 から 600000

WAIT_SYNC_MAXRETRY LONG_MAX

障害などでご不便をお掛けした際に弊社の案内の下お使い頂く診断オプションとなっております。
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セキュリティー上の配慮から詳しくは非公開とさせて頂いております。 

有効範囲：1 から符号付 32ビット整数の最大値

WINTARGET ≪無≫

≪無≫: SQL*Loader の実行時プラットホームが UNIX。

任意文字列: SQL*Loader の実行時プラットホームが Windows。

CSVデータ形式出力でかつ、環境変数 RECLENGTH（92頁）へ任意文字列が指定されていると、レコード間の区切り
文字列に'\r\n'（復帰改行）が使われます。

CSVデータ形式出力でかつ、≪無≫の場合はレコード間の区切り文字列に'\n'（改行のみ）が使われます。

UNIX の場合リターンコードを 1 文字と数え、Windows の場合 2 文字と数えます。例えば１レコード分が１００桁のＣＳＶ
データである場合、そのレコードの先端部分にレコード長を示す数値文字列１０桁が加わり合計１１０桁になります。こ
のとき、この環境変数に任意文字列が設定されていると数値文字列は「0000000102」を示し任意文字列が設定されて
いないと数値文字列は「0000000101」を示します。
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11. 使用方法

マルチ・スレッド・アンローダー はバッチ処理方式のプログラムです。従いましてプログラムの動作に必要な全ての

条件はプログラム実行前に決定され環境変数ファイル env.bat に記述されていなければなりません。実行の前に環境

変数が正しく設定されているかどうか確認して下さい。環境変数の説明については「10. 環境変数について（67頁）」を

参照して下さい。

11.1. 表示項目の共通部分

製品プログラムの全機能は実行中に共通の画面表示を出力します。ここではその出力内容について説明します。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>xxxxxxx 

Multi-threaded Unloader version 4.4                                            (a)
(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.

Windows Server 2019 Release 1809 Datacenter Edition (build 17763), 64-bit native  
(b)
Number of NUMA nodes: 1

Number of physical processor packages: 1
Number of processor cores: 2

Number of logical processors: 2
Number of processor L1/L2/L3 caches: 4/1/0

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxを実行します...                               (c)
クライアント・キャラクタセットID は xxx (xxxxxxxx) です。                      (d)

ネット・サービス名:xxxxxxxxxx へユーザ名:SYSTEM として接続します。 
しばらくお待ちください..... 

Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 - 64bit Production   (e)
With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options

接続先は SYSTEM@xxxxx.xxxxxx.CO.JP (ネット・サービス名:xxxxxxxxxx) です。      (f)
サーバー・タイプは xxxxxxxxx です。                                            (g)

監査接続ＩＤは xxxxx です。                                                    (h)
サーバーの日付時刻は YYYY-MM-DD HH:MI:SS です。                                (i)

対象スキーマは xxxxx です。                                                    (j)
         :           

                       ＜実行中の各機能に特有の表示＞ 
         :           

処理対象となった表の総数      :           xx                                   
ラウンドトリップ（回）        :          xxx                                   (k)

出力バイト総数（kbytes）      :        xx.xx                                   (l)
所要時間（秒）                :        xx.xx                                   (m)

処理速度（kbytes/秒）         :         x.xx                                   (n)
正常終了しました。                                                             (o)
                    
C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>                                                 

a. プログラムの表題がバージョンの符号とともに表示されます。

b. プラット・フォームに関する情報を表示します。前半はオペレーティングシステム、後半はプロセッサに関す

る情報を示します。
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オペレーティングシステムについては GetNativeSystemInfo26という API が戻す値を使用しています。

プロセッサについては GetLogicalProcessorInformation27という API が戻す値を使用しています。

c. 各機能と「xxxxxxx を実行します...」の部分に表示される表題の関係について下記に示します。

表 14 各機能と出力される表題

機能 表題

Install 製品コンポーネントのインストール

UnLoad 表データ・ファイル出力

Query 任意問合せファイル出力

GetMeta スキーマオブジェクト定義 SQL 文出力

d. クライアント・キャラクタセットに関する情報が表示されます。代表的な IDと Oracle キャラクタ・セット名は

下記のようなものがあります。

ここに表示される IDは環境変数 CHARSETID（73頁）で設定内容が反映されます。環境変数

NLS_LANG が指定されている場合は第３セグメントに指定されたキャラクタセットが反映されますが、

CHARSETIDの同時に指定されている場合は CHARSETIDが優先されます。

表 15 Oracle キャラクタ・セット名とキャラクタ・セット ID

ID Oracle キャラクタ・セット名

873 AL32UTF8

871 UTF8

832 JA16SJIS

e. 接続先オラクルデータベースのバージョンが表示されます。

f. プログラムの第１引数に指定した接続先ＩＤのユーザ名にあたる文字列と、１文字分の「@」記号と 

global_name ビューの global_name 列から戻される値が連結されて表示されます。「(ネット・サービス

名:xxxx)」の部分はプログラムの第１引数にネット・サービス名が指定されたときに限り出力されます。

g. 接続先のサーバー・タイプを表示します。DEDICATED と表示された場合は専用サーバー、SHARED と

表示された場合は共有サーバー28へ接続されたことを示します。

h. 監査接続ＩＤを表示します。この値を使うと接続先データベースの v$session 表からこのプログラムの稼動

状況をモニターすることができます。v$session 表は sys ユーザのオブジェクトであるため表示させるため

には sys ユーザで接続するか、select any table システム権限を与えられたユーザで接続しなければなり

ません。問い合わせの例は下記を参考にしてください。

例：select * from v$session where audsid = 監査接続ＩＤ;

また、audit session （システム権限 create session の行使に関する監査）が設定されている場合、この

接続に関する監査証跡が記録されます。問い合わせの例は下記を参考にしてください。

26 http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/ms724340(v=vs.85).aspx
27 http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/ms683194%28v=vs.85%29.aspx
28 専用サーバー接続と共有サーバー接続の違いについて一般に言える事は下記の通りです。共有サーバー構成は多数のネットワ

ーク接続から送られてくる短くて到着頻度の高い要求を処理するのに向いています。比較的少数のサーバー・プロセス生成で要求

に応えられる為、サーバ・システムに搭載されたメモリに占める総 PGA サイズの割当てを少なくできるため余剰なメモリを他の需要

に融通できるメリットがあります。専用サーバ構成は最大の入出力性能を要求される処理に向いています。サーバー・プロセスが接

続毎に生成される為、メモリ消費量の変動が著しく共有サーバー構成よりも重点的に監視を続ける必要があります。
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例：select * from dba_audit_session where sessionid = 監査接続ＩＤ;

ローカル接続のうちパスワードファイル認証以外の認証方式（ＯＳ認証、外部認証サーバによる認証）では

監査対象外の接続なので 0 が戻されます。

i. サーバ・コンピュータから戻される日付時刻が表示されます。

j. 処理対象のスキーマが表示されます。環境変数 SRC_USER（98頁） に指定した値と同じです。

k. 実行ユーザへ SELECT ANY TABLE システム権限か、あるいは SYS ユーザのV_$SESSTAT 表、

V_$SESSION 表、V_$STATNAME 表の全てに対する SELECT 権限が付与されている場合に限り表示さ

れます。表示される数値はサーバー・クライアント間を往復した通信の回数を示しています。環境変数

BULK_SIZE（72頁）の値を大きくすればするほどラウンドトリップの回数は減り、特に WAN などの低速リ

ンクを介した接続を使用しているときにパフォーマンスの改善が図れます。

l. プログラムがファイル出力したデータ量をキロバイト数で表示します。1kbytes は 1024bytesを示します。

端数は小数点第３位以下が切り捨てられます。

m. プログラムがデータベースへ接続してから機能を実行し終わるまでの所要時間を秒で表示します。

端数は小数点第３位以下が切り捨てられます。

n. 出力バイト総数を所要時間で除した数値が表示されます。端数は小数点第３位以下が切り捨てられます。

この数値はパフォーマンスを定量する為の目安となります。この数値に影響を与える要因として依存度の

高いものから挙げると、(1)製品プログラムを実行するコンピュータの性能、(2)ネットワークのデータ転送速

度、及び(3)データベースが稼動するコンピュータの性能となります。

o. プログラムがエラー無しで終了した場合、例のとおり表示されます。このときデータベースに対してコミット

が実行されます。エラーが発生した場合「異常終了しました。」と表示され、データベースに対してロールバ

ックが実行されます。また、プログラム実行中に CTRL-C の入力が行われユーザから中断が要求された

場合、「要求により中断しました。」と表示されロールバックが実行されます。

11.2. UnLoad 機能

1. コマンドプロンプトを表示させ、製品フォルダ（40頁）にある Env.batをテキストエディタで編集します。Env.bat

に設定されている環境変数に関する説明は「10. 環境変数について（67頁）」を参照して下さい。

2. Env.batを保存した後、UnLoad.batを実行します。

3. 以下に画面表示の説明をします。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>unload
Multi-threaded Unloader version 4.4

                  ：                                 ：                            
                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 

                  ：                                 ：                            
表に含まれている行数の測定    :            5:    0.00                            (a)

複数の接続を確立します。要求された並列度は 4 です。
整合性制約情報-Z              :           19:    0.00

整合性制約情報-B              :            4:    0.28
出力対象の表名                :            8:    0.39

複数の接続を確立します。要求された並列度は 4 です。
データ・ファイルと制御ファイルを出力中です。output                               (b)

TableName                     :      NumRows:  Elapse:Rows/s:Bytes: kB/s:   Len  (c)
DEPT                          :            4:    0.01:   279: 160.:   11:   40.

EMP                           :           12:    0.01:  1070: 869.:   76:   72.
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SALGRADE                      :            5:    0.01:   517: 182.:   18:   36.

TEST18                      P2:            2:    0.01:   154: 122.:    9:   61.
TEST1                         :            1:    0.02:    40: 245.:   10:  245.

FK constraints                :            1:    0.18
PK or AK constraints          :            3:    0.00

セグメント属性                :          172:    2.45
一意キー制約の構成列名        :            5:    0.00

参照整合性制約の構成列名      :            1:    0.00
関数ベース索引式              :            4:    0.43

サブパーティション化キー列名  :            7:    0.01
パーティション化キー列名      :           12:    0.02

列属性                        :          342:    0.01
索引サブパーティション属性    :           16:    0.02

表サブパーティション属性      :           48:    0.03
索引構成列名                  :           38:    0.02

索引パーティション属性        :           20:    0.05
表パーティション属性          :           28:    0.03

パーティション索引属性        :           10:    0.01
パーティション表属性          :            7:    0.01

表属性                        :           29:    0.02
索引属性                      :            4:    0.01

SQL*Loader のコマンド行作成   :            8
処理対象となった表の総数      :            8                                     (d)

ラウンドトリップ（回）        :          315
出力バイト総数（kbytes）      :        11.19

所要時間（秒）                :         5.47
処理速度（kbytes/秒）         :         2.04

正常終了しました。                                                               (e)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

a. 環境変数 LISTTABLE（83頁）, LISTEXCPT（83頁）, FILETABLE（81頁）, FILEEXCPT（79頁） へ指

定した値に該当するそれぞれの表について行数を調べます。この行数が環境変数 NUM_ROWS（87頁）

へ設定した値に満たない場合、その表をデータ取り出しの対象から外します。

b. データ・ファイルと制御ファイルを出力する先のディレクトリ名が表示されます。このディレクトリ名は環境変

数 OUTPUT（88頁）に指定された値が使われます。

c. データ・ファイルと制御ファイルの出力対象になっている表の以下の属性を示します。

表 16 UnLoad 時に表示される情報

項目名 説明

TableName 表の名前 (または環境変数 PARTITIONING（89頁）が指定されていてかつ表がパーティショニン
グされているときはパーティション、またはサブ･パーティション名が併せて表示されます)

NumRows 出力した行数

Elapse 所要時間（単位：秒）

Rows/s １秒あたりの平均出力行数

Bytes 出力バイト数。バイト数の位取りに応じて最も右側の桁が”.”,”k”,”M”,”G”,”T”,”P”という表示に
代わります。これはそれぞれ 10 の 0乗、10 の 3乗、10 の 6乗、10 の 9乗、10 の 12乗、10 の
15乗を意味しています。

kB/s １秒あたりの平均出力キロバイト数
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項目名 説明

Len １行あたりの平均バイト数

各属性のバイト数には環境変数 STREAM_LOCATOR（99頁）と ENCLOSER, ENCLOSER2（76頁）に

指定した区切文字（または区切文字列）及び改行文字の文字数も含みます。１秒あたりの平均出力行数の

端数は小数点第１位以下が切り捨てられます。１行あたりの平均バイト数は小数点第１位以下が切り捨て

られます。この平均バイト数はデータ・ファイルへ出力したときのサイズであって、Oracle 内部に格納され

ている状態の行のサイズと相関はありますが関数ではありません。従いましてこの値を領域サイズ見積も

りに使用するのは適切でないので予めご了承の上お使いください。

環境変数 BULK_SIZE（72頁） と FEEDBACK（78頁）を乗じた数の行数が取り出される度に表示が更新

されます。

FEEDBACK が 0 の場合、(c)は表示されません。また CTRL-C が入力され、プログラムの中断が要求さ

れると FEEDBACK の値に関係なく「CAN」と表示されます。

d. データ・ファイルと制御ファイルの出力対象になった表の総数が表示されます。

e. 「正常終了しました。」が表示されたら環境変数 OUTPUT（88頁）へ指定したディレクトリにデータ・ファイル

やスクリプトファイルが出力されていることを確認して下さい。以下、実際にデータ・ファイルを出力した例を

引用しながら説明します。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>dir output
 ドライブ C のボリューム ラベルは HD01 です

 ボリューム シリアル番号は 1431-E578 です

 C:\borland\USER\mtu のディレクトリ

2008/08/01  10:19    <DIR>          .
2008/08/01  10:19    <DIR>          ..

2008/08/01  10:19               304 DEPT.ctl                                   (a)
2008/08/01  10:19               160 DEPT.dat                                   (b)

2008/08/01  10:19               697 DEPT_DEPS.sql                              (c)
2008/08/01  10:19               631 EMP.ctl

2008/08/01  10:19               869 EMP.dat
2008/08/01  10:19               651 EMP_DEPS.sql

2008/08/01  10:19               303 SALGRADE.ctl
2008/08/01  10:19               182 SALGRADE.dat

2008/08/01  10:19               318 SALGRADE_DEPS.sql
2008/08/01  10:19               910 TEST1.ctl

2008/08/01  10:19               245 TEST1.dat
2008/08/01  10:19             1,195 TEST18_DEPS.sql

2008/08/01  10:19               592 TEST18_P1.ctl                              (d)
2008/08/01  10:19                 0 TEST18_P1.dat                              (e)

2008/08/01  10:19               592 TEST18_P2.ctl
2008/08/01  10:19               122 TEST18_P2.dat

2008/08/01  10:19               592 TEST18_P3.ctl
2008/08/01  10:19                 0 TEST18_P3.dat

2008/08/01  10:19               592 TEST18_P4.ctl
2008/08/01  10:19                 0 TEST18_P4.dat

2008/08/01  10:19               312 TEST1_DEPS.sql
2008/08/01  10:19                 0 TEST1_R0000000001_C0006.clo                (f)

2008/08/01  10:19               229 _conn.sql                                  (g)
2008/08/01  10:19             1,459 _disable_deps.sql                          (h)

2008/08/01  10:19               141 _duration.log                              (i)
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2008/08/01  10:19               729 _make.bat                                  (j)

2008/08/01  10:19                65 _par0.txt                                  (k)
2008/08/01  10:19               102 _par1.txt                                  (l)

2008/08/01  10:19                31 _wait_here.bat                             (m)
              28 個のファイル              11,882 バイト

               2 個のディレクトリ  25,260,097,536 バイトの空き領域

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

a. 表データに関するファイルは全てファイル名先頭辞として表の名前が与えられています。表の名前を持つ

ファイルのうち、拡張子に「ctl」がついているものは SQL*Loader 用の制御ファイルです。制御ファイルは

環境変数 SUPPRESS_CTRLF（99頁）へ任意の文字列を設定することにより出力を止める事が可能です。

b. また拡張子に「dat」がついているものはデータ・ファイルです。データ・ファイルの拡張子は環境変数

DATAEXT（74頁）へ任意の文字列を設定することにより変更することが出来ます。

データ・ファイルは環境変数 CHARSETID（73頁）に設定されたキャラクタ・セット IDによってエンコーディ

ングが変化します。詳しくは「12.Unicode 対応について (122頁)」を参照してください。

c. 拡張子が「sql」で、先頭辞に表の名前が与えられているファイルは、表に付随する索引を定義し、整合性

制約、データベース・トリガー、およびその表の候補キーを外部キーに持つ表の参照整合性制約を有効化

するスクリプトが記述されています。

このスクリプトには STATUS が DISABLE の整合性制約またはトリガーは含まれません。また INSERT 

及び DELETE 操作に対する文／行トリガーが含まれます。

d. 環境変数 PARTITIONING（89頁）へ文字列が設定されている時はパーティション名かサブパーティション

名が制御ファイルのファイル名に追加されます。

e. データ・ファイルについても制御ファイル同様に環境変数 PARTITIONING（89頁）へ設定された値の影響

を受けます。

f. 拡張子に「blo」または「clo」がついているファイルはそれぞれ BLOB型、CLOB型（または NCLOB）の

LOB値を格納したファイルです。拡張子の名前は環境変数 EXTNAMECLOB（77頁）及び

EXTNAMEBLOB（77頁）を設定することにより変更することが出来ます。ファイル名はアンダーバーで区

切られた３つの部分文字列で構成されています。最初の文字列はその LOB値が含まれていた表の名前

を示します。２番目の文字列は「R」で始まり、以降１０桁の数字になっており、LOB値の含まれていた行を

示します。３番目の文字列は「C」で始まり、以降４桁の数字になっており、LOB値の含まれていた列を示し

ます。

clo ファイルは環境変数 CHARSETID（73頁）に設定されたキャラクタ・セット IDによってエンコーディング

が変化します。詳しくは「12.Unicode 対応について (122頁)」を参照してください。

LOB出力に関する詳細については「22.LOB出力機能について（154頁）」にある記事もご参照ください。

表の名前とは無関係でアンダーバーが前置されているファイル名を持つファイルは、SQL*Loaderを介して表にデ

ータを戻す際に利用できる、管理的作業の為のスクリプトが保存されています。以下は管理的作業の為のスクリプトに

ついての説明です。これらのファイルは環境変数 SKIPSCR（97頁）の設定によって出力を制御することが出来ます。

g. _conn.sql にはロード予定先の接続情報が格納されています。このスクリプトは他の拡張子「sql」を持つス

クリプトから SQL*Plus の「@」コマンドを使って呼び出されます。このファイルに含まれる CONNECT 文

のパラメータは環境変数 DST_INFO（75頁） へ指定した文字列が設定されます。

h. _disable_deps.sql は索引を削除し、整合性制約とトリガーを無効化するスクリプトです。STATUS が 

DISABLE の整合性制約またはトリガーは含まれません。INSERT 及び DELETE 操作に対する文／行ト

リガーが含まれます。環境変数 MNGSCROUT へ指定した値により文が実行されるかどうかを制御するこ

とが出来ます。_make.bat の中でデータロード後に実行されます。

i. オーバーラップ分析用ログファイルです。並列度設定の妥当性を評価するのに役立つ情報が含まれます。
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環境変数 FILEDURATION（79頁） を設定することにより、出力場所や他のファイル名を変更可能です。

j. _make.bat は出力したファイルを使って再ロード処理を一括実行するための Windows 用のシェル・スクリ

プトです。

k. _par0.txt は SQL*Loaderでダイレクト・パス・ロードを実行させるためのコマンドライン・オプションが含ま

れたパラメータ・ファイルです。このファイルに含まれる USERID パラメータは環境変数 DST_INFO（75
頁） へ指定した文字列が設定されます。

l. _par1.txt は SQL*Loaderで従来型パス・ロードを実行させるためのコマンドライン・オプションが含まれた

パラメータ・ファイルです。このファイルに含まれる USERID パラメータは環境変数 DST_INFO へ指定し

た文字列が設定されます。

m. _wait_here.bat には再ロード時の機能的役割はありません。しかし_make.bat にその呼び出し文が記述さ

れているのは、MPX によって_make.bat が実行された場合に、そのステップで並列実行中の全ての処理

を同期化する目的があるためです。

この他、環境変数 LOADMETHOD（83頁）に INSERT が指定されていた場合に限り、_trunc.sql というフ

ァイル名のスクリプトが出力されます。このファイルには出力対象表にまとめて truncate table を実行した

後、可能であれば truncate table によって生じた追加エクステント解放後の断片化した空き領域のコアレ

ス（結合）を行う処理が記述されています。

11.3. Query 機能

1. コマンドプロンプトを表示させ、製品フォルダ（40頁）にある Env.batをテキストエディタで編集します。Env.bat

に設定されている環境変数に関する説明は「10. 環境変数について（67頁）」を参照して下さい。

2. Env.batを保存した後、Query.batを実行します。

3. 以下に画面表示の説明をします。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>query

Multi-threaded Unloader version 4.4
                    ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                    ：                                 ：

任意問い合わせファイルを 1 個読込みました。(QUERYFIX) qryfix\*.sql               (a)
任意問い合わせファイルを 2 個読込みました。(QUERYVAR) qryvar\*.sql

バインド変数定義ファイルを読込みます。input\bind.dat                             (b)
:b_job                        :SALESMAN

:b_sal                        :        1,300
:b_hiredate                   :1980-01-01

複数の接続を確立します。要求された並列度は 4 です。
データ・ファイルと制御ファイルを出力中です。output

TableName                     :      NumRows:  Elapse:Rows/s:Bytes: kB/s:   Len  (c)
SQL*Loader のコマンド行作成   :            3:    0.01

DEPT                          :            4:    0.02:   224: 128.:    7:   32.
EMP                           :            2:    0.02:   124: 151.:    9:   75.

SAL_AVG                       :            3:    0.01:   231: 113.:    8:   37.
処理対象となった表の総数      :            3                                     (d)

ラウンドトリップ（回）        :           76
出力バイト総数（kbytes）      :         1.96

所要時間（秒）                :         0.86
処理速度（kbytes/秒）         :         2.27
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正常終了しました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

a. 任意問い合わせが含まれているファイルを環境変数 QUERYVAR（92頁）、QUERYFIX（91頁） の示す

ディレクトリから読み込みます。ＣＳＶと固定長データ形式のどちらで出力するかに応じて任意問合せファイ

ルの置き場所を何れかに決めます。環境変数 QUERYFILENAME（92頁）や、環境変数

EXTNAMESQL（77頁）に任意文字列が指定されているとその文字列にマッチする名前のファイルだけを

読み込みます。文字列にはワイルドカード文字（半角アスタリスクと半角クエスチョンマーク）を含めること

ができます。使用しない任意問い合わせファイルは拡張子を（例えば .bak などと）改名しておけば Query 
はこのファイルの読込をスキップします。任意問い合わせが含まれているファイルの名前は半角３０文字以

内で指定して下さい。出力結果の CSVファイルを特定のテーブルに再ロードすることが予めわかっている

場合には任意問い合わせファイルの名前にはそのテーブルの名前を付けておくとよいでしょう。またこのフ

ァイル名に半角アルファベット文字を使用する場合には大文字を使用したほうがよいでしょう。

b. 入力変数が定義されているファイルの場所を表示します。環境変数 INPUT（82頁）の示すディレクトリ位置に

ある環境変数 FILEBIND（78頁）の示す名前のファイル名から、バインド変数の定義情報を取得します。バイン

ド変数は key=value の形式で定義します。key にはバインド変数名、value には変数の値を記述します。

value を単一引用符（シングルクオーテーション）で囲むとその変数は文字列型として取り扱います。単一引用

符で囲まれていなければその変数は整数型として取り扱います。固定小数点、浮動小数点の値をバインド変数

へ与えることは出来ません。日付型の列に関する述語は、任意問い合わせの比較式の右辺に to_date関数を

置き、第一引数としてバインド変数名、第二引数としてその文字列をパースする為の書式マスクを渡して用意し

て下さい。環境変数 DATE_MASK（74頁）と日付値の書式が一致してる場合は暗黙の型変換が行われるため

to_date関数は必要ありません。

c. データ・ファイルと制御ファイルの出力対象になっている表の以下の属性を示します。表 16 UnLoad 時に

表示される情報（106頁）を参照してください。

d. 各属性のバイト数には環境変数 STREAM_LOCATOR（99頁）、ENCLOSER, ENCLOSER2（76頁） に

指定した区切文字（または区切文字列）及び改行文字の文字数も含みます。１秒あたりの平均出力行数の

端数は小数点第１位以下が切り捨てられます。１行あたりの平均バイト数は小数点第１位以下が切り捨て

られます。この平均バイト数はデータ・ファイルへ出力したときのサイズであって、Oracle 内部に格納され

ている状態の行のサイズと相関はありますが関数ではありません。従いましてこの値を領域サイズ見積も

りに使用するのは適切でないので予めご了承の上お使いください。環境変数 BULK_SIZE（72頁）と

FEEDBACK（78頁）を乗じた数の行数が取り出される度に表示が更新されます。FEEDBACK が 0 の場

合、(c)は表示されません。また CTRL-C が入力され、プログラムの中断が要求されると FEEDBACK の

値に関係なく「CAN」と表示されます。

e. データ・ファイルと制御ファイルの出力対象になった表の総数が表示されます。「正常終了しました。」が表

示されたら環境変数 OUTPUT（88頁）へ指定したディレクトリにデータ・ファイルやスクリプトファイルが出

力されていることを確認して下さい。

11.4. クイック・エクスポート機能

11.4.1. MTU.xla アドイン

MTU.xla アドインは Office 2013 以降からサポートされなくなりました。将来のバージ

ョンで廃止される予定です。

最初に使用するときだけ１から７までの手順を実施してください。
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1. プログラムフォルダにある、MTU.xlaを AddIns ディレクトリへコピーします。製品メニューの「コマンド・プロン

プト」を表示して下記のコマンドを実行してください。

call platform.bat

copy "%MTU_EXEC_DIR%MTU.xla" "%APPDATA%\Microsoft\addIns"

2. Microsoft Excelを起動します。

3. (Office Xp以下の場合)メニューバーから[ツール]-[アドイン]を選択します。

4. (Office 2007 の場合)[Office ボタン]-[Excel のオプション]-[アドイン]-[Excel アドイン]-[設定]を選択します。

5. 表示されたアドインダイアログボックスの

[参照]ボタンを選択します。

6.  [ファイルの参照]コモンダイアログボックス

から[MTU.xla]を選択します。
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7. [アドイン]ダイアログボックスのリストに

[MTU]というアイテムが追加され、チェック

ボックスがチェックされている事を確認し、

[OK]ボタンを選択します。

8. Excelューバーへ新しく[マルチ・スレッド・アンローダー]というアイテムが追加された事を確認します。

9. メニューから[マルチ・スレッド・アンローダー]-[Quick Export]を選択します。[Oracle® SQL*Loader]というメ

ニューは現在使用できません。

10. 続いて、図 4:MTU Quick Export ダイアログボック

ス（113頁）が表示されます。
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図 3::Excel アドインメニュー (Office 2007以上)



a. 接続先のユーザ名を入力してください。「26.プログ

ラムの引数（26頁）」の第一引数で指定する内容を

入力してください。

b. 接続先のパスワードを入力してください。

c. 接続先のDB別名を入力してください。

d. 問い合わせる表やビューが接続先とは異なるスキ

ーマにある場合、その名前を入力してください。環

境変数 SRC_USER（98頁）へ設定する値と同一で

す。

e. 問合せの SELECT 文を入力してください。末尾に

は必ず半角セミコロンを入力してくださ

い。環境変数 QUERYVAR（92頁）へ指定する値と

同一です。

f. 問合せがプレースフォルダを含んでいる場合には、

バインド変数の定義を key=value 形式で与えてくだ

さい。プレースフォルダが複数種類あるときは定義

をカンマで区切って複数与える事ができます。環境

変数 FILEBIND（78頁）へ指定する値と同一です。

g. 問い合わせたデータを格納する先のワークシート

の名前を記述してください。

h. 実行形式ファイルが置かれている場所を入力する

か、ボタンを押してコモンダイアログボックスで選択

してください。

i. 実行時のログを格納する先のファイル名を入力して

ください。ボタンを押して格納先のディレクトリとファ

イル名を選ぶ事もできます。

j. [実行]ボタンは、全ての入力が終わった後、問合せ

を開始するために押す事ができます。

k. [ログ]ボタンは、実行時ログの内容を確認するため

のダイアログボックスを開く事ができます。

l. [保存]ボタンは、このダイアログで入力した情報を

次回も利用したいときに使います。

m. [閉じる]ボタンは、このダイアログを閉じる時に使い

ます。
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[ページ２]について初期表示値を確認し、変更したいも

のがあれば入力してください。

n. Oracle DATE 型の書式を指定するのに使用しま

す。環境変数DATE_MASK（74頁）へ指定する値

と同一です。

o. Oracle TIMESTAMP 型、および TIMESTAMP 

WITH LOCAL TIME ZONE 型の書式を指定する

のに使用します。環境変数

TIMESTAMP_MASK（100頁）へ指定する値と同

一です。

p. Oracle TIMESTAMP WITH TIME ZONE 型の書

式を指定するのに使用します。環境変数

TIMESTAMP_TZ_MASK（100頁）へ指定する値と

同一です。

q. Oracle LONG 型を読取る時の最大バイト数を指

定します。この値を超える部分のデータは切り捨て

られます。環境変数 MAXLONGSIZE（84頁）へ指

定する値と同一です。

r. Oracle 浮動小数点型の書式を指定するのに使用

します。環境変数 FPNUMFMT（81頁）へ指定する

値と同一です。

11. 入力値を確認後、[実行]ボタンを選択します。MTU が呼び出され、正常終了の場合、データがワークシート

へ書き込まれます。データが大量に戻される場合は、処理が完了するまで画面がハングしたような状態にな

りますのでご了承ください。
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12. [ログ]ボタンを押すと MTU の画面出

力をダイアログ表示する事ができます。

下記にその事例を示します。

11.4.2. QikExp.bat スクリプト

1. コマンドプロンプトを表示させ、製品フォルダ（40頁）にある、QikExp.bat スクリプトを実行します。

2. 以下に画面表示の説明をします。プロンプトに表示される角カッコ内の文字は入力を省略した時に、入力し

たものとみなされるデフォルト値です。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>QikExp
接続先 [SYSTEM/*]: SYSTEM/*@O111UTF8                                             (a)

スキーマ [SCOTT]:                                                                (b)
問合せ [select * into EMP from EMP]:                                             (c)

バインド変数 [:b_job="SALESMAN"]:                                                (d)
出力先 [output]:                                                                 (e)

使用する区切文字 [0x09:0x22::]:                                                  (f)
設定内容を保存しますか？ ( y, n or q ) [n]: y                                    (g)

設定内容を QikExp.dat へ保存しました。
Multi-threaded Unloader version 4.4

                    ：                                 ：
                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 

                    ：                                 ：
データ・ファイルと制御ファイルを出力中です。output

TableName                     :      NumRows:  Elapse:Rows/s:Bytes: kB/s:   Len
EMP                           :           14:    0.02:   691: 905.:   44:   64.

処理対象となった表の総数      :            1
ラウンドトリップ（回）        :           63

出力バイト総数（kbytes）      :         1.51
所要時間（秒）                :        16.85

処理速度（kbytes/秒）         :         0.09

a. 接続先の情報を入力します。「26.プログラムの引数（26頁）」の第一引数で指定する内容を入力してくださ

い。
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b. 前の手順で指定した接続先と異なるスキーマにある表をアクセスする場合にはそのスキーマ名を入力して

ください。環境変数 SRC_USER（98頁）へ設定する値と同一です。

c. 問合せの SELECT 文を入力してください。環境変数 QUERYVAR（92頁）へ指定する値と同一です。

d. 問合せがプレースフォルダを含んでいる場合には、バインド変数の定義を key=value 形式で与えてくださ

い。プレースフォルダが複数種類あるときは定義をカンマで区切って複数与える事ができます。環境変数

FILEBIND（78頁）へ指定する値と同一です。

e. データ・ファイルの出力先フォルダを入力してください。環境変数 OUTPUT（88頁）へ指定する値と同一で

す。

f. 列の値を区切るための文字セットを所定の書式で入力してください。環境変数

EMBED_COLUMN_NAME（75頁）へ指定する値と同一です。

g. ３つの選択肢はそれぞれ下記の意味があります。状況に応じて適切なものを選択してください。

選択肢 意味

Y 入力した内容を次の実行の時に、デフォルト値として使えるよう QikExp.dat

へ保存し、問合せを開始します。

N 入力した内容な保存せず、そのまま問合せを開始します。

Q 入力した内容な保存せず、問合せも中止します。

11.5. Reload 機能

1. コマンドプロンプトを表示させ、製品フォルダ（40頁）にある Env.batをテキストエディタで編集します。Env.bat

に設定されている環境変数に関する説明は「10. 環境変数について（67頁）」を参照して下さい。

2. Env.batを保存した後、Reload.batを実行します。オプション引数を１つ指定することができます。この引数を

指定したときの動作については「11.6.リロード時の接続先変更（119頁）」にある記事をご覧下さい。

3. 以下に画面表示の説明をします。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>reload
Multiplexed Process eXecutor version 1.8.2                                       (a)

(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.
Parallel degree is 2.                                                            (b)

Processes will run with BELOW_NORMAL priority class.                             (c)
Show window mode is 6.                                                           (d)

"sqlldr,sqlplus" will be executed in parallel.                                   (e)
Returned value from "findstr" will be ignored.                                   (f)

Startup directory is "output".                                                   (g)
STDOUT from the child processes will be stored to "_stdout.log".                 (h)

Reading "_make.bat".                                                             (i)
Waiting.

    1/  10 completed.    3.33s elapsed.; sqlplus /nolog @_disable_deps           (j)
Synchronized.

    3/  10 completed.    3.79s elapsed.; sqlldr parfile=_par1.txt rows=10000 
control=DEPT
    2/  10 completed.    3.80s elapsed.; sqlldr parfile=_par1.txt rows=10000 
control=EMP

Waiting.
    4/  10 completed.    4.67s elapsed.; sqlldr parfile=_par1.txt rows=10000 
control=SALGRADE
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Synchronized.

    5/  10 completed.    1.20s elapsed.; sqlplus /nolog @EMP_DEPS
Waiting.

    6/  10 completed.    1.24s elapsed.; sqlplus /nolog @DEPT_DEPS
    7/  10 completed.    2.02s elapsed.; sqlplus /nolog @SALGRADE_DEPS

Synchronized.
    8/  10 failed with rc=1, but ignored.    0.40s elapsed.; findstr /n "ORA-" *.log
> _errm.txt

    9/  10 failed with rc=1, but ignored.    0.23s elapsed.; findstr /n 
"SQL\*Loader-" *.log >> _errm.txt
   10/  10 failed with rc=1, but ignored.    0.22s elapsed.; findstr /n "拒否されま
した。" *.log >> _errm.txt

The process spent 11.334s and passed over a prescribed section 1 time(s).        (k)
Completed successfully.                                                          (l)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

a. Reload.batでは製品にバンドルされている、弊社オリジナルユーティリティー「プロセス多重化実行ユーテ

ィリティー(通称：MPX、実行形式ファイル:mpx.exe)」が内部で呼び出されています。ここでは MPX のバナ

ーが表示されているのでバージョンなどを確認してください。

表 17 MTU とバンドルされている MPX のバージョンの関係

MTU のバージョン バンドルされた MPX のバージョン

v4.4 V1.8.x

MPX の取り扱いについてはプログラムフォルダにある「プロセス多重化実行ユーティリティー取扱説明書

（ファイル名：readme_mpx.pdf）」をご覧下さい。表 9:製品フォルダとプログラムフォルダ（40頁）参照。

b. プログラム実行時の並列度が表示されます。この値は env.bat の環境変数 PARALLELISM（90頁）へ設

定された半分の値が採用されます。一般に Unload に比べReload は並列度を上げ難く、Unload よりも小

さくなるように設定しています。これを変更したい場合はReload.bat中の下記の計算式を変更してお使い

下さい。

set /a MULTIPLE=%PARALLELISM%/2

c. MPX から起動されるプログラムの優先順位クラスが表示されます。この値は env.bat の環境変数

PRIORITY_CLASS（90頁）へ設定されたものです。MPXで動作させる他のプログラムへの影響を考慮し

て決めてください。

他に優先すべきバッチ処理や、レスポンスタイムへの厳しい要求を満たす必要のある GUI プログラムが同

じコンピュータ上で動作する場合、MORMAL以上の優先順位クラスを与えるべきではありません。

d. MPX から起動されるプログラムの画面表示状態が表示されます。この値を変更するにはReload.bat のス

テートメント中の/swスイッチに与える引数を書換えてください。

"%EXEC_MPX%" /pa %MULTIPLE% /pc %PRIORITY_CLASS% /sw 6 %SW_M% /i "findstr" /d "%OUTPUT%" 

%SW_CSI% %SW_CSO% /trc "_trc_mpx.txt" /c "_make.bat"

表 18 /sw スイッチの引数

引数 説明

0 SW_HIDE プロセスのコンソールを表示しない
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1 SW_NORMAL プロセスのコンソールを表示する

6 SW_MINIMIZE プロセスのコンソールを最小化する

e. MPX から起動されるプログラムの内、並列処理するものがカンマ区切りリストで表示されます。この値を変

更するにはReload.bat のステートメント中の/m スイッチに与える引数を書換えてください。

set SW_M=/m "%EXEC_LOAD%,%EXEC_PLUS%"

Reload.batで引用されている%EXEC_LOAD%、%EXEC_PLUS%は env.bat に定義がありそれぞれ sqlldr, 

sqlplus と読みかえられます。

f. MPX から起動されるプログラムの内、戻り値が非 0を戻してもMPXを異常終了させないプログラムが表

示されます。findstr という Windows の外部コマンドは検索対象が見つからないと非 0を戻します。

従いましてOracleエラーメッセージがログから検出された場合に MPX が異常終了しては都合が悪いの

で戻り値を無視するようにしています。

g. MPX から起動されるプログラムへ実行時に与えられるカレントディレクトリを示します。この値を変更する

にはReload.bat のステートメント中の/d スイッチに与える引数を書換えてください。

"%EXEC_MPX%" /pa %MULTIPLE% /pc %PRIORITY_CLASS% /sw 6 %SW_M% /i "findstr" /d "%OUTPUT%" 

%SW_CSI% %SW_CSO% /trc "_trc_mpx.txt" /c "_make.bat"

Reload.batで引用されている%OUTPUT%は env.bat の環境変数 OUTPUT（88頁）へ設定されたもので

す。

h. MPX から起動されるプログラムがコンソールアプリケーションである場合、その標準出力をテキストファイ

ルへリダイレクトする事ができます。上記の例はそのリダイレクト先を表示しています。MPX はその他にも

標準出力をダイアログボックスへ表示する事も可能です。その場合は Reload.bat中の下記のステートメン

トを

rem set SW_CSO=

set SW_CSO=/cso _stdout.log

コメントの場所を入替え、下記のように書換えてください。

set SW_CSO=

rem set SW_CSO=/cso _stdout.log

上記設定により右記のようなダイアログボッ

クスを表示する事も可能です。

i. MPX が実行するバッチスクリプトファイルが表示されます。この値を変更するには Reload.bat のステート
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メント中の/c スイッチに与える引数を書換えてください。/d が指定されていない場合、スクリプトファイルは

カレントディレクトリにあるものと仮定されます。/d が指定されているとスクリプトファイルは/d に指定した

ディレクトリの下にあるものと仮定されます。

"%EXEC_MPX%" /pa %MULTIPLE% /pc %PRIORITY_CLASS% /sw 6 %SW_M% /i "findstr" /d "%OUTPUT%" 

%SW_CSI% %SW_CSO% /trc "_trc_mpx.txt" /c "_make.bat"

j. 前述のスクリプトファイルにあるステートメントの実行中／実行後の状態を示します。

• 左端の分数部分は分子に実行中ステートメントの行番号、分母にスクリプト全体の行数が示されます。

• 中ほどにある “N.NN elapsed.”と表示された部分はステートメントの経過秒数が示されます。

• 右端の部分は実行されたステートメントが示されます。

k. MPX 全体の終了時点での経過時間他、統計情報が示されます。

l. MPX 終了時のステータスが表示されます。

表 19 MPX の終了時ステータス

スクリプト内のコマンド実行結果 表示されるステータス MPX の戻り値

全て正常終了 Completed successfully. 0

ひとつ以上異常終了 Failed with an error. 非 0

11.6. リロード時の接続先変更

• Re.load.bat スクリプトにオプションの引数１つを指定することができます。これは、環境変数 DST_INFO（75頁）

で指定した当初のリロード先とは異なる接続先へデータをリロードしたい場合に指定します。

• 指定に当たっては次の書式で接続先文字列を与えてください。下の書式はローカル接続の場合です。

<username>/<password>@<db_alias>

または

<username>/<password>

• 接続先文字列に含まれる３つ（または２つ）の要素中でDST_INFO に指定したものと同じものは、省略すること

ができます。変更したいものだけを記述してください。但し、リモート接続の場合の”/”と”@”、ローカル接続の場

合の”/”は省略することはできないのでご注意ください。

• Oracle のバージョンが 10g 未満の場合はこの機能を使用することができませんのでご注意ください。

• この機能は「パスワードの秘匿化について（125頁）」に記載された、パスワード秘匿化機能とは組み合わせて

使用することができませんのであらかじめご了承ください。

• リロード先を変更はあて先の指定を間違えると、回復困難なデータ消失を招くことがあります。繰り返しテストを

行い、期待通りの動作であることを試験的な環境で十分確認してからご利用ください。

11.7. GetMeta 機能

1. コマンドプロンプトを表示させ、製品フォルダ（40頁）にある Env.batをテキストエディタで編集します。Env.bat

に設定されている環境変数に関する説明は「10. 環境変数について（67頁）」を参照して下さい。

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 119 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



2. Env.batを保存した後、GetMeta.batを実行します。

3. 以下に画面表示の説明をします。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>getmeta

Multi-threaded Unloader version 4.4
                    ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                    ：                                 ：

スキーマオブジェクト定義 SQL文を出力中です。output\meta.sql                      (a)
依存関係情報-Z                :            6:    0.31                            (b)

依存関係情報-A                :           25:    0.47
セグメント属性                :          172:    3.06

整合性制約情報-Z              :            4:    0.03
整合性制約情報-A              :           22:    0.43

一意キー制約の構成列名        :           24:    0.05
参照整合性制約の構成列名      :            1:    0.00

列属性                        :          342:    0.03
サブパーティション化キー列名  :            7:    0.17

パーティション化キー列名      :           12:    0.18
表サブパーティション属性      :           48:    0.09

表パーティション属性          :           28:    0.15
パーティション表属性          :            7:    0.04

表属性                        :           29:    0.21
関数ベース索引式              :            4:    1.18

索引構成列名                  :           38:    0.12
索引サブパーティション属性    :           16:    0.43

索引パーティション属性        :           20:    0.43
パーティション索引属性        :           10:    0.03

索引属性                      :           22:    0.24
ハッシュ関数の定義            :            1:    0.23

クラスタ属性                  :            2:    0.08
クラスタ定義出力              :            2:    0.00

親子関係情報-1                :            6:    0.00
親子関係情報-A                :           28:    0.38

クラスタキー列割当            :            4:    0.08
効力のあるキー制約            :           10:    0.07

子表が存在する親表            :            1:    0.13
制約（PK,AK,FK）の構成列名    :           25:    0.12

参照先制約構成列名            :           24:    0.04
外部キー制約                  :            1:    0.01

候補キー制約                  :           10:    0.00
LOB属性                       :            5:    0.30

列の省略時初期値              :           10:    0.02
トリガー属性                  :            2:    0.10

表の出力順序                  :           28:    0.01
表の定義出力                  :           28:    0.01

参照整合性制約名              :            1:    0.00
参照整合性制約の定義出力      :            1:    0.00

ビュー属性                    :            1:    0.46
ビューの定義出力              :            1:    0.00

処理対象となった表の総数      :           28:    0.03                            (c)
ラウンドトリップ（回）        :          282

出力バイト総数（kbytes）      :        48.17
所要時間（秒）                :        14.72
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処理速度（kbytes/秒）         :         3.27

正常終了しました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

a. ファイルの出力先を表示します。環境変数 OUTPUT（88頁）と FILEMETA（80頁）へ設定された値が表

示されます。次の環境変数は GetMeta の動作に影響を与えるものです。それぞれの詳しい解説は「10.

環境変数について（67頁）」を参照して下さい。

表 20 GetMeta の動作に影響を与える環境変数

変数名 参照頁

CMNTLVL 73

COMPRESS 73

DEPENDENT 74

METADIV 84

NMENCLS 86

NUMDAYS_AUDIT 87

PRINTCOLID 90

b. ファイルへ出力する情報をデータディクショナリから読み出す過程で、読み込んだ情報の種類と行数を表

示します。環境変数 BULK_SIZE と FEEDBACK を乗じた数の行数が取り出される度に表示が更新され

ます。FEEDBACK が 0 の場合、(b)は表示されません。

c. 定義 SQL 文の出力対象になった表の総数が表示されます。「正常終了しました。」が表示されたら環境変

数 OUTPUT と FILEMETA へ指定したディレクトリに定義 SQL 文の含まれたスクリプトファイルが出力さ

れていることを確認して下さい。
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12. Unicode 対応について

MTU がサポートする Unicode関連機能について説明します。

• UnLoad 機能と Query 機能を使用するときだけ、環境変数 CHARSETID（73頁）に設定されたキャラクタ・セット

IDが製品の動作に影響します。

• CLOB、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、LONG 型はデータベース・キャラクタ・セットとは独立して、

プライマリ・データ・ファイル（CSV、固定長形式データが含まれるファイル）／LOBファイル出力時のキャラクタ・

セットを選択することが出来ます。

• 環境変数 CHARSETIDに設定された値、あるいは環境変数 NLS_LANG に設定された値に係らず、NCLOB型

の内容が出力された NCLOBファイル(拡張子 cloを持つファイル)は常に UTF-16BE29でエンコーディングされて

います。BOM はありません。

• CLOB型の内容が出力された CLOBファイル(拡張子 cloを持つファイル)は,エンコーディングが環境変数 

CHARSETIDに設定された値、あるいは環境変数 NLS_LANG に設定された値に依存します。BOM はありませ

ん。

• CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、LONG 型のエンコーディングは環境変数 CHARSETIDに設定さ

れた値、あるいは環境変数 NLS_LANG に設定された値に依存します。AL32UTF8, UTF8 が指定されている場

合、データ・ファイルは UTF-8で出力されます。環境変数 NOBYTEORDERMARK（86頁）に文字列が設定され

ていると BOMを出力しません。何も設定されていない場合は BOMを出力 jします。

• プライマリ・データ・ファイル、セカンダリ・データ・ファイル LOBファイル以外のファイルは常にクライアントの

NLS_LANG に依存するキャラクタ・セット(日本語Windowsでは Shift-JIS)でエンコーディングされています。

• 環境変数 MERGE_LOBS_INTO_SDF（84頁）に値が設定されている場合に出力される、セカンダリ・データ・ファ

イル（SDF）は NLS_LANG、CHARSETIDの設定に関係なく、UTF-16BEでエンコーディングされます。BOM 有、

BOM無は環境変数 NOBYTEORDERMARK（86頁）によって選択できます。

表にまとめると下記のようになります。

表 21 データ型と Unicode 対応

CHARSETIDが 0 の時30 CHARSETIDが 873 (AL32UTF8)の時

CHAR,VARCHAR2, NCHAR, 
NVARCHAR2, LONG

プライマリ・データ・ファイル
へ NLS_LANG依存で出力

プライマリ・データ・ファイルへ UTF-8 で出力.。
BOM は NOBYTEORDERMARK（86頁）の設
定に依存

CLOB CLOBファイルへ NLS_LANG
依存で出力

CLOBファイルへ UTF-8 (BOM無し)で出力

NCLOB CLOBファイルへ UTF-16BE (BOM無し)で出力

制御ファイル、シェル・スクリプト、
有効化無効化スクリプト

常に NLS_LANG依存(Shift-JIS)で出力

29  UTF-16BE の”BE”とは Big Endian の意味です。
30  日本語Windows 上で CHARSETID=0を指定すると、832 (JA16SJIS)を指定したのと同じ結果になります。
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13. x64ベースの Windows 上での使用

MTU は x64 ベースの Windows 上での使用をサポートすしています。製品に含まれる x64ベースの実行形式ファイ

ルを使用する場合は、特に準備は不要でそのまま使用できます。

ただし何らかの事情があって x86ベースの実行形式ファイルを使用する場合には WOW6431という 32-bit エミュレ

ーター環境で動作させなければならない為、いくつかの前提条件があります。この章では MTU を WOW64 の上で動

作させる方法について説明します。

Oracle Database 用の Oracleホームディレクトリが無い（＝Oracle データベースを動作させていない）x64 ベース 

Windows コンピュータをご使用になる場合、Oracle Database Client 10g for Microsoft Windows (32-bit)のみをインスト

ールするだけで MTU が動作するようになりますので後続の作業はありません。

x64ベース Windows 上に Oracle Database for Microsoft Windows (x64)用の Oracleホームを構築し、同じマシンで 

32-bit 版 MTU もお使いになる場合には、マルチ Oracleホームを構成する必要があります。この場合には次のように

作業を行ってください。

下記の順序でOracle 製品をインストールします32。Oracle Database 10g Release 2を例にとって説明します。バー

ジョンごとにインストールされるフォルダが異なりますので、ご利用になる Oracle 製品のバージョンに合わせて読み替

えて下さい。

表 22:マルチ・オラクル・ホーム構成時の順序

手順 内容

1 Oracle Database 10g for Microsft Windows (x64)

ORACLE_HOME = C:\Oracle\product\10.2.0\db_1

Oracleホーム名 = OraDb10g_home1

2 Oracle Database Client 10g for Microsoft Windows(32-bit)

ORACLE_HOME =C:\Oracle\product\10.2.0\client_1

Oracleホーム名 = OraClient10g_home1

環境変数 PATH を次のように設定します。手順 2を実施することによりOracle のセットアッププログラムにより

PATH 変数へ C:\Oracle\product\10.2.0\client_1\bin が挿入されますが、これを取り除きます。

PATH=C:\Oracle\product\10.2.0\db_1\bin;%PATH%

次に、MTU の unload.bat や getmeta.bat スクリプトを下記のように編集します。黄色網掛け部分を追記します。

 編集前

31  WOW64 については Microsoft サポートオンラインにある文書番号 896456 を参照してください。URL:

http://support.microsoft.com/kb/896456/ja
32 解説に使用している ORACLE_HOME と Oracle ホーム名は参考事例です。
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@echo off

rem ===================================================================

rem Copyright (c) 2007 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.

rem ===================================================================

call "%~dp0\env"

"%EXECUTABLE%" "%userid%" UnLoad

IF ERRORLEVEL 1 pause

 編集後

@echo off

rem ===================================================================

rem Copyright (c) 2007 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.

rem ===================================================================

call "%~dp0\env"

set ORG_PATH=%PATH%

set TNS_ADMIN=C:\Oracle\product\10.2.0\db_1\network\admin

PATH=C:\Oracle\product\10.2.0\client_1\bin;%PATH%

"%EXECUTABLE%" "%userid%" UnLoad

IF ERRORLEVEL 1 pause

PATH=%ORG_PATH%

set TNS_ADMIN=

上記のように設定すると mtu.exe が OCI.DLL を PATH から探す時、C:\oracle\product\10.2.0\db_1\bin よりも

C:\oracle\product\10.2.0 \client_1\bin が先に見つかる為、MTU を使う時だけ x86 版の OCI.DLL を正しくロードでき

るようになります33。

また環境変数 TNS_ADMIN を明示することにより Oracle Database 用に既に構成済みの sqlnet.ora, tnsnames.ora 

をOracle Client をOracle Client でも共有することが出来ます。結果としてOracle Client を使用することによるマルチ

ORACLE_HOME化の影響を上記のスクリプトの範囲内に収めることが出来ます。

33  Oracle for Windows の場合は%ORACLE_HOME%\bin に oracle.key がありますので ORACLE_HOME を明示的に設定する必要なあ

りません。
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14. パスワードの秘匿化について

MTU はデータベース認証に対する外部パスワード・ストア（10g Release 1以上）やOS 認証などの Oracle が提供

する認証方法を使用して、パスワードを平文で与えることなく利用する事が可能です。それぞれの認証方法について

の詳細は Oracle Database 製品マニュアル「データベース・セキュリティ・ガイド34」を参照してください。

パスワードの秘匿化をしない場合、MTUでは下記の場所にパスワードの平文が置かれます。

表 23 平文パスワードの含まれるファイル

ファイルの場所と名前 説明

ENV.BAT 環境変数を定義する

output\_conn.sql 再ロード時に SQL*Plus が読取る

output\_par0.txt　と　output\_par1.txt 再ロード時に SQL*Loader が読取る

システム構成上の都合でOracle が用意する認証方法を利用する事ができないケースに対応するため弊社オリジ

ナルのパスワード秘匿化機能を用意しています。これを利用すると、平文で書かれてしまう DB接続の為のパスワード

を、解読の困難な資格証明情報 (CRD) ファイルへ置き換えることが出来るようになります。

CRDファイルは実行時に MTU、および MPX によって読取られます。MTU は読取ったデータの中から接続文字列

を抜き出し復号化した後DB接続を試みます。

この機能を使うかどうかの設定は関係する環境変数の値の第一文字目にアットマーク”@”を使うか使わないかで

切り替えられます。

14.1. CRD(クレデンシャル)ファイルの作成

パスワード秘匿化を行うには CRDファイルを作成してください。CRDファイル作成用のユーティリティーが用意され

ていますので、製品のメニューから「クレデンシャル管理」を選んでください。「データベース接続情報の入力」というダイ

アログボックスが表示されます。

34  Oracle Database データベース・セキュリティ・ガイド 12c リリース 2（12.2）「ユーザーのオペレーティング・システム認証」、「パスワー

ド資格証明用の安全性の高い外部パスワード・ストアの管理」
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秘匿化対象として考えられるパスワードには下記の２つがあるので、必要に応じてそれぞれに対応する場所のディ

レクトリへ CRDファイルを作成してください。どちらか１つだけを秘匿化して残りを従来通り平文で運用する方法も可能

です。

表 24 秘匿化対象のパスワード

No 秘匿化対象 使われている場所 ディレクトリ ファイル名の例

1 MTU が DBへ接続する時

のパスワード

env.bat ファイル中の

環境変数 USERID

環境変数 INPUT の指し

示す先、例：input

userid.crd

2 MTU が出力したデータを再

ロードする時に DBへ接続

する時のパスワード

env.bat ファイル中の

環境変数 DST_INFO

環境変数 OUTPUT の指

し示す先、例：output

dst_info.crd

14.1.1. №1 の場合

「ファイル名」右側のボタンを押し、input フォルダを選択し、ファイル名を変えずにそのまま、保存ボタンを押してくだ

さい。

この操作で、「ファイル名」へ選択したファイルがフルパスで表示されるようになります。
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続いて「ユーザ」「パスワード」「ホスト文字列」へ必要事項を入力してください。接続先の Oracle Database のバージ

ョンが 11gで、かつ初期化パラメータ SET SEC_CASE_SENSITIVE_LOGON =TRUE の場合はパスワードの大文字と小

文字が区別されるので、字句通り入力してください。パスワード入力時は半角アスタリスク文字でエコーバックされます。

接続モードは通常を選び、OKボタンをおして入力内容を保存してください。

14.1.2. №2 の場合

「ファイル名」右側のボタンを押し、output フォルダを選択し、ファイル名を dst_info.crd へ書き換えて、保存ボタンを

押してください。
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この操作で、「ファイル名」へ選択したファイルがフルパスで表示されるようになります。
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続いて「ユーザ」「パスワード」「ホスト文字列」へ必要事項を入力してください。接続先の Oracle Database のバージ

ョンが 11gで、かつ初期化パラメータ SET SEC_CASE_SENSITIVE_LOGON =TRUE の場合はパスワードの大文字と小

文字が区別されるので、字句通り入力してください。パスワード入力時は半角アスタリスク文字でエコーバックされます。

接続モードは通常を選び、OKボタンをおして入力内容を保存してください。

14.2. CRD ファイルの参照設定

前節の説明通りに mkcrd.exe ユーティリティーを使い CRDファイルが出来ると、それをMTUや

SQL*Plus、SQL*Loader が使うように設定する事ができます。エディタを使って環境変数設定の含まれている、env.bat

ファイルを開き下記のように編集後保存してください。

表 25 P/W秘匿化をする場合の env.bat 編集事例

環境変数 利用するプログラム 編集前 編集後

USERID MTU SYSTEM/MANAGER@o111utf8 @userid.crd

DST_INFO SQL*Loader,SQL*Plus SCOTT/TIGER@o111utf8 @dst_info.crd

従来ユーザ名／パスワード＠ＤＢ別名を記述していた部分の代わりに、一文字目が半角アットマークろで始まる、

CRDファイルのパスを指定します。アットマークがパスワード秘匿化機能を使用するという指定として解釈されます。

アットマーク直後のパスにディレクトリ名が含まれない場合のデフォルトのディレクトリは次の通りです。

• MTU の場合.........................................................環境変数 INPUT（82頁）で指定した先

• SQL*Plus/SQL*Loader の場合..................環境変数 OUTPUT（88頁）で指定した先

パスには、相対ディレクトリや絶対ディレクトリ、UNC などを含むことが可能です。
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15. ダイレクト・パス・ロード

ダイレクト・パスロードは大量初期データの一括ロードを短時間に終わらせたい場合に役立つ機能です。ダイレクト

ではない「従来」パスロードでは REDO ログが大量に発生する為、log file sync などの待機イベントで所要時間が長期

化することがよくあります。

ただし、少量のデータを大量データを含むテーブルへロードする場合は索引をリビルドするコストが高くなりすぎる

ため、ダイレクト・パス・ロードの選択が適切ではないケースもあります。

この章ではダイレクト・パス・ロードを使用するにあたっての留意点について解説します。

15.1. ダイレクト・パス・ロードの効果と確認

set verify off

define priv_kb=0

column CkB format 999,999,999 heading 'Current kB' new_value PRIV_KB

column DkB format 999,999,999 heading 'Diff KB' 

select ss.value/power(1024,1) as CkB

, ss.value/power(1024,1) - &PRIV_KB as DkB

from v$statname sn

, v$sysstat ss

where sn.name = 'redo size'

and ss.statistic# = sn.statistic#

;

例えば従来パスモードでReLoadを実行すると下記のような結果が戻されます。

  Current kB      Diff KB

------------ ------------

   1,512,073      595,899

ダイレクト・パス・ロードでReLoadを実行すると下記のような結果が戻されます。Redo エントリのの発生量が激減し

ていることが分かります。

  Current kB      Diff KB

------------ ------------

   1,519,710        7,635
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15.2. UNRECOVERABLE句利用の留意点

MTU は環境変数 RECOVERABLE（93頁） と USUALPATH（101頁）に値を設定せずに UnLoad か Query を行うと、

ロードされたデータをREDO ログ・ファイルへ記録しない方式で高速に再ロードするための制御ファイルを作成すること

が出来ます。再ロードの高速化と引替えに受け取るリスクが容認できるものであるなら、UNRECOVERABLE句指定は

時間短縮の効果的ソリューションです。UNRECOVERABLE句はダイレクト・パス・ロードを選択するときだけ指定するこ

とができます。

UNRECOVERABLE句を指定してロードを実行した表に対して、トランザクション処理を実行する場合は、トランザク

ションを開始する前にデータベース全体の物理バックアップを取得してください。UNRECOVERABLE句を指定してロー

ドを実行した直後はその表をリカバリする為に使用できる物理バックアップが１つも無い状態と同じだからです。

UNRECOVERABLE句を指定してロードされたデータの REDO レコードは REDO ログ・ファイルに記録されません。

かわりに Oracle は、回復操作を無効にするために必要な REDO ログ（無効REDO ログ）を生成します。

この為、再ロードの前に取得したデータ・ファイルのバックアップを使用して媒体回復を行った場合、当該セグメント

が回復できず無効状態になります。無効状態のセグメントにアクセスしようとすると下記の事例のような例外が戻され

ます。

SQL> select * from emp;
select * from emp

              *
エラー行: 1: エラーが発生しました。

ORA-01578: ファイル番号 3,ブロック番号 51で Oracleデータ・ブロックに障害が
発生しました。

ORA-01110: データ・ファイル 3 : D:\ORACLE\ORADATA\ORCL\USR1.DBF
ORA-26040: データ・ブロックがNOLOGGINGオプションを使用してロードされました。

SQL> SELECT substrb(OWNER,1,14) as OWNER

2  , substrb(SEGMENT_NAME,1,30) as SEGMENT_NAME
3  , SEGMENT_TYPE

4  , EXTENT_ID
5  FROM DBA_EXTENTS

6  WHERE file_id = 3
7  AND 51 BETWEEN block_id AND block_id + blocks - 1

8  ;

OWNER          SEGMENT_NAME                   SEGMENT_TYPE        EXTENT_ID
-------------- ------------------------------ ------------------ ----------

SCOTT          EMP                            TABLE                       1

SQL>

このような状態から回復するには、GetMeta 機能（119頁）を使って当該オブジェクトの create 文を取得し、表や索

引を再作成するか、アンロード時のデータ・ファイルが残されている場合には再ロードし直すことで回復できます。

いずれにしても前回の再ロードから媒体障害発生までの間にコミットされた DML操作の結果は回復することが出

来ません。回復できましたら最初の DMLを実行する前に、次の媒体障害に備えて速やかにバックアップを取得してく
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ださい。

リカバリ不可能な操作が行われた事によってバックアップを必要としているデータ・ファイルの識別には Recovery 

Manager (RMAN) の report unrecoverable コマンドが役に立ちます。下記にその事例を示します。

C:\temp>rman target /

Recovery Manager: Release 10.2.0.3.0 - Production on 土 12月 27 17:20:52 2008

Copyright (c) 1982, 2005, Oracle.  All rights reserved.

ターゲット・データベース: O10G2 (データベースID=1959426794)に接続されました

RMAN> report unrecoverable;

リカバリ不能な操作のためバックアップの必要なファイルのレポート
File Type of Backup Required Name

---- ----------------------- -----------------------------------
9    full or incremental     
C:\ORACLE\ORADATA\O10G2\DATAFILE\O1_MF_USERS_427SQ7WB_.DBF

Repot unrecoverable コマンドにより９番目のデータ・ファイルにリカバリ不可能な操作が行われた（つまり nologging

モードの索引作成やダイレクトロード）ということが報告されていますので、引き続き backupコマンドを実行することに

よりこのデータ・ファイルをバックアップすることにします。

RMAN> backup incremental level 0 datafile 9;

backupが開始されました(開始時間: 08-12-27)

チャネル: ORA_DISK_1が割り当てられました
チャネルORA_DISK_1: sid=141 devtype=DISK

チャネル: ORA_DISK_2が割り当てられました
チャネルORA_DISK_2: sid=158 devtype=DISK

チャネル: ORA_DISK_3が割り当てられました
チャネルORA_DISK_3: sid=138 devtype=DISK

チャネル: ORA_DISK_4が割り当てられました
チャネルORA_DISK_4: sid=136 devtype=DISK

チャネルORA_DISK_1: 圧縮型増分レベル0のデータファイル・バックアップ・セットを開始し
ています
チャネルORA_DISK_1: バックアップ・セットにデータ・ファイルを指定しています

入力データ・ファイルfno=00009 名前
=C:\ORACLE\ORADATA\O10G2\DATAFILE\O1_MF_USERS_427SQ7WB_.DBF
チャネルORA_DISK_1: ピース1(08-12-27)を起動します

チャネルORA_DISK_1: ピース1(08-12-27)が完了しました
ピース・ハンドル
=C:\ORACLE\FLASH_RECOVERY_AREA\O10G2\BACKUPSET\2008_12_27\O1_MF_NNND0_TAG20081227T17
2237_4OCSG

GDG_.BKP タグ=TAG20081227T172237 コメント=NONE
チャネルORA_DISK_1: バックアップ・セットが完了しました。経過時間: 00:00:55

backupが完了しました(完了時間: 08-12-27)

Control File and SPFILE Autobackupが開始されました(開始時間: 08-12-27)
ピース・ハンドル
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=C:\ORACLE\FLASH_RECOVERY_AREA\O10G2\AUTOBACKUP\2008_12_27\O1_MF_S_674587413_4OCSJ6P
7_.BKP コメント=NONE

Control File and SPFILE Autobackupが完了しました(完了時間: 08-12-27)

再度、report recoverable コマンドを実行してリカバリ不可能なデータ・ファイルが無いかどうか確認します。

RMAN> report unrecoverable;

リカバリ不能な操作のためバックアップの必要なファイルのレポート

File Type of Backup Required Name
---- ----------------------- -----------------------------------

RMAN> exit

これで９番目のデータ・ファイルに含まれているデータはメディア障害から保護することが可能になりました。
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16. TAF イベント対応

MTU は、TAF35と呼ばれている Oracle Database Client のオプションが適切に構成されている場合に自動的に適し

ます。製品オリジナルの TAFイベントハンドラをOCI にフックするのでデフォルト実装のハンドらよりもより的確に、TAF

イベントを処理できるようになっています。

デフォルト実装ハンドラをアプリケーションが使用する場合、図 5:TAFイベントに対応していないアプリケーション

（134頁）に示したように、運用上次の問題点が生じます。

1. 接続先のインスタンス障害が発生しても、フェイル・オーバーが進行中かどうかがわからない。

2. フェイル・オーバーが完了した後、NLS_DATE_FORMAT等のセッションパラメータがデフォルトに戻っている。

アプリケーションがこのような問題を抱えている場合、仮に TAFによって接続が維持され、カーソルの復元に成功

したとしても現実には使い物になりません。

MTU はこれらの問題点を解決するため、製品固有の TAFイベントハンドラを備え、セッションが確立する際にこれ

らをサーバー・コンテキスト・ハンドルへフックします。セッションが終了するまでの間、TAFイベントが発生するとより現

実的な運用の課題に対応できるよう、プロセスを制御します。具体的には次の点が可能となっています。

1. オペレーターへ接続先インスタンスの障害を素早く知らせること。

2. 進行中のフェイル・オーバーの進捗がわかること。

3. NLS_DATE_FORMAT等のセッション・パラメータをフェイルオーバー後に自動的に復元すること。

35 透過的アプリケーション・フェイルオーバー
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図 5:TAFイベントに対応していないアプリケーション
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接続先インスタンスの障害を検出すると、MTU は次のメッセージを表示して直ちにその事実をオペレータへ知らせ

ます。このメッセージの出力の n秒後に代替先インスタンスの探索が開始されます。何秒待機するかは環境変数

TAF_DELAY_TIME（100頁）で指定することができます。

Information - [日付 時刻] Failing over (fo_type=SELECT) ... Please stand by.

RACやアドバンスト・レプリケーションのように代替インスタンスがアクティブ運用の場合は nを比較的短時間に設

定することができます。それとは反対に、HAやDataGuard のようにスタンバイ・インスタンスのアクティベーションに時

間がかかるものは nを比較的長時間に指定してください。

代替先インスタンスが n秒以上待機しても見つからない場合は次のメッセージが 5秒おきに表示され、オペレータ

へ待機することを促します。

Information - [日付 時刻] Failover error gotten. Retried 回数 time(s). Sleeping.

代替先インスタンスが見つかると、次のメッセージが表示されセッションと中断していたカーソルのリカバリが開始さ

れます。

Information - [日付 時刻] Failover ended ... resuming services.

カーソルがフェイル・オーバー前に大量の行を読み出していた場合、リカバリに時間がかかる場合があります。カー

ソルのリカバリに成功すると、中断していた箇所からの読み取りを再開し、フェイルオーバー前の動作に戻ります。

Information - [日付 時刻] Failover ended ... resuming services.

HASH_PART_TABLE             P2:      124,973:    8.31:   14k:  19M:2432k:  165.
HASH_PART_TABLE             P7:      124,904:    6.25:   19k:  19M:3232k:  165.

フェイルオーバーに失敗すると下記のメッセージが戻され、異常終了します。
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Information - [日付 時刻] Failover aborted. Failover will not take place.

TAF典型的な設定例を下記に示します。tnsnames.ora ファイルを次のように構成します。

RAC.PLUMSIX.LOCAL =

  (DESCRIPTION =

    (ADDRESS_LIST =

      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = xxx.xx.xx.173)(PORT = 1521))

      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = xxx.xx.xx.174)(PORT = 1521))

      (LOAD_BALANCE = yes)

    )

    (CONNECT_DATA =

      (SERVICE_NAME = RAC.plumsix.xxxxx)

      (FAILOVER_MODE =

        (TYPE = SELECT)

        (METHOD = BASIC)

      )

    )

  )

パラメータ FAILOVER_MODE はオプションですが TAFを構成する時には必須です。

MTUで TAFを使用したい場合はサブパラメータ TYPE は SELECTを指定してください。これにより、フェイルオーバ

ーに成功すると読取が中断していた箇所から再開することができるようになります。サブパラメータ METHODは BASIC

か RRECONNECT のどちらでも利用できます。RETRIES, DELAYの両サブパラメータは設定があってもMTU は利用し

ません。

各パラメータの解説については Oracle 製品マニュアルの「Oracle Net Service管理者ガイド」を参照してください。
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17. 領域あふれ時のフェイルオーバー

環境変数 MINIMUM_FREE_SIZE（85頁）へ 1以上（単位：バイト）の領域サイズを指定しておくと、出力先ディスクの

空き領域不足の監視が可能になります。

実際の空き領域が指定された領域サイズを下回ると、環境変数 DFILE_ALT_DIRS（74頁）にリストアップされたフォ

ルダについて、リストの先頭から順番に空き領域をチェックします。

検討結果、十分な空き領域をもつ候補が見つかった場合は、それまでの出力先立ったファイルを閉じ、新たな出力

先として選択されたフォルダへ新しいファイルが作成され、中断していた部分からデータ出力が再開されます。

すべての代替場所候補に空き領域が十分でない場合、自発的に異常終了します。

この機能は空き領域不足に敏感な他のアプリケーションと MTUを同居させる場合に役立ちます。

空き領域をチェックする先には次のものがあります。

• 環境変数OUTPUT（88頁）に指定した出力先

• 環境変数 AUXILIARY_DEST（72頁）に指定した出力先

• 環境変数 DFILE_ALT_DIRS（74頁）に指定した出力先

初期の書き込み対象はOUTPUTおよび AUXILIARY_DESTです。領域不足を検知すると DFILE_ALT_DIRS へカンマ
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区切りリストとしてあらかじめ指定してある１つ以上の代替場所の左側にあるものから順にフェイルオーバーが試みら

れます。

フェイルオーバーに成功すると、フェイルオーバー前に書き込み対象であったファイルは即座にクローズされます。

さらに第１回目のフェイルオーバーに限り拡張子を除くファイルの改名が行われます。改名後のファイル名は元のファ

イル名に半角アンダーバー記号と 6桁の連番数値文字列を加えたものです。下記に例を示します。

改名前：NON_PART_LARGE_TABLE.dat

改名後：NON_PART_LARGE_TABLE_000001.dat

フェイルオーバーが繰り返された場合、6桁の連番数値の部分が１つずつインクリメントしたファイル名が与えられ

ます。フェイルオーバーが完了すると、中断していた個所からデータ出力が再開されます。

フェイルオーバーの対象となるのはデータファイルに限ります。制御ファイルはフェイルオーバーされず元の場所へ

の書き込みが続けられます。制御ファイルにはデータファイル名の参照が含まれているので、MTU は処理の最終段階

で、フェイルオーバーにより出力先が変わったデータファイル名の参照場所の変更を行います。

DFILE_ALT_DIRS の各要素出力先はプログラム起動の初期段階で領域サイズがチェックされますので、実際に存

在することと、空き領域が十分確保されていることを確認してください。

MINIMUM_FREE_SIZE に１以上が指定されて起動された場合、MTU は次の画面表示を行います。

空領域サイズチェックの閾値は xxxバイトです。

xxx の部分には MINIMUM_FREE_SIZE に指定した領域サイズが表示されます。また、DFILE_ALT_DIRS に要素出力

先のカンマ区切りリスト（例えば”出力先 A,出力先 B,出力先 C”）が指定されている場合、MTU は次の画面表示を行い

ます。

Information - 環境変数 DFILE_ALT_DIRS が指定されました。

  0: [287G] 出力先A
  1: [372G] 出力先B

  2: [98G] 出力先C

出力先の前に表示された大括弧内の数値は現在のディスクの空き領域（単位：バイト）を示しています。Unloadや

Query の最中に領域不足が発生してフェイルオーバーに成功すると次のように表示されます。

Information - 出力先を切替えます。
  from: [12G] C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64\output

    to: [287G] 出力先A

“from:”がフェイルオーバー前に出力先だった場所、”to:”がフェイルオーバー後に出力先となった場所を示します。

大括弧内の数値は切替え直後の空き領域サイズ（単位：バイト）を示しています。

さらに、制御ファイルの LOAD句は次のように書きかえられます。

• フェイルオーバーが発生しない場合の制御ファイル
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LOAD 

INFILE "NON_PART_LARGE_TABLE" "VAR 10"

INTO TABLE "NON_PART_LARGE_TABLE"

• フェイルオーバーが発生した場合の制御ファイル

LOAD 

INFILE "NON_PART_LARGE_TABLE_000001" "VAR 10"

INFILE "出力先A\NON_PART_LARGE_TABLE_000002" "VAR 10"

INTO TABLE "NON_PART_LARGE_TABLE"

代替場所の候補が見つからない場合、次のメッセージを出力してMTU は異常終了します。xxxx には現在の出力

先だったフォルダ名が表示されます。

Error - 空き領域サイズが十分ではありません。xxxxx

使用上の制限としてDFILE_ALT_DIRS は環境変数 EMBED_COLUMN_NAME（75頁）と併せて使用することができま

せん。EMBED_COLUMN_NAME が設定されている場合は DFILE_ALT_DIRS は空とみなされます。
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18. STREAM_LOCATOR の使用方法

環境変数は STREAM_LOCATORは、環境変数 STDOUT（98頁）と併せて使用します。STDOUT へ０以上の値を設

定する事で標準出力へリダイレクトすると決めた出力対象を、ここで指定した別なストリームへリダイレクトすることが

可能です。

STREAM_LOCATORの値は次のような書式で指定して下さい。

スキーム名+"://"+出力先オブジェクト

スキーム名に指定可能な文字列は ipc_pipe と named_pipeです。

表 26: STREAM_LOCATORに使用できるスキーム名

スキーム名 機能 参照先

ipc_pipe 並列化可能なパイプ処理 18.2.並列化可能なパイプ処理（142頁）

named_pipe 名前付きパイプ 18.3.名前付きパイプ（144頁）

18.1. 出力先オブジェクトの指定に使用可能なマクロ

出力先オブジェクトには OS システムのコマンドラインに使用することが可能な文字セットの他、向かいあう２つの半

角中括弧文字'{'と'}'で囲まれた製品固有に定義されたマクロを指定することができます。マクロは MTU の実行時にマ

クロの種類と文脈に応じた文字列への置換えが行われます。マクロには次のものがあります。

表 27 :STREAM_LOCATOR用マクロ

マクロ 意味

{O} 環境変数 OUTPUT（88頁）に指定された文字列

{T} Unload の時： 表の名前

Query の時： クエリーの名前

{P} Unload でパーティション表の時： パーティションの名前

Unload でヒープ構成表の並列アンロードの時： ROWID範囲で分割された断片の２桁連番

Query で集合化クエリの時： 各要素クエリの２桁連番

{C} {T}+'_'+{P}

{A} OUTPUT （88頁）に指示した文字列か、AUXILIARY_DEST （72頁）に指定した文字列。それぞれ領

域あふれ時のフェイルオーバーが発生している場合、DFILE_ALT_DIRS（74頁）に指定した文字列で

現在選択されている代替先

{I} 環境変数 DST_INFO（頁）に指定された文字列

{X} ファイル名拡張子
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マクロ 意味

データファイルの場合:環境変数 DATAEXT へ指定した文字列、省略時は”dat”

制御ファイルの場合:”ctl”

{D=日付文字列} Windows API GetDateFormat 関数の第 4引数に指定できる文字列

制御文字 意味

d 年月日の日。1 桁の場合でも、先頭に 0 は付きません。 

dd 年月日の日。1 桁の場合、先頭に 0 が付きます。 

ddd 英語環境などでは、曜日の 3 文字の略称。日本語環境では (日)、(月) などになりま

す。指定されたロケールに対応する LOCALE_SABBREVDAYNAME が使われます。

dddd 英語環境などでは、曜日の完全な名前。日本語環境では (日曜日)、(月曜日) など

になります。指定されたロケールに対応する LOCALE_SDAYNAME が使われます。

M 月を表す数字。1 桁の場合でも、先頭に 0 は付きません。 

MM 月を表す数字。1 桁の場合、先頭に 0 が付きます。 

MMM 英語環境などでは、月名の 3 文字の略称。日本語環境では、1 月、2 月などになり

ます。指定されたロケールに対応する LOCALE_SABBREVMONTHNAME が使われ

ます。 

MMMM 英語環境などでは、月名の完全な名前が返ります。日本語環境では、1 月、2 月な

どになります。指定されたロケールに対応する LOCALE_SMONTHNAME が使われ

ます。 

ｙ 西暦の年の下 2 桁が返ります。1 桁の場合でも、先頭に 0 は付きません。 

ｙｙ 西暦の年の下 2 桁が返ります。1 桁の場合、先頭に 0 が付きます。 

ｙｙｙ 西暦の年が 4 桁で返ります。 

ｇｇ 王朝や元号を表す文字列。日本語環境では、「昭和」、「平成」などの元号が返りま

す。指定されたロケールに対応する CAL_SERASTRING が使われます。書式化対

象の日付に王朝や元号などの情報が記録されていない場合、gg は無視されます。

{W=時刻文字列} Windows API GetTimeFormat 関数の第 4引数に指定できる文字列

制御文字 意味 

h 12 時間制の時間。1 桁の場合でも、先頭に 0 は付きません。 

hh 12 時間制の時間。1 桁の場合、先頭に 0 が付きます。 

H 24 時間制の時間。1 桁の場合でも、先頭に 0 は付きません。 

HH 24 時間制の時間。1 桁の場合、先頭に 0 が付きます。 

m 分。1 桁の場合でも、先頭に 0 は付きません。 

mm 分。1 桁の場合、先頭に 0 が付きます。 

s 秒。1 桁の場合でも、先頭に 0 は付きません。 

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 141 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc447950.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc422084.aspx


マクロ 意味

制御文字 意味 

ss 秒。1 桁の場合、先頭に 0 が付きます。 

t 1 文字の時刻マーカー。「A」「P」など。 

tt 複数文字の時刻マーカー。「AM」「PM」「午前」「午後」など。 

{E=環境変数名} 環境変数に設定されている値

18.2. 並列化可能なパイプ処理

この機能はスキーム名に ipc_pipeを選択したときに使用できます。出力先オブジェクトに指定できるのは、そのコン

ピュータ上で実行できる、コンソールアプリケーションとその引数を併せた文字列です。一般的な Windowアプリケーシ

ョン36は、コンソールを明示的に割当てない限り37この機能と組み合わせることができません。

「並列化可能なパイプ処理」が適切に構成された場合、MTU とコンソール・アプリケーションが名無しパイプと呼ば

れるプロセス間通信の手段を使ってダイレクトにデータを受け渡すようになります。下図参照。

36 WinMain関数がエントリポイントであるアプリケーション
37 Windowアプリケーションでも AllocConsole関数を使ってコンソールの割り当てが可能です。
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データを中継するために一時なファイルを出力する必要が無いので領域使用と I/O待ち時間削減という面で良い

効果を期待することが可能になります。

コンソールアプリケーション（＝任意プロセス） は MTU が親となり、子プロセスとして起動されます。

起動後、MTU が用意した３本の名無しパイプと子プロセスが持つコンソール（標準入力、標準出力、標準エラー出

力）がバインドされます。バインドが完了すると MTU は、次のような双方向通信を開始します。

• テキストデータ → 名無しパイプ → コンソールアプリの標準入力

• _stdout.log ← 名無しパイプ ← コンソールアプリの標準出力

• _stderr.log ← 名無しパイプ ← コンソールアプリの標準エラー出力

_stdout.log と__stderr.log は環境変数 OUTPUT（88頁）へ指定した場所へ出力されます。これらのファイルは非同期

的に更新されるので、処理継続中に書き込まれた内容はコンソールアプリの実際の処理フェーズよりも遅れているの

でご注意ください。同期化されるのはコンソールアプリの終了したタイミングとなります。

また、環境変数 PARALLELISM（90頁）が２以上である時、指定した数のコンソールアプリが同時に起動し

_stdout.log と__stderr.log へそれぞれの出力を書き込みます。それぞれのコンソールアプリの出力を区別できるようにす

るため、MTU は次の書式の開始時と終了時のヘッダ情報を追加で書き込みます。

Information - [B:年-月-日 字:分:秒: マクロ展開後の出力先オブジェクト]
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図 8:並列化可能なパイプ処理
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Information - [E:年-月-日 字:分:秒: マクロ展開後の出力先オブジェクト]

[B:]ヘッダと[E:]ヘッダの間にコンソールアプリがコンソールへ戻した表示が書き込まれます。出力先オブジェクトを

見ることによりどのコンソールアプリの出力かを判断することができます。

MTU はパイプに送るべきデータが無くなると、名無しパイプをクローズします。コンソールアプリはこれを EOF（End 

of File）として受け取ることができます。

MTU はコンソールアプリが完全に終了するまで待機し、コンソールアプリの終了コードを受け取ります。受け取った

終了コードが非 0 の場合は、MTU 自身のエラーとして扱い異常終了します。コンソールアプリの終了コードは MTU の

終了コードに変換されます。この時、MTU の画面表示に

Error - プロセス ＜出力先オブジェクト＞ が異常終了しました。rc=x (cFileLocProc.c-yyy)

と表示された中の x がコンソールアプリの終了コードを示します。終了コードを外部から直接入手する方法はあり

ません。

「並列化可能なパイプ処理」は後の項で説明する「18.3.名前付きパイプ（144頁）」と用途が似通っていますが、違い

を説明する為下表に長所をまとめます。短所は互いの長所の反対です。

表 28:各並列パイプ処理機能のまとめ

機能名称 長所

18.2.並列化可能な

パイプ処理（142

頁）

 コンソールアプリを起動するタイミングは MTU が決定するので、コンソールアプリが先に起動

したことによってオープンエラーが発生することは無い。

 並列プログラミング無しでマルチタスクが可能。

 ”移動窓”（後述）を考慮したプログラミングが不要。

18.3.名前付きパイ

プ（144頁）
 IPC の相手として指定できる任意プロセスは、コンソールアプリのみに限定されない。

 入力データのファイル名を指定できるアプリケーションであれば、替わりに名前付パイプの名

前を与えることが可能。

 任意プロセスの戻り値を直接評価できるので、異常発生時の診断が容易。

18.3. 名前付きパイプ

この機能はスキーム名に named_pipeを選択したときに使用できます。出力先オブジェクトに指定できるのは、名前

付パイプを表現する「\\.\pipe\名前」という書式の文字列です。名前の部分には、256 文字以内の円記号（\）を除き、

数字や記号を含む任意の文字を指定できます。名前付きパイプに関する説明は Microsoft社の CreateNamedPipe関

数に関する説明を参照してください。

名前付きパイプはファイル名の替わりに使用できるので、コンソール・プログラムでなくても IPC の相手方としてつ

なげることができます。
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「名前付パイプ」が適切に構成された場合、MTU と任意のプロセスが名前付きパイプと呼ばれるプロセス間通信の

手段を使ってダイレクトにデータを受け渡すようになります。下図参照。

データを中継するために一時なファイルを出力する必要が無いので領域使用と I/O待ち時間削減という面で良い

効果を期待することが可能になります。

MTU は自分自身の存続期間中「\\.\pipe\名前」の書式に基づく名前付パイプを提供します。

パイプの作成が終わると、同じ名前の名前付パイプをオープンしようつするプロセスがほかに現れるまで無限に待

機します38。

MTU はパイプに送るべきデータが無くなると、名前付きパイプをクローズします。任意プロセスではこれを EOFとし

て受け取ることができます。

MTU が異常終了した場合、例外処理で任意プロセスへ繋がっているパイプの強制切断を試みます39。任意プロセ

スはこの操作の結果 ERROR_PIPE_NOT_CONNECTEDというエラー受け取るのでこれに対する例外処理を設けると

MTU の異常終了に対処することができます。

反対に任意プロセスが異常終了した場合、MTU は「Code=0xe8, Msg=パイプを閉じています。」というエラーを受け

取って直ちに異常終了します。

38 ConnectNamedPipe関数を使用して待機します。
39 DisconnectNamedPipe関数を使用して切断します。
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図 9:名前付きパイプ
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MTU がパイプを作成する前に、同じ名前のパイプへ任意のプロセスが接続しようとするとパイプが見つからずにエ

ラーとなります。従って、名前付パイプを使ってMTU と IPCを行おうとする任意のプロセスは、MTU よりも後に起動さ

せなければなりません。任意プロセスをパイプが見つかるまで待機させたければ、WaitNamedPipe関数を使用して戻

された ERROR_FILE_NOT_FOUNDに関する例外処理を設けて下さい。

ファイル出力の場合は、待機せずにファイルを作成できますが、パイプの場合はオープンする相手が現れるまで待

機するので、MTU のデータ処理の順序が問題となる場合があります。

環境変数 PARALLELISM（90頁）へ２以上が設定され、MTU が並列処理可能な場合、名前付きパイプへのデータ

書込みも並列に行うことが可能です。この時、出力対象の表やパーティションが複数ある場合、そのデータに関する名

前付きパイプを作る順序は、セグメント・サイズの逆順です（下図参照）。

つまり、この逆順の名前リストが並列度数で切り取られる「移動窓」に対して任意プロセスがタイミングよく名前付き

パイプをオープンしてこなかった場合、MTU の待機が発生します。

この待機を発生させないようにする解決策には次の方法があります。

• 並列度をすべての出力対象セグメントの数以上に設定する（移動窓を広げる）。

• STREAM_LOCATIONを設定せずに一度リハーサルを行い逆順リストを入手し、その順序通りに名前付きパイ

プを順次オープンするよう、任意プロセス側をプログラミングする。

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 146 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

PARALLELISM=3 の場合

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

TABLE_B
完了

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

TABLE_A
完了

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

TABLE_E
完了

開始

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

TABLE_F
完了

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

TABLE_G
完了

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

TABLE_D
完了

セグメント名   MB
TABLE_F    283
TABLE_E    221
TABLE_B    175
TABLE_A     63
TABLE_C     54
TABLE_D     23
TABLE_G     10

終了

移動窓：

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc430128.aspx


• 任意プロセスでWaitNamedPipe 関数をコールするようプログラミングし移動窓がどこに開いていてもオープンエ

ラーにならないようにする。

「名前付パイプ」は前の項で説明する「18.2.並列化可能なパイプ処理（142頁）」と用途が似通っていますが、違いを

説明する為「表 28:各並列パイプ処理機能のまとめ（144頁）」に長所をまとめます。短所は互いの長所の反対です。
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19. ヒープ構成表の並列アンロード

環境変数 ROWID_SPLIT_MIN_SIZE（94頁）へ 1以上（単位：バイト）の値を設定すると、ヒープ構成表を複数の

ROWIDベースの範囲に分割してアンロードすることが可能になります。環境変数 PARALLELISM（90頁）に 2以上の値

が指定されている場合 16を最大値として最適な並列度を選ぶことができます。

パーティション表、クラスタ表、索引構成表はこの機能の対象外です。

また、内部的にディクショナリビューの DBA_EXTENTS, DBA_OBJECTSを参照しますので、所有ユーザに対して、

SELECT_CATALOG_ROLEビルトイン・ロールが割り当てられていない場合は GRANT SELECT ON コマンドを使って

所有ユーザに対してオブジェクト権限を割り当てて下さい。コマンド構文についてはオラクル社の製品マニュアルを参

照して下さい。

PARALLELISM の設定値が 16を超えている場合は次のメッセージが表示され、分割数が 16 に制限されます。

Information - ROWID分割の上限数は 16 です。

複数の ROWID 範囲に分割された行は範囲毎にデータファイルが作成されます。このとき、各データファイルに含ま

れる行数が必ずしも等分割にはならない事をご了承下さい。ヒープ構成表のエクステントが複数のデータファイルに分
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図 10:ヒープ構成表の並列アンロード
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出力ファイル

SELECT * FROM 表A WHERE
 rowid BETWEEN ‘範囲開始 ROWID’
           AND ‘範囲終了 ROWID’

SELECT * FROM 表A WHERE
 rowid BETWEEN ‘範囲開始 ROWID’
           AND ‘範囲終了 ROWID’

SELECT * FROM 表A WHERE
 rowid BETWEEN ‘範囲開始 ROWID’
           AND ‘範囲終了 ROWID’

出力ファイル

範囲毎に分割したり一つにまと
めたりすることを選択できます。
set PARTITIONING=1 or 3

set ROWID_SPLIT_MIN_SIZE=10M

環境変数の設定例

set PARTITIONING=0 or 2



散して格納されている場合、あるいはブロックに含まれる行の分布やセグメントに含まれるエクステントのサイズが均

一でない場合このような現象が発生します。

環境変数 SORTING（97頁）に任意文字列が指定されている場合は分割されません。次のようなメッセージが表示

され、ROWID_SPLIT_MIN_SIZE には 0 が指定されたものとみなします。

Warning - 環境変数 SORTING に値を指定している場合は、環境変数 ROWID_SPLIT_MIN_SIZE

へ指定した値は無視され 0 バイトを指定したものとみなします。

同様に環境変数 ROWS（95頁）に任意文字列が指定されていない場合は分割されません。次のようなメッセージが

表示され、ROWID_SPLIT_MIN_SIZE には 0 が指定されたものとみなします。

Warning - 環境変数 ROWS に値が設定されていない場合は、環境変数 ROWID_SPLIT_MIN_SIZE
へ指定した値は無視され 0 バイトを指定したものとみなします。

出力されるデータ・ファイルの名前は環境変数 PARTITIONING（89頁）の 2ビット目の値に応じて次のように変化し

ます。

• ヒープ構成表名が例えば「X」だった場合

PARTITIONING の 2ビット目の値 分割しない場合のデータファイル名 分割した場合のデータファイル名

0 X.dat X_nnnnnn.dat

1 X_mm.dat X_mm_nnnnnn .dat

“mm”は 01を最小値、16 か PARALLELISM（90頁）に指定した値のいずれか小さいほう最大値とします。ROWIDベ

ースの分割範囲の順番と mm のとる値には関係性がなく実行の都度、組み合わせが変化することがあります。つまり

各分割範囲とそれに関連して生じるデータファイルに名前を付けて関連させる手段は用意されていませんのでご了承

ください。

“nnnnnn”は 000001 から 999999 までを範囲とする数値文字列です。実行中に環境変数 DFILE_ALT_DIRS（74頁）、

FILESIZE（80頁）へそれぞれ設定したイベント条件が発生すると１つずつ増加した値が割り振られます。

制御ファイルは常に「X.ctl」となりますが、LOAD 句の INFILE オプションの引数は出力したデータファイルの名前が

記述されます。
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20. 集合化クエリ

集合化クエリは、Query 機能を性能面で強化します。環境変数 QUERYFIX（91頁）、QUERYVAR（92頁）の指し示す

場所に置かれたファイルが次の例ように”半角セミコロン文字（黄色網掛部分）で各問い合わせを区切る”という単純な

ルールに沿って記述するだけで、区切り文字で区切られたそれぞれの要素問い合わせを指定された並列度:：

PARALLELISM（90頁）数を上限に並列実行することができます。

select * from emp where job = 'ANALYST' 

and hiredate > to_date(:b_hiredate, 'yyyy-mm-dd');

select * from emp where job = 'CLERK' 

and hiredate > to_date(:b_hiredate, 'yyyy-mm-dd');

select * from emp where job = 'MANAGER' 

and hiredate > to_date(:b_hiredate, 'yyyy-mm-dd');

select * from emp where job = 'PRESIDENT' 

and hiredate > to_date(:b_hiredate, 'yyyy-mm-dd');

select * from emp where job = 'SALESMAN' 

and hiredate > to_date(:b_hiredate, 'yyyy-mm-dd');

SQL の文法上有効なコメント形式であれば、コメントは集合化クエリのどの場所にでも置く事が出来ます。但し、要

素問合せの区切り文字と区別がつかないので、コメント内に半角セミコロン文字は含めないで下さい。また、末尾の要

素問合せの最後にある半角セミコロン文字は省略することも可能です。

出力されるデータ・ファイルの名前は環境変数 PARTITIONING（89頁）の１ビット目の値に応じて次のように変化し

ます。

• 問合せファイル名が例えば「X.sql」だった場合

PARTITIONING の１ビット目の値 分割しない場合のデータファイル名 分割した場合のデータファイル名

0 X.dat X_nnnnnn.dat

1 X_mm.dat X_mm_nnnnnn .dat

“mm”は 01を最小値、問合せファイル中に含まれる要素問合せの数を２桁の数値文字列に置き換えたものを最大

値とします。従って集合化クエリでは 100以上の要素問合せがあるとエラーとなります。要素問合せが問合せファイル

中に記述された順番と mm のとる値には関係性がなく実行の都度、組み合わせが変化することがあります。つまり各

要素問合せとそれに関連して生じるデータファイルに名前を付けて関連させる手段は用意されていませんのでご了承

ください。

“nnnnnn”は 000001 から 999999 までを範囲とする数値文字列です。実行中に環境変数 DFILE_ALT_DIRS（74頁）、

FILESIZE（80頁）へそれぞれ設定したイベント条件が発生すると１つずつ増加した値が割り振られます。

制御ファイルは常に「X.ctl」となりますが、LOAD 句の INFILE オプションの引数は出力したデータファイルの名前が

記述されます。
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要素問合せの選択列リスト（select ….from の”…”部分）は、データ型と列順序が同一になるように記述することを

薦めます。内部処理的にデータ型と列順序が非同一であっても製品は動作しますがが、出力されるデータの列値に影

響を与えます。

また、制御ファイルの出力時にフィールド名として用いられるのは、必ずしも最初に記述されている要素問合せに

由来するものとは限りません。AS句などで列名を修飾している場合はすべての要素問合せで同じ AS句を設定してく

ださい。

集合化クエリは、サーバーからクライアント間の大量データ移動で待ち時間の多い場合に試してみる価値がありま

す。従いまして、スローダウンが問合せ自身の実行計画や、索引の作り忘れ、CBO統計情報の更新などの問題に起

因している場合や、ボトルネックの原因が Oracle Database サーバーの CPU バウンドや I/O busy にある為、効果を期

待できないことがあります。
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21. メインフレーム向けデータ移行

この機能は、Oracle Database へ格納されたデータをメインフレームで利用したいというニーズに応えるものです。

従来では Pro*COBOLを使って個別にアンロードユーティリティーを開発する必要がありましたが、その開発の手間を

MTU が利用する幾つかの環境変数を設定するだけの単純作業に置き換えることができます。

MTU は下記の環境変数を組み合わせて使用することにより SAM (Sequential Access Method；順編成法)と呼ばれ

ている形式のファイル出力を得ることができます。

環境変数の設定手順は下記のように行ってください。

SAM 形式ファイルは BCDや UTF-16BE のマルチバイト文字を含んでいることがあるので、Windows に付属のメモ

帳のような普通のテキストエディタでは、文字化けが生じて出力結果のデータファイルを確認することができません。確

認が必要な場合には 16進数のダンプツールかバイナリ編集が可能な高機能エディタをご用意ください。

21.1. Unload の場合の設定

Unloadを実行する場合のみこの手順を実施してください。Unload は出力対象に選ばれた表のフルセット・データを

戻します。

選択リストや述語をもつ SELECT 文、結合文、集計演算子を持つ問い合わせ、シノニムやビュー、MVIEW、リモート

表に対する問い合わせ結果を戻したい場合は UnloadではなくQueryをお使いください。

1. ＜必須＞環境変数 LISTTABLE（83頁）の値を設定する

出力対象の表の名前を記述してください。半角カンマ文字で区切ることで複数の表を対象に選ぶことができ

ます。何も指定しない場合は省略時初期値の”%”が設定され、これは SRC_USER（98頁）の所有するテーブ

ルすべてを意味します。

2. ＜オプション＞環境変数 FILETABLE（81頁）の指し示すファイルの内容を編集する

出力対象表の名前をテキストファイルを使って指定することができます。LISTTABLE の選択対象とファイル

から読み取った表の名前の和集合が最終的に出力対象として選択されます。

3. ＜必須＞環境変数 LISTFIXED（83頁）の値を設定する

SAM ファイルは固定長形式なのでこの環境変数を使用します。LISTTABLE と FILETABLEで指定された表

の内どれを固定長形式で出力するかを選ぶ機能があるのでワイルドカード文字の”%%”を指定します。パー

セント記号が２つ必要なのは、Windows によって環境変数の引用として扱われてしまうのをエスケープする

ためです。
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または

Unload の場合の設定（152頁）

↓

共通の設定（153頁）

Query の場合の設定（153頁）

↓

共通の設定（153頁）



4. ＜オプション＞環境変数 FILEFIXED（79頁）の指し示すファイルの内容を編集する

固定長出力対象の表名をファイルから与えたい場合は、この環境変数を使用します。

21.2. Query の場合の設定

Queryを実行する場合のみこの手順を実施して j ください。

1. ＜必須＞環境変数 QUERYFIX（91頁）の値を設定する

この変数に指定されたディレクトリ名、ファイル名、SELECT 文はいずれも固定長形式の出力結果を戻しま

す。SAM 形式ファイルは固定長なのでこの値の設定が必要となります。

21.3. 共通の設定

Unload、Queryいずれの機能を使用する場合でもこの手順は実施してください。

1. ＜必須＞環境変数 ROWSEPARATOR（95頁）の値へ”0x00”を設定する

この設定により行と行の間にセパレータのないデータ形式で出力されます。

2. ＜必須＞環境変数 NUMBER2BCD（87頁）の値を設定する

この設定によりOracle Database の NUMBER型は BCDへ変換されます。

3. ＜オプション＞環境変数 CHARSETFORM（72頁）の値へ”2”を設定する

この設定により、人名、住所、商品名などマルチバイト文字の含まれるカラムが NCHARや NVARCHAR2 と

して定義されている場合、各国語データベースキャラクタセット（AL16UTF16）で出力されます。

4. ＜オプション＞環境変数 REVERSEBYTEORDER（93頁）の値に任意文字列（”true”など）を設定する

CHARSETFORM=2 の設定と組み合わせて使用します。マルチバイト文字のバイト順序を反転します。Intel

系プロセッサが Little Endian なのに対して IBM互換のメインフレーム用プロセッサでは Big Endianですので

データの互換性を得るために変換が必要となります。
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22. LOB 出力機能について

v4.18 から LOBを出力する方法が２通り選べるようになりました。このセクションではそれぞれの方法について解説

します。

22.1. LOBFILE 方式

こちらは以前のバージョンでも使用可能であった方式です。内部 LOBを個々の値ごとに個別のファイル

（=LOBFILE）として出力します。LOB毎に個別のスレッドを割当てて並列処理を行うので、LOBの平均サイズが大きい

場合（数メガバイト以上）で、かつプラットフォームの I/O スケーラビリティーに問題がなければ、１以上の並列度で能率

的に出力することが可能になります。

割当てられるスレッドの数は環境変数 NUM_ASYNCLOBS（86頁）で指定することができます。出荷時初期値では

環境変数 PARALLELISM（90頁）と同じ値が設定されています。

22.1.1. データ表現

内部のデータ表現はそれぞれ下記の通りとなります。

データ型 データ表現 BOM

CLOB 環境変数 NLS_LANG の第３セグメントか、環境変数 CHARSETID（73頁） 指定したキャラク

タセット IDに依存。両方とも指定された場合は CHARSETIDが優先されます。

なし

NCLOB UTF-16BE 固定

BLOB LOB値が丸ごとエクスポートされます。

次節の SDF方式のように冒頭に長さフィールドは有りません。

N/A

LOBが Empty の場合は 0 バイトのファイルが出力されます。LOBが IS NULL の場合は LOBFILE は作られません。

22.1.2. ファイル命名ルール

LOBFILE は次の規則で命名されます。

• 環境変数 PARTITIONING（89頁）の選択で「単一ファイル出力」を選んだ場合

<表名>_R9999999999_C9999.<拡張子>

• 「単一ファイル出力」を選ばなかった場合

<表名>_<パーティション名>_R9999999999_C9999.<拡張子>

拡張子は CLOB/NCLOBの場合、環境変数 EXTNAMECLOB（77頁）、BLOBの場合、環境変数

EXTNAMEBLOB（77頁）に指定された値がそれぞれ選択されます。半角数値の 9 の並びは 1をスタートとする左側ゼ
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ロ詰めの 10進数が置かれます。Rは行番号、C は列番号を示します。

22.1.3. プライマリ・データ・ファイル

すべての LOBFILE はプライマリ・データ・ファイル（PDF,拡張子 dat）から参照され、LOB値以外の他の行データと

関連付けすることができます。LOB以外のデータ型はプライマリ・データ・ファイルにデータが出力されますが、LOB値

に対応するフィールドには LOB値の代わりに LOBFILE の名前が出力されます。名前のルールについては前項を参照

して下さい。LOBが IS NULL の場合は'NONE'という文字列が LOBFILE名の代わりに出力されます。

下記に PDFの例を示します。

00000000701,~~TEST31_R0000000001_C0002.clo~~,~~TEST31_R0000000001_C0003.clo~~,

00000000463,~~TEST31_R0000000002_C0002.clo~~,~~NONE~~,

00000000464,~~TEST31_R0000000003_C0002.clo~~,~~NONE~~,

00000000707,~~TEST31_R0000000004_C0002.clo~~,~~TEST31_R0000000004_C0003.clo~~,

00000000706,~~TEST31_R0000000005_C0002.clo~~,~~TEST31_R0000000005_C0003.clo~~,

00000000462,~~NONE~~,~~TEST31_R0000000006_C0003.clo~~,

00000000705,~~TEST31_R0000000007_C0002.clo~~,~~TEST31_R0000000007_C0003.clo~~,

00000000468,~~NONE~~,~~TEST31_R0000000008_C0003.clo~~,

00000000469,~~TEST31_R0000000009_C0002.clo~~,~~NONE~~,

000000004710,~~NONE~~,~~TEST31_R0000000010_C0003.clo~~,

22.1.4. 制御ファイル

LOBFILE 方式の LOBファイルを正しくリロードできるよう SQL*Loader 用の制御ファイルも書式が整えられて出力さ

れます。下記に例を示します。

LOAD INFILE "TEST31" "VAR 10"

INTO TABLE "TEST31"

TRUNCATE REENABLE FIELDS TERMINATED BY ','

(  "INTEGER_DATA" DECIMAL EXTERNAL(11)

,  CLOB_DATA_LOB  FILLER CHAR(28) ENCLOSED BY '~~'

,  "CLOB_DATA"    LOBFILE (CLOB_DATA_LOB) TERMINATED BY EOF 

                  NULLIF CLOB_DATA_LOB = 'NONE'

,  NCLOB_DATA_LOB FILLER CHAR(28) ENCLOSED BY '~~'

,  "NCLOB_DATA"   LOBFILE (NCLOB_DATA_LOB CHARACTERSET AL16UTF16 

                  BYTEORDER BIG BYTEORDERMARK NOCHECK) TERMINATED BY EOF 

                  NULLIF NCLOB_DATA_LOB = 'NONE'

)

BLOB列に該当するフィールドは、次の例のように出力されます。

,  LONG_RAW_DATA_LOB FILLER CHAR(27) ENCLOSED BY '~~'

,  "LONG_RAW_DATA"   LOBFILE (LONG_RAW_DATA_LOB) TERMINATED BY EOF 

                     NULLIF LONG_RAW_DATA_LOB = 'NONE'
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22.1.5. 制限

LOBFILE 方式でアンロード可能な LOBの大きさの上限は次の通りです。

データ型 Oracle Database クライアントのバージョン

10g未満 10g以上

CLOB 符号無し 4 バイト整数の最大値

単位：バイト

符号無し 8 バイト整数の最大値

単位：バイト
NCLOB

BLOB

22.2. SDF 方式

セカンダリ・データ・ファイル（SDF）方式は、v4.18 からサポートされました。環境変数 MERGE_LOBS_INTO_SDF（84

頁）に値を設定すると利用することができます。SDF方式は LOBFILE 方式と比較するとファイルの作成される数を少な

く抑えることができるので、個数が非常に多い40LOBを移行させる場合にカーネル・メモリや所要時間短縮の効果があ

ります。

更に Oracle Database クライアント及び接続する先の Oracle Database が共に 11g以上である場合、「LOBプリフェ

ッチ」という機能が自動的に有効化され、アンロード性能が飛躍的に向上します。

その反面、使用にあたり、次の制約があります。

• Oracle Database クライアントが 10g以上であること。

• 環境変数 PARTITIONING（89頁）を 0 にして使用する事。

22.2.1. データ表現

内部のデータ表現はそれぞれ下記の通りとなります。

データ型 データ表現 BOM

CLOB 先頭の 10 文字を使って、それより後に続く LOB値本体の文字数を'0'から'9'までの文

字の並びを使用した 10進数で表現します。バイト数ではない事に注意してください。

この文字数フィールド及び LOB値本体は、UTF-16BE でエンコーディングされます。文

字数フィールドとそれに続く LOB値本体が対を形成し、この対が同じ LOB列に含まれ

る LOBの数だけ繰り返されます。繰り返す順序はプライマリ・データ・ファイル（PDF）へ

出力された行データの順序と同じです。

環境変数

NOBYTEORDER

MARK（86頁）の

設定に依存NCLOB

BLOB LOB値のバイト長を符号無し 4 バイト整数（リトル・エンディアン）で表現したフィールドと

それより後に続く LOB値本体が対を形成し、この対が同じ LOB列に含まれる LOBの

数だけ繰り返されます。順序については上記と同じです。

N/A

LOBが Empty 及び IS NULL の場合は CLOB/NCLOBでは 10 文字分の'0'が出力されます（LOB値は無し）。また

BLOBでは符号無し 4 バイト整数の 0 が出力されます。

40 10万個以上が”多い”と判断する基準の一例です。
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22.2.2. ファイル命名ルール

SDFは次の規則で命名されます。LOBFILE 方式とは異なり行数のラベルがない事に注意して下さい。

<表名>_C9999.<拡張子>

拡張子は CLOB/NCLOBの場合、環境変数 EXTNAMECLOB（77頁）、BLOBの場合、環境変数

EXTNAMEBLOB（77頁）に指定された値がそれぞれ選択されます。半角数値の 9 の並びは 1をスタートとする左側ゼ

ロ詰めの 10進数が置かれます。C は列番号を示します。

22.2.3. プライマリ・データ・ファイル

SDF上の個々の LOB値はプライマリ・データ・ファイル（PDF,拡張子 dat）から参照され、LOB値以外の他の行デー

タと関連付けすることができます。PDFに並ぶ行の順序は入れ替えないようご注意ください。この順序は SDF中に並

ぶ LOBの順序と一致します。

LOB以外のデータ型はプライマリ・データ・ファイルにデータが出力されますが、LOB値に対応するフィールド部分

には LOB値の代わりに LOBであることを示す文字列定数が出力されます。LOBが IS NULL の場合は'NONE'という

文字列が出力されます。LOBが IS NOT NULL の場合は'have'という文字列が出力されます。従いまして LOBが IS 

NULLであることと Emptyであることの区別は、SDF上の文字数（or バイト長）フィールドと PDF上の NONE という文字

列を組み合わせて判断します。

下記に PDFの例を示します。

00000000221,~~have~~,~~have~~,

00000000223,~~have~~,~~NONE~~,

00000000224,~~have~~,~~NONE~~,

00000000227,~~have~~,~~have~~,

00000000226,~~have~~,~~have~~,

00000000229,~~have~~,~~NONE~~,

000000002310,~~NONE~~,~~have~~,

00000000222,~~NONE~~,~~have~~,

00000000225,~~have~~,~~have~~,

00000000228,~~NONE~~,~~have~~,

22.2.4. 制御ファイル

SDF方式の LOBファイルを正しくリロードできるよう SQL*Loader 用の制御ファイルも書式が整えられて出力されま

す。下記に例を示します。

LOAD INFILE "TEST31" "VAR 10"

INTO TABLE "TEST31"

TRUNCATE REENABLE FIELDS TERMINATED BY ','

(  "INTEGER_DATA" DECIMAL EXTERNAL(11)
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,  CLOB_DATA_LOB  FILLER CHAR(4) ENCLOSED BY '~~'

,  "CLOB_DATA"    LOBFILE (CONSTANT 'TEST31_C0002.clo' CHARACTERSET AL16UTF16 

                  BYTEORDER BIG BYTEORDERMARK CHECK) VARCHARC(10, 1000) 

                  NULLIF CLOB_DATA_LOB = 'NONE'

,  NCLOB_DATA_LOB FILLER CHAR(4) ENCLOSED BY '~~'

,  "NCLOB_DATA"   LOBFILE (CONSTANT 'TEST31_C0003.clo' CHARACTERSET AL16UTF16 

                  BYTEORDER BIG BYTEORDERMARK CHECK) VARCHARC(10, 1000) 

                  NULLIF NCLOB_DATA_LOB = 'NONE'

)

BLOB列に該当するフィールドは、次の例のように出力されます。

,  LONG_RAW_DATA_LOB FILLER CHAR(4) ENCLOSED BY '~~'

,  "LONG_RAW_DATA"   LOBFILE (CONSTANT 'TEST3_C0002.blo') LONG VARRAW(1000) 

                     NULLIF LONG_RAW_DATA_LOB = 'NONE'

22.2.5. 制限

SDF方式でアンロード可能な LOBの大きさの上限は次の通りです。

データ型 最大データ長

CLOB 9999999999 文字

NCLOB

BLOB 符号無し 4 バイト整数の最大値、単位：バイト
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23. 性能評価方法

プラットホーム OS が提供している、性能診断ツールを使用することにより製品の性能特性を客観的に評価するこ

とが可能です。この章では、パフォーマンスモニタ、及びデータ・コレクター・セット呼ばれる Windows の性能診断ツール

を使う方法について解説します。

23.1. パフォーマンスモニタ

パフォーマンスモニタは MMC プラグインのひとつとして提供されています。パフォーマンスモニタは GUIを持つので、

性能特性を視覚的に手軽にチェックするのに向いています。

ただし、表示可能な対象統計期間がグラフ上の狭い範囲に限られてしまうので、長期的な性能を観測するのには

適していません。また性能統計情報をオフラインで検証する事も出来ません。このような用途には次のセクションに説

明した「23.2.データ・コレクター・セット（162頁）」が適しています。

初めにパフォーマンスモニタを使用する前に下記のコマンドを実行してプラグインを組込む対象の Windows管理コ

ンソールを起動します。

MMC

コマンドの実行により右図の画面が表示されます。

次にメニューから[ファイル]→[スナップインの追

加と削除]を選びます。右図のダイアログボックスが

表示されます。
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左側の[利用できるスナップイン]リストボックスか

ら[パフォーマンスモニタ]を選択し、[追加]ボタンを押

します。

[選択されたスナップイン]へ[パフォーマンスモニ

タ]が表示されます。OKボタンを押してダイアログボ

ックスを閉じます。

左側のアウトラインから[パフォーマンス]を選択し、

サブフォルダを展開します。さらに[モニターツール]

→[パフォーマンスモニター]を選択します。

中央のパネルのツールバーから[＋]記号ボタン

を押します。
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評価に使用するカウンターを選択し[追加]ボタン

を押します。選択されたカウンタが[追加されたカウン

ター]に表示されます。

製品の性能特性評価に有用と思われるカウンターを次の表に示します。

表 29:推奨パフォーマンスカウンター

カウンター スケール 色 上限値 摘要

カテゴリ：LogicalDisk

Avg Disk 

bytes/Write

0.00001 赤 10MB/

回

OVERLAP_BUFFER_LENGTH（89頁）に指定した値の影響が強く

現れます。

Avg Disk 

sec/Write

1000 緑 100ミリ

秒/回

大きな書込みサイズでは Avg Disk bytes/Write との関係が正比例

になります。小さな書込みサイズでの性能特性を見るのに適した

カウンタです。

Avg Disk Write 

Queue Length

10 青 10個 並列度の設定が適切かどうかを判断する指標です。データファイ

ルを書き込むストレージのスケーラビリティに余裕がある場合、並

列度よりも小さい値を示します。

Disk Write 

Bytes/sec

0.000001 藍 100MB

/秒

データ率を示します。この値が大きければ大きいほど高速に動作

しているといえます。プログラムを実行した時にコンソールに表示

される統計量の内「処理速度（kbytes/秒）」とほぼ同じ値が示され

ます。

処理能力のプライマリ・インジケータです。

カテゴリ：Processor

% Processor Time 1.0 黄 100％ CPU バウンドかそうでないかを判断するのに使います。
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性能特性評価に使用するカウンタをすべて[追加

されたカウンター]にリストアップしたら[ＯＫ]ボタンを

押します。

上記の設定した場合の、特性曲線の例を下に示します。

23.2. データ・コレクター・セット

データ・コレクター・セットは、オフラインでの性能データ分析や長期間に及ぶ観測、コンピュータ上で発生する他の

イベントによる影響を調査するのに役立ちます。

使用するパフォーマンス・カウンタを集めたデータ・コレクター・セットは、logman コマンドを使って作成／削除／制

御する事が出来ます。

データ・コレクタ・セットを使って性能データを収集するにはあらかじめ”Performance Logs & Alerts”サービスを開始

しておく必要があります。Windows では起動後のこのサービスは停止状態にあります。

net start "Performance Logs & Alerts"

23.2.1. 作成

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 162 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



MTU の性能特性を検証するには次のような手順を実施します。

管理者のコマンドプロンプトを開いて下さい。

続いて次のコマンドを実行して「mtu_parf_log」という、データ・コレクター・セットを作成して下さい。

logman create counter mtu_parf_log -c "\LogicalDisk\Avg Disk bytes/Write" 
"\LogicalDisk\Avg Disk sec/Write" "\LogicalDisk\Avg Disk Write Queue Length" 
"\LogicalDisk\Disk Write Bytes/sec" "\Processor(_Total)\% Processor Time" -si 
00:01:00 -sc 1440 -b 2017/12/6 18:30 -v mmddhhmm -cnf 01:00:00

-c オプションを付けて選択したパフォーマンス・カウンタは「表 29:推奨パフォーマンスカウンター（161頁）」に示した

ものと同じです。もちろん、これ以外にも選択可能です。

-si, -sc, -b に指定したオプションの値は「2317年 12月 6日の 18 時 30分から開始して、1分おきに 1440回サンプ

リングを継続する」という意味になります。

-v に指定したオプションの値はデータを記録したログファイルのファイル名のパターンを示しています。ログファイ

ルは「「名前」_<月日時分>.blg」のパターンで命名されます。MM は当月、dd は当日、hh は 24 時間制の時、mm は分を

それぞれ示します。

-cnf はログファイルを新しく切替える間隔を指定します。hh:mm:ss (時分秒)の形式で与えます。コマンドの事例だと

1 時間でログを切り替えるという意味になります。

データ・コレクター・セットの登録が正常終了すると次のようなメッセージが表示されます。

コマンドは、正しく完了しました。

次のようなメッセージが現れ失敗する場合は「管理者として実行」にてコマンドプロンプトを開き再実行して下さい。

エラー:アクセスが拒否されました。

制限されているトークンで実行しています。管理者特権を使用して実行してみてください。

登録されたデータ・コレクタ・セットの状態は query アクションで確認する事が出来ます。例を示します。

C:\Windows\system32>logman query mtu_parf_log

名前:                   mtu_parf_log

状態:                   停止
ルート パス:               %systemdrive%\PerfLogs\Admin

セグメント:                オン
スケジュール:               オン

セグメントの最大継続:           3600 秒
別のユーザーとして実行:          SYSTEM

スケジュール

開始日:                  12/6/2017
開始時刻:                 6:30:00 PM

名前:                   mtu_parf_log\mtu_parf_log
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種類:                   カウンター

追加:                   オフ
循環:                   オフ

上書き:                  オフ
サンプルの間隔:              60 秒

カウンター:

  \LogicalDisk\Avg Disk bytes/Write
  \LogicalDisk\Avg Disk sec/Write

  \LogicalDisk\Avg Disk Write Queue Length
  \LogicalDisk\Disk Write Bytes/sec

  \Processor(_Total)\% Processor Time

コマンドは、正しく完了しました。

23.2.2. 開始

「状態」が「停止」となっているデータ・コレクター・セットで、性能データの収集を開始するには start アクションを指

定して下さい。次に例を示します。

logman start mtu_parf_log

性能データは「ルートパス」の下層へ「名前」_<6桁数字>.blg の書式を持つログ・ファイルへ保存されます。query ア

クションを使うと出力場所のパスを確認する事が出来ます。

C:\Windows\system32>logman query mtu_parf_log

名前:                   mtu_parf_log

状態:                   実行中
ルート パス:               %systemdrive%\PerfLogs\Admin

セグメント:                オフ
スケジュール:               オン

別のユーザーとして実行:          SYSTEM

スケジュール
開始日:                  7/5/2013

開始時刻:                 3:50:00 PM

名前:                   mtu_parf_log\mtu_parf_log
種類:                   カウンター

出力場所:                 C:\PerfLogs\Admin\mtu_parf_log_000001.blg
追加:                   オフ

循環:                   オフ
上書き:                  オフ

サンプルの間隔:              60 秒

カウンター:
  \LogicalDisk\Avg Disk bytes/Write

  \LogicalDisk\Avg Disk sec/Write
  \LogicalDisk\Avg Disk Write Queue Length

  \LogicalDisk\Disk Write Bytes/sec
  \Processor(_Total)\% Processor Time
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コマンドは、正しく完了しました。

このログは、データ・コレクタ・セットが停止するか、次のログに切り替わった後に、パフォーマンス・モニタから開い

て内容を GUI から確認する事が出来ます。

23.2.3. 停止

「状態」が「実行中」となっているデータ・コレクタ・セットで、性能データの収集を停止するには stop アクションを指

定して下さい。次に例を示します。

logman stop mtu_parf_log

23.2.4. 削除

データ・コレクタを削除するには delete アクションを指定して下さい。次に例を示します。

logman delete mtu_parf_log

23.3. typeperf コマンド

ここではパフォーマンス・モニタやデータ・コレクタ・セットよりも、手軽にカウンターの値を取得したり、保存したりす

ることができるコマンドの使い方を紹介します。

コマンドプロンプトを開き、次のコマンドを入力することで「表 29:推奨パフォーマンスカウンター（161頁）」に示した

パフォーマンスカウンタの値を 60秒おきに 1440回サンプリングして画面へ表示することが出来ます。

set TARGET_DRIVE=C:
typeperf "\LogicalDisk(%TARGET_DRIVE%)\Avg. Disk Bytes/Write" 
"\LogicalDisk(%TARGET_DRIVE%)\Avg. Disk sec/Write" "\LogicalDisk(%TARGET_DRIVE
%)\Avg. Disk Write Queue Length" "\LogicalDisk(%TARGET_DRIVE%)\Disk Write Bytes/sec"
"\Processor(_Total)\% Processor Time" -si 00:01:00 -sc 1440

上記コマンドの画面表示例を下記に示します。

"(PDH-CSV 4.0)","\\<PC_NAME>\LogicalDisk(C:)\Avg. Disk 

bytes/Write","\\<PC_NAME>\LogicalDisk(C:)\Avg. Disk 

sec/Write","\\<PC_NAME>\LogicalDisk(C:)\Avg. Disk Write Queue 

Length","\\<PC_NAME>\LogicalDisk(C:)\Disk Write Bytes/sec","\\<PC_NAME>\Processor(_Total)\% 

Processor Time"

"12/07/2017 11:04:03.745","13263.811765","0.002201","0.003118","18789.078544","1.287725"

"12/07/2017 11:05:03.748","52589.078261","0.001686","0.006461","201578.866640","2.524402"

"12/07/2017 11:06:03.751","9617.655172","0.001056","0.004085","37185.476760","1.350502"

"12/07/2017 11:07:03.755","17331.931429","0.000881","0.002568","50548.172629","2.398010"

"12/07/2017 11:08:03.763","17880.103896","0.000923","0.001185","22942.991450","0.901910"

"12/07/2017 11:09:03.766","12424.220183","0.001816","0.003298","22569.281963","1.717535"

"12/07/2017 11:10:03.769","14855.013699","0.003392","0.004126","18072.536063","1.772628"

"12/07/2017 11:11:03.773","11610.466165","0.002422","0.005368","25734.852454","0.982343"
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"12/07/2017 11:12:03.776","14919.369697","0.001644","0.004520","41025.858023","0.724804"

"12/07/2017 11:13:03.779","16830.915254","0.001267","0.002492","33098.612586","0.923957"

"12/07/2017 11:14:03.783","12794.828283","0.002635","0.004348","21110.208990","0.760330"

"12/07/2017 11:15:03.786","15131.759036","0.002210","0.003057","20931.077179","0.818769"

オプション -o <ファイル名>を追加すると、結果を画面へ表示する代わりに＜ファイル名＞に指定した名前のファイ

ルへ保存することが出来ます。

他の表示させたいカウンタ・オブジェクトを探したいは typeperf -qx コマンドを実行することで、一覧を表示させるこ

とが出来ます。
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24. Number 型のデフォルト書式マスクについて

環境変数 NUM_FMT_MASKS（86頁）を使って、明示的に指定しない限り Number 型データの出力時には、下表に示

したルールに基づいて決定された書式マスクが反映されます。

条件 型の例 書式マスクの例

scale ＜　precision、かつ scale ≧ 0 number(7,2) Fm99999.99 ('9'が precision 個並ぶ)

precision ≦ scale かつ scale – precision ＞ 10 number(5,18) fm9.9999EEEE

precision ≦ scale かつ scale – precision ≦ 10 number(7,13) fm9.999999999999

括弧なし（precision、scale の指定なし） number fm9.99999999999999999999999999999

999999999EEEE

精度が指定された浮動小数点数 float(10) fm9.*EEEE ('*' の部分は２を底とする

precision の対数-1個の'9'が並ぶ)

scale ＜　0、かつ precision + scale ≧ 10 number(7,-5) fm9.999999EEE

scale ＜　0、かつ precision + scale ＜ 10 number(6,-3) fm999999000

Oracle データベースにおける数値型は一般的に number(precision, scale) 示されます。 上記で使われている文字

列の内、precision は Number 型の精度を示し、scale は位取を示します。

位取数の絶対値が極端に大きなデータ型は固定小数点数で表現すると桁数が増えてしまう為、これを抑えるのに

10 という境界値を用いて、これを超える場合には浮動小数点数として表現するよう適用する書式マスクを切り替えて

います。
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25. 必須システム権限

25.1. 基本

全ての利用ケースに於いて USERID に指定する所有ユーザには CREATE SESSION 権限が必要です。

Unload 機能または GetMeta 機能を使用する場合は、製品コンポーネント表を所有させる必要があるので所有ユー

ザに対してCREATE TABLE 権限と CREATE PROCEDURE 権限、並びにクオータか UNLIMITED TABLESPACE 権限

が必要です。

25.2. Unload と Query

下記の表の各条件の下でアン・ロードする場合、所有ユーザに対して少なくとも次のシステム権限を割り当てる必

要があります。

条件 システム権限

SRC_USER （98頁） を指定の下で作

成

CREATE SESSION

SELECT ANY TABLE

SRC_USER を指定せずに作成 CREATE SESSION

Unload で「19.. ヒープ構成表の並列アンロード（148頁）」 環境変数 ROWID_SPLIT_MIN_SIZE（94頁）を使用する場

合は SELECT_CATALOG_ROLEビルトイン・ロールか、DBA_SEGMENTS 表と DBA_EXTENTS 表に対する SELECT オ

ブジェクト権限が必要です。

25.3. Reload

下記の表の各条件の下で作成されたアンロードデータを再ロードする場合、DST_INFO に指定するユーザに対して

少なくとも次のシステム権限を割り当てる必要があります。

条件 システム権限

ALTER_DEST （71頁） を指定の下で

作成 

CREATE SESSION

ALTER ANY TABLE

DROP ANY TABLE

INSERT ANY TABLE

LOCK ANY TABLE

ALTER ANY TRIGGER

CREATE ANY INDEX

DROP ANY INDEX 

加えて

LOADMETHOD が TRUNCATE ではなく REPLACE の場合は DROP 

ANY TABLE の代わりに DELETE ANY TABLE が必要です 

ALTER_DEST を指定せずに作成 CREATE SESSION
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26. プログラムの引数

製品プログラムは動作条件を引数として与える事ができます。MTU に定義されている引数には下記のものがあり

ます。

表 30 プログラムの引数

位置 意味

１ 必須 接続する先のユーザ名、パスワード、およびオプションでデータベース別名を与えます。書式41

は下記の通りとなります。「7.7.接続先の指定(44頁)」に具体例があるので併せてご確認下さい。

<uUsername>/<password>[@db_alias]

但し、Oracle 10g 以降の Client または Instant Client をお使いの場合「簡易接続ネーミング･

メソッド」と呼ばれている下記の書式も受入れる事ができます。簡易接続ネーミング・メソッドを

使用する際は環境変数 TNS_ADMIN に値が設定されていないことをご確認ください。

<uUsername>/<password>[@[//]host[:port][/service_name]]

password部分に１文字分の半角アスタリスクを設定すると、パスワード入力用のダイアログボ

ックス（「図 11 パスワード入力のダイアログボックス(MTU)（169頁）」参照）が開き、パスワード

を実行時に入力する事ができます。入力されたパスワードは文字数分のアスタリスク文字がエ

コーバックされるので、入力を覗き見されたとしてもパスワードの漏えいを防ぐ事ができます。

上記の引数を平文で設定する代わりにパスワードの秘匿化機能を使用することも出来ます。

詳しくは「14. パスワードの秘匿化について 125頁）」にある記事を参照してください。

接続先 DBが Oracle 11g以上で、かつ初期化パラメータ SEC_CASE_SENSITIVE_LOGON が

TRUEである場合、パスワードの大文字／小文字が区別されますのでこの引数の指定時には

ご注意下さい。

２ 必須 「表 14 各機能と出力される表題(104頁)」の“機能”欄に表示した文字列を指定します。それぞ

れの説明については同表をご確認下さい。

図 11 パスワード入力のダイアログボックス(MTU)

引数を何も指定せずに製品プログラムを実行すると起動方法の簡単な説明が表示されて終了します。下記に表示

例を示します。

41 <> で囲まれた要素は必須入力です。[]で囲まれた要素は任意入力です。
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Multi-threaded Unloader version 4.4

(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.
Windows Server 2019 Release 1809 Datacenter Edition (build 17763), 64-bit native

Number of NUMA nodes: 1
Number of physical processor packages: 1

Number of processor cores: 2
Number of logical processors: 2

Number of processor L1/L2/L3 caches: 4/1/0
Error - 引数が不足しています。

コマンド書式 : MTU [userid] [func]
userid : 必須。接続先ユーザ名/パスワード@接続文字列

  例：scott/tiger@orcl.world （接続文字列省略時はIPC接続）
  例：/@orcl.world （OS認証ではユーザ名/パスワードを省略可能）

func   : 必須。下記機能の何れか一つを指定。
  install     : 製品コンポーネントのインストール

  unload      : 表データファイル出力
  query       : 任意問合せファイル出力

  getmeta     : スキーマオブジェクト定義 SQL文出力
  consdisable : 整合性制約の無効化

  consenable  : 整合性制約の有効化
  getfkrb     : 外部キー再構成スクリプト出力

  gettblp     : 表間参照階層図（正展開）の出力
  gettbln     : 表間参照階層図（逆展開）の出力

  getplsp     : 名前付き PL/SQL間参照階層図（正展開）の出力
  getplsn     : 名前付き PL/SQL間参照階層図（逆展開）の出力

異常終了しました。(mtu.c-392)
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27. プログラムの戻り値

製品プログラムは終了時に戻り値を返すことが出来るため、お客様自身が作成されたシェル・スクリプト等へ組み

込む場合に、後続する手続きへの分岐条件を与えることが出来ます。以下に戻り値とその意味を示します。

表 31 プログラムの戻り値

戻り値 意味

0 正常終了

1以上 異常終了
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28. トラブル・シューティング

28.1. 製品インストール時のエラーメッセージ

インストール時に発生しやすいエラーの事例と対処法について説明します。

Could not find the Oracle Call Interface 
library (OCI.DLL). Reason: (Code-126) 指定
されたモジュールが見つかりません。

Oracle Database または Oracle Database Client 製品がインストールされていないか、あるいはマニュアル通りに

正しくインストールされていない場合に発生します。Oracle社の製品マニュアルでインストール方法を確認してください。

MTU が利用することのできる Oracle Database または Oracle Database Client 製品のバージョンに関するリストは

「表 6:MTU が動作する為に必要な Oracle 製品（28頁）」にある記事を確認してください。

Visual Studio 2015、2017、2019、および
2022 の Microsoft Visual C++ 再頒布可能パ
ッケージ (xxx) を先にインストールしてくださ
い

Visual Studio 2015、2017、2019、および 2022 の Microsoft Visual C++ 再頒布可能パッケージ (xxx) がインストー

ルされていません。インストール方法については「31.Visual Studio 2015、2017、2019、および 2022 の Microsoft Visual

C++ 再頒布可能パッケージの導入（191頁）」にある記事を参照してください。

28.2. 製品コンポーネントインストール時のエラーメッセージ

インストール時に発生しやすいエラーの事例と対処法について説明します。

ORA-12154: TNS: 指定された接続識別子を解決できませんでした

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install

Multi-threaded Unloader version 4.4
(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.
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製品コンポーネントのインストールを実行します...

ネット・サービス名 xxxx を解決中...
ORA-12154: TNS: 指定された接続識別子を解決できませんでした

Error - ネット・サービス名 xxxxが TNSNAMES.ORA、または Oracle Namesへ登録済か確認し
てください。
関数 rcAttachToServer() が異常終了しました。(psOciCommon.c-885)

関数 rcOciSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1194)
所要時間（秒）                :         0.07

異常終了しました。(mtu.c-981)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

「Error - 」以降に表示されたメッセージに有る通り、未定義の Oracle ネット・サービス名を使おうとしています。

Env.bat の「set USERID=」ステートメントに指定されたネット・サービス名にスペルミス等のエラーが無いかどうかをチェ

ックしてください。

ORA-12541: TNS: リスナーがありません

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install
Multi-threaded Unloader version 4.4

(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.
製品コンポーネントのインストールを実行します...

ネット・サービス名 xxxxを解決中...
ORA-12541: TNS: リスナーがありません

Error - ネット・サービス名xxxxに定義されたIPアドレスとポート番号の位置に動作中のリ
スナがあるか確認して下さい。
関数 rcAttachToServer() が異常終了しました。(psOciCommon.c-885)

関数 rcOciSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1194)
所要時間（秒）                :         1.18

異常終了しました。(mtu.c-981)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

接続要求先のリスナーが稼動しているか、リスナーが稼動しているコンピュータの IP アドレスとポート番号の指定

に誤りが無いかどうかチェックしてください。

ORA-01034: ORACLE not available

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install

Multi-threaded Unloader version 4.4
(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.

製品コンポーネントのインストールを実行します...
ネット・サービス名: xxxxへユーザ名:system として接続します。

しばらくお待ちください...
Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 - 64bit Production

With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options
プールを作成します(cOciSes:FIFO)...

ORA-01034: ORACLE not available
ORA-27101: shared memory realm does not exist

Error - インスタンスが起動されていません。
関数 rcOciSes() が異常終了しました。(cOciSes.c-218)

関数 rcOciSesInPool() が異常終了しました。(cOciSes.c-285)
関数 rcAddOrDelItems() が異常終了しました。(cPool.c-358)
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関数 rcPulseOrWaitForEvent() が異常終了しました。(cEvent.c-247)

Information - プールの状態 szItemType=cOciSes, iMaxItems=0, iNumFree=0, 
rCtx.iDifference=1
関数 rcChgNumItemsPool() が異常終了しました。(cPool.c-441)

関数 rcPool() が異常終了しました。(cPool.c-526)
関数 rcOciSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1327)

所要時間（秒）                :         0.20
異常終了しました。(mtu.c-981)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

接続先のオラクルのインスタンスがスタートアップしているかどうか alert.log などを確認してください。

ORA-12560: TNS: プロトコル・アダプタ・エラーが発生しました

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install

Multi-threaded Unloader version 4.4
(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.

製品コンポーネントのインストールを実行します...
IPC接続を解決中....

ORA-12560: TNS: プロトコル・アダプタ・エラーが発生しました
Error - IPC接続を利用するときは有効な ORACLE_SID を設定してください。

関数 rcAttachToServer() が異常終了しました。(psOciCommon.c-885)
関数 rcOciSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1194)

所要時間（秒）                :         0.06
異常終了しました。(mtu.c-988)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

IPC42によるローカル接続を要求しようとしましたが、接続先の Oracle インスタンスを識別することが出来ませんでし

た。「Error - 」以降に表示されたメッセージに有る通り、環境変数 ORACLE_SIDか、あるいは 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\<key_name>キーへ ORACLE_SIDを明示的に定義し接続先インスタ

ンス名を指定してください。

ORA-01017: ユーザー名/パスワードが無効です。ログオンは拒否されました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install
Multi-threaded Unloader version 4.4

(c) 2003 Plumsix Co.,Ltd. All rights reserved.
製品コンポーネントのインストールを実行します...

ネット・サービス名: xxxxへユーザ名:systen として接続します。
しばらくお待ちください...

Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 - 64bit Production
With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options

プールを作成します(cOciSes:FIFO)...
ORA-01017: ユーザー名/パスワードが無効です。ログオンは拒否されました。

Error - ユーザ名 systen が存在するか、あるいはパスワードの有効性を確認して下さい。
関数 rcOciSes() が異常終了しました。(cOciSes.c-218)

関数 rcOciSesInPool() が異常終了しました。(cOciSes.c-285)
関数 rcAddOrDelItems() が異常終了しました。(cPool.c-358)

関数 rcPulseOrWaitForEvent() が異常終了しました。(cEvent.c-247)

42 IPC はプロセス間通信（Interprocess Communication）の略称。リスナーと同じノードに存在するクライアント・アプリケーションが、サ

ーバー・プロセスとの通信に使用するプロトコルの 1 つ。一般的に IPC は、TCP/IP よりデータ転送速度に優れています。
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Information - プールの状態 szItemType=cOciSes, iMaxItems=0, iNumFree=0, 
rCtx.iDifference=1

関数 rcChgNumItemsPool() が異常終了しました。(cPool.c-441)
関数 rcPool() が異常終了しました。(cPool.c-526)

関数 rcOciSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1327)
所要時間（秒）                :         0.28

異常終了しました。(mtu.c-981)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

Env.bat の「set USERID=」ステートメントに指定されたユーザ名あるいはパスワードにスペルミス等のエラーが無い

かどうかをチェックしてください。特に 11g以降のデータベースでは、ユーザ名とパスワードに含まれるの大文字／小

文字が区別されます。

ORA-00955: すでに使用されているオブジェクト名です。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install
Multi-threaded Unloader version 4.4

                  ：                                 ：
                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 

                  ：                                 ：
APLDDT01 表作成               :    Executing

ORA-00955: すでに使用されているオブジェクト名です。
関数 rcStmtExecute() が異常終了しました。(cOciStmt.c-540)

関数 rcExecDefineAndFetch() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1054)
関数 rcOciStmtVa() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1406)

関数 rcOciStmtList() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1474)
関数 rcInstall() が異常終了しました。(rcInstall.c-559)

所要時間（秒）                :         1.00
異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーは製品コンポーネント（表やパッケージ等）の一部が不完全にインストールされているか、または全部が

既にインストールされている場合に発生します。

不完全にインストールされている場合は「9.2..第２の方法（選択）(65頁」」に示した手順に沿って、オブジェクトを一旦

削除してから再度 Installを試みて下さい。

ORA-01031: 権限が不足しています。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install
Multi-threaded Unloader version 4.4

                  ：                                 ：
                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 

                  ：                                 ：
APLDDT01 表作成               :    Executing                            (a)

ORA-01031: 権限が不足しています。
関数 rcStmtExecute() が異常終了しました。(cOciStmt.c-540)

関数 rcExecDefineAndFetch() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1054)
関数 rcOciStmtVa() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1406)

関数 rcOciStmtList() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1474)
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関数 rcInstall() が異常終了しました。(rcInstall.c-559)

所要時間（秒）                :         0.26
異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーは製品コンポーネント（表やパッケージ等）をスキーマへ作成する為の権限がない場合に発生します。

(a)にはエラーになった製品コンポーネント（表やパッケージ）を作る為の SQL 文が表示されるので、そのオブジェクトを

作る為に必要なシステム権限が与えられているかどうかを SQL*Plus等のユーティリティーで確認して下さい。現在割

当てられているシステム権限の調べ方は「7. インストール ( 34頁)」を参照して下さい。

ORA-01950: 表領域' xxxxxx'に対する権限がありません、または ORA-01536: 表領域
xxxxxx に対して割り当てられた領域を使い果たしました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install
Multi-threaded Unloader version 4.4

                  ：                                 ：
                  「11.1..表示項目の共通部分(103頁」参照 

                  ：                                 ：
APLDDT01 表作成               :    Executing                            (a)

ORA-01950: 表領域'xxxxxx'に対する権限がありません
関数 rcStmtExecute() が異常終了しました。(cOciStmt.c-540)

関数 rcExecDefineAndFetch() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1054)
関数 rcOciStmtVa() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1406)

関数 rcOciStmtList() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1474)
関数 rcInstall() が異常終了しました。(rcInstall.c-559)

所要時間（秒）                :         0.34
異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーは製品コンポーネント（表）をスキーマへ作成する為の十分なクオータが割り当てられていない場合に発

生します。(a)にはエラーになった製品コンポーネント（表）を作る為の SQL 文が表示されるので、接続しているユーザ

のデフォルト表領域へ表を作る為に必要なクオータが割り当てられているか（あるいはユーザへ UNLIMITED 

TABLESPACE システム権限が与えられているかどうか）を SQL*Plus等のユーティリティーで確認して下さい。現在割

当てられているクオータの調べ方は「7. インストール ( 34頁)」を参照して下さい。

ORA-01045: ユーザー xxxxxx には CREATE SESSION 権限がありません。ログオン
が拒否されました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>install

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1..表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

ORA-01045: ユーザーxxxxxxにはCREATE SESSION権限がありません。ログオンが拒否されまし
た。
Error - 認証処理中にエラーが発生しました。

関数 rcSessionBegin() が異常終了しました。(psOciCommon.c-1427)
関数 rcOciSes() が異常終了しました。(cOciSes.c-381)

関数 rcOciSesInPool() が異常終了しました。(cOciSes.c-459)
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関数 rcAddOrDelItems() が異常終了しました。(cPool.c-265)

関数 rcWaitForOrPulseEvent() が異常終了しました。(cPool.c-320)
関数 rcDiffNumItemsPool() が異常終了しました。(cPool.c-370)

関数 rcChgNumItemsPool() が異常終了しました。(cPool.c-405)
関数 rcPool() が異常終了しました。(cPool.c-483)

関数 rcOciSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1575)
所要時間（秒）                :         0.32

異常終了しました。(mtu.c-907)

このエラーは所有ユーザに対して、CREATE SESSION システム権限が付与されていない場合に発生します。

28.3. 実行時のエラーメッセージ

実行時に発生しやすいエラーの事例と対処法について説明します。

Error - オブジェクトが見つからないか、必要な権限が割り当てられていません。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>getmeta

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1..表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

スキーマオブジェクト定義 SQL文を出力中です。output\meta.sql
Error - オブジェクトが見つからないか、必要な権限が割り当てられていません。

所有者名：SCOTT オブジェクト名：APLDDT01 権限：SELECT                          (a)
関数 rcCheckPrivsGiven() が異常終了しました。(cPrivsGiven.c-219)

関数 rcGetMeta() が異常終了しました。(psGetMeta\rcGetMeta.c-697)
出力バイト総数（kbytes）      :         1.27

所要時間（秒）                :         0.39
処理速度（kbytes/秒）         :         3.26

異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーはインストールが行われていないか、あるいは不完全なまま終わっている場合に発生します。(a)には製

品プログラムが動作するために必要なデータベース・オブジェクトの所有者名、名前、アクセスに必要なオブジェクト権

限が示されます。「7. インストール ( 34頁)」を参照の上インストールを完全に実施してください。

Win32API の実行に失敗しました。Code=0x3, Msg=指定されたパスが見つかりません。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>getmeta
Multi-threaded Unloader version 4.4

                  ：                                 ：
                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 

                  ：                                 ：
対象スキーマは SCOTT です。

Error - Win32API の実行に失敗しました。Code=0x3, Msg=指定されたパスが見つかりません。
関数 rcChkWin32Api() が異常終了しました。(rcChkWin32Api.c-30)

Error - ファイルの名前：outpug\meta.sql                           (a)
関数 rcFile() が異常終了しました。(cFile.c-408)

関数 rcGetMeta() が異常終了しました。(psGetMeta\rcGetMeta.c-633)
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所要時間（秒）                :         0.25

異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーは(a)の部分に示されるファイルの出力先ディレクトリが無効の場合に発生します。

Env.bat内の環境変数 OUTPUT（88頁）によって指し示すされるディレクトリが実在するかどうかを確認してください。

Error - Win32API の実行に失敗しました。Code=0x5, Msg=アクセスが拒否されました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>getmeta

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

Error - Win32API の実行に失敗しました。Code=0x5, Msg=アクセスが拒否されました。
関数 rcChkWin32Api() が異常終了しました。(rcChkWin32Api.c-30)

Error - ファイルの名前：output\meta.sql                            (a)
関数 rcFile() が異常終了しました。(cFile.c-408)

関数 rcGetMeta() が異常終了しました。(psGetMeta\rcGetMeta.c-633)
所要時間（秒）                :         0.25

異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーは(a)の部分に示されるファイルまたはディレクトリの属性が読み込み専用である場合に発生します。属

性を読み書き可能に変更してから再試行して下さい。

Error - Win32API の実行に失敗しました。Code=0x70, Msg=ディスクに十分な空き領
域がありません。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>unload

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

表に含まれている行数の測定    :           67:    0.00
整合性制約情報-Z              :          370:    0.02

整合性制約情報-B              :          370:    0.06
出力対象の表名                :           52:    0.94

データ・ファイルと制御ファイルを出力中です。output
TableName                     :      NumRows:  Elapse:Rows/s:Bytes: kB/s:   Len

Error - ファイルの名前：output\STATS$BG_EVENT_SUMMARY.dat
関数 dwAddNextExtent() が異常終了しました。(cFile.c-74)

Error - Win32API の実行に失敗しました。Code=0x70, Msg=ディスクに十分な空き領域があり
ません。
関数 rcChkWin32Api() が異常終了しました。(rcChkWin32Api.c-30)

関数 rcWriteFile() が異常終了しました。(cFile.c-576)

関数 rcPostFetchAction() が異常終了しました。(psGetData\cUnLoadUnit.c-3489)
関数 rcSelectIntoVector() が異常終了しました。(cOciStmt.c-802)

関数 rcExecDefineAndFetch() が異常終了しました。(cOciStmt.c-1019)
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Waiting.

Synchronized.POOL_STATISTICS  :    Executing
Error - １つ以上のスレッド関数が異常修了しました。

関数 rcSynchronizeSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1414)
関数 rcPostRepGetData() が異常終了しました。(psGetData\cC1021.c-2016)

Waiting.
Synchronized.

Error - １つ以上のスレッド関数が異常修了しました。
関数 rcSynchronizeSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1414)

関数 rcForEachExList() が異常終了しました。(cList.c-397)
関数 rcGetData() が異常終了しました。(psGetData\cC1021.c-2127)

関数 rcUnLoad() が異常終了しました。(psGetData\rcUnLoad.c-71)
所要時間（秒）                :         1.60

異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーはデータの出力先ディスクに十分な空き領域がない場合に発生します。十分な領域を確保してから再試

行して下さい。

[Query] ORA-01008: バインドされていない変数があります。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86> query

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

任意問い合わせファイルを 1 個読込みました。(QUERYFIX) qryfix\*.sql
任意問い合わせファイルを 2 個読込みました。(QUERYVAR) qryvar\*.sql

バインド変数定義ファイルを読込みます。input\bind.dat
:b_sal                        :        1,300

:b_hiredate                   :1980-01-01
複数の接続を確立します。要求された並列度は 4 です。

データ・ファイルと制御ファイルを出力中です。output
TableName                     :      NumRows:  Elapse:Rows/s:Bytes: kB/s:   Len

DEPT                          :            0:    0.00
ORA-01008: バインドされていない変数があります。

関数 rcStmtExecute() が異常終了しました。(cOciStmt.c-466)
関数 rcExecDefineAndFetch() が異常終了しました。(cOciStmt.c-980)

/* サンプルスクリプト（２）*/
/* 機能：バインド変数で与えられた条件を満たす行を戻す */

select *
from emp

where job = :b_job
and sal > :b_sal

and hiredate > to_date(:b_hiredate, 'yyyy-mm-dd')

SQL*Loader のコマンド行作成   :            3
DEPT                          :            4:    0.02:   197: 128.:    6:   32. CAN

Synchronized.
Error - １つ以上のスレッド関数が異常修了しました。

関数 rcSynchronizeSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1414)
関数 rcPostRepGetData() が異常終了しました。(psGetData\cC1021.c-2016)

Waiting.
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Synchronized.

Error - １つ以上のスレッド関数が異常修了しました。
関数 rcSynchronizeSvc() が異常終了しました。(cOciSvc.c-1414)

関数 rcForEachExList() が異常終了しました。(cList.c-397)
関数 rcGetData() が異常終了しました。(psGetData\cC1021.c-2127)

関数 rcQuery() が異常終了しました。(psGetData\rcQuery.c-34)
出力バイト総数（kbytes）      :         0.44

所要時間（秒）                :         0.59
処理速度（kbytes/秒）         :         0.75

異常終了しました。(mtu.c-1004)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

このエラーは Query 機能使用時に、半角コロン「:」で始まるプレースフォルダ文字列を含むＳＱＬ文に対して変数が

バインドされていない場合に発生します。環境変数 INPUT の示す場所に、環境変数 FILEBIND（78頁）の示す名前の

テキストファイルを作成し、その内部にバインド変数名とその値をkey=value 形式で記述してから再実行してください。

環境変数 SHOWSTMT（96頁）を予め TRUE へセットしておくとどのクエリに対するバインド変数が不足しているの

かが分かります。

[GetMeta] ORA-01436: ユーザー・データで CONNECT BYのループが発生しました。

このエラーは GetMeta 機能使用時に、スキーマに含まれている参照整合性制約の自己参照か循環参照を検出す

ると発生します。循環参照を構成する外部参照のひとつを明示的に無いものとみなして処理するよう設定する必要が

有ります。プログラムフォルダ（40頁）にある DelCircular.sql を編集してこの設定を行った後再実行してください。

GetTblN 機能を実行して取得できるテキストファイルを使うと循環参照を見つけることが出来ます。

「循環参照を検出した為、再帰的検索を打切りました。」という部分がその場所です。

その他のアプローチとしては環境変数 DEPENDENT（74頁）に値をセットしない方法もあります。

[UnLoad] ORA-01466: データを読み込めません - 表定義が変更されました

このエラーは読み込もうとしている表が truncate された後にフラッシュバック問合せが実行された時に発生します。

[Instant Client] ORA-12705: Cannot access NLS data files or invalid environment 
specified または ORA-12705: 無効または不明な NLS パラメータ値が指定されました。

Oracle Instant Client利用時に環境変数の設定が不十分な場合に発生します。

環境変数 NLS_LANG を下記の事例に倣って設定し、再試行してください。

set NLS_LANG=japanese_japan.ja16sjis
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28.4. 実行時の警告メッセージ

実行時に発生しやすい警告の実例と対処法について説明します。

Warning - 1 秒後にリトライします

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>unload

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

ORA-00054: リソース・ビジー、NOWAITが指定されていました。

現在リトライ数 0 最大リトライ数 13 現在日付時刻 Sat Aug 23 16:48:16 2008
Warning - 1 秒後にリトライします。lock table "SYSTEM"."APLDDT01" in share mode nowait

ORA-00054: リソース・ビジー、NOWAITが指定されていました。
現在リトライ数 1 最大リトライ数 13 現在日付時刻 Sat Aug 23 16:48:17 2008

Warning - 2 秒後にリトライします。lock table "SYSTEM"."APLDDT01" in share mode nowait

ORA-00054: リソース・ビジー、NOWAITが指定されていました。

現在リトライ数 2 最大リトライ数 13 現在日付時刻 Sat Aug 23 16:48:19 2008
Warning - 4 秒後にリトライします。lock table "SYSTEM"."APLDDT01" in share mode nowait

ORA-00054: リソース・ビジー、NOWAITが指定されていました。
現在リトライ数 3 最大リトライ数 13 現在日付時刻 Sat Aug 23 16:48:23 2008

Warning - 8 秒後にリトライします。lock table "SYSTEM"."APLDDT01" in share mode nowait

この警告は製品プログラムが内部的に使用する作業表を指定のモードでロック出来なかった時に発生します。主

な原因としては他の端末による接続でマルチ・スレッド・アンローダーが実行されている場合に起こります。他の端末に

よる処理が終了すれば自動的に処理を再開します。

他の端末の処理が一向に終わらない場合はリトライを１３回まで繰り返し、それでもロックできなかった場合には

「Error - テーブル XXX のロック(%s)に失敗しました。他の端末が使用中です。 」というメッセージを戻して異常終了し

ます。

[ConsEnable] Warning - 有効化できません。 (ORA-xxxxx)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>ConsEnable

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

整合性制約情報-Z              :           22:    0.00
整合性制約情報-A              :           22:    0.03

Warning - 有効化できません。(ORA-02437) PK_DEPT                           (a)
Warning - 有効化できません。(ORA-02270) FK_DEPTNO : DEPT : PK_DEPT : P    (b)

       8 個の主キー／一意性制約を有効化しました。
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       0 個の参照制約を有効化しました。

       0 個の検査制約を有効化しました。
       2 個のデータベース・トリガーを有効化しました。

ラウンドトリップ（回）        :           43
所要時間（秒）                :         2.07

正常終了しました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>

この警告は整合性制約の有効化に失敗したときに発生します。

a. 主キー／一意キー制約の場合

• 有効化に失敗した整合性制約の名前

b. 参照整合性制約の場合

• 有効化に失敗した整合性制約の名前

• 参照先表

• 参照先キー制約の名前

• 参照先キー制約の型(P:主キー制約、U:一意キー制約の何れか)

が順に示されます。EXCEPTIONS 表（例外表）へ制約違反の原因となった行の ROWIDが格納されるので、これを

基に違反の原因を取り除いた後、再試行して下さい。

select * from exceptions where owner = ＜環境変数 SRC_USER＞;

で行を取り出すことが出来ます。

Warning - 戻された LONG 型/LONG RAW 型値はホスト変数の最大長を超えたため
切捨てられました。

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x86>unload

Multi-threaded Unloader version 4.4
                  ：                                 ：

                  「11.1.表示項目の共通部分(103頁」参照 
                  ：                                 ：

表に含まれている行数の測定    :            1:    0.00
複数の接続を確立します。要求された並列度は 4 です。

整合性制約情報-Z              :           12:    0.00
整合性制約情報-B              :            5:    0.04

出力対象の表名                :            1:    0.46
複数の接続を確立します。要求された並列度は 4 です。

データ・ファイルと制御ファイルを出力中です。output
TableName                     :      NumRows:  Elapse:Rows/s:Bytes: kB/s:   Len

Not NULL constraints          :            5:    0.00
セグメント属性                :    Executing:    0.67

ORA-24345: 切捨てまたはNULLフェッチ・エラーが発生しました。(cOciStmt.c-748)
Warning - 戻されたLONG型/LONG RAW型値はホスト変数の最大長を超えたため切捨てられまし
た。

環境変数 MAXLONGSIZE へ必要十分な値を設定して下さい。現在値 1,000      (a)
表示項目: TABLE_NAME.COLUMN_NAME, ROW_COUNT, SIZE
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IDL_UB1$.PIECE, 2, ==4,870                                             (b)

IDL_UB1$.PIECE, 4, ==12,288
IDL_UB1$.PIECE, 6, ==1,132

IDL_UB1$.PIECE, 8, ==2,982
IDL_UB1$.PIECE, 11, ==3,540

IDL_UB1$.PIECE, 13, ==12,288

この警告は出力対象となった表（事例では IDL_UB1$ と表示）から取り出された LONG 型あるいは LONG RAW 型

のデータ長が大きすぎる為、バッファに収まらなかったときに発生します。必要なデータ長は(b)に示されます。

ただしここに表示される数値は符号付き 16ビット整数型(OCIInd 型)の変数から取り出されたものなので表現可能

な最大値は 65,535 までとなります。また現在のバッファのサイズは(a)に示されます。事例では環境変数

MAXLONGSIZE（84頁）が 1000 に指定されていたのでそのサイズを超えたデータ格納されていた 2, 4, 6, ... 23 行目の

行取り出しで警告が戻されています。

バッファのサイズを環境変数 MAXLONGSIZE によって調節した後、再度実行して下さい。このとき、環境変数

BULK_SIZE（72頁） と MAXLONGSIZE を乗じたバイト数＋αのメモリが実行時に確保されます。ただし BIND_SIZE（72

頁） へ指定したサイズを超える事はありません。

28.5. SQL*Loader実行時のメッセージ

ORA-02359: データ・ファイルのフィールドが最大長を超えました。

レコードxx: 拒否されました。- 表"xxxxxxxxxxxxx",列"xxxxxxxx"でエラーが発生しました。
マルチバイト・キャラクタでエラーが発生しました。

全角文字が格納されている列で列値の最後の文字が全角文字の１バイト目である時発生します。エラーが生じた

行データだけ<表名>.bad ファイルに控えが出力されているのでこれを使い、原因となる列値を修正した後再度ローディ

ングを試みてください。

SQL*Loader-510: データ・ファイル(xxx.dat)の物理レコードが最大長(xxx)を超えてい
ます。または SQL*Loader-555: 認識できない処理オプションです。

このエラーは特大の LONG/LONG RAW 型のロード時に発生します。引数として readsize へ、より大きな値をを明

示的に与えて下さい（省略時初期値は 1048576 バイト）。この引数は_par0.txt, _par1.txtで指定されています。

ORA-06564: オブジェクト ALIAS1 は存在しません。

外部表を定義するスクリプトを（環境変数 GETEXTTBL（82頁）を設定した時に出力される）実行した時に上記のエ

ラーメッセージが戻される時は下記の事例に倣ってディレクトリ・オブジェクトを事前に作成してから再試行してください。

（想定事例：system ユーザにてディレクトリ・オブジェクト 'ALIAS1' を作成し、それを使用する権限を SCOTT へ付

与。その後、SCOTT で再接続しスクリプトを実行。）

connect system/manager

create or replace directory ALIAS1 as 'C:\borland\USER\mtu\output';
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 (上記 SQL は CREATE ANY DIRECTORY システム権限が必要です)

grant read, write on directory ALIAS1 to scott;

connect scott/tiger

create table "外部表名"

.....

) ORGANIZATION EXTERNAL (

TYPE ORACLE_LOADER

DEFAULT DIRECTORY "ALIAS1"

.....

);

28.6. その他の異常終了

製品の v4.16以上をお使いの場合、このセクションに表記した機能を使って異常終了を診断するための情報を得る

ことが出来ます。それ未満のバージョンの場合は、以前のバージョンに付属する取扱説明書の「トラブルシューティン

グ」をご覧下さい。

28.6.1. クラッシュ

製品がクラッシュすると自動的にプロセスダンプファイルが出力されます。画面出力や、トレースファイル（環境変数

FILETRACE、81頁）と共に、プロセスダンプファイルを製品サポート係へお送りください。製品サポートにはサポート契

約が必要です。

プロセスダンプファイルのファイル名は次の形式で与えられます。

環境変数OUTPUTへ指定した値のフォルダ名 +"_mtu"+"_(半角数字5桁のプロセスID)"+"(半角数字2

桁の連続番号)"+".dmp"

また画面上に次のように表示され、プロセスダンプが取得されたことが通知されます。

Error - SEH caught an exception. (0xc00000fd: EXCEPTION_STACK_OVERFLOW)

C:\ProgramData\PLUMSIX\mtu_4.4\x64\output\_mtu_05432_01.dmp
Mini-dump file was saved.

28.6.2. ハングアップ

ハングアップの場合は、Oracle の動的性能表等でmtu.exe プロセスによるセッションが、アイドル待機イベントで待

機していることを確認の上、CTRL+Break を押下して下さい。前項で示した場所と同じ場所にプロセスダンプを出力す

ることが出来ます。

画面出力や、トレースファイル（）と共に、プロセスダンプファイルを製品サポート係へお送りください。
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29. 応用事例

UnLoad/Query 機能を使って得た SQL*Loader 用制御ファイルを適宜編集することにより、テーブルの仕様変更に

伴う列の追加や Not Null 制約の追加、列の削除に対して柔軟に対処できます。このセクションでは応用例を示します。

変更前の状態の制御ファイルについては「30.出力サンプル（187頁）」をご覧下さい。

29.1. 列の追加

事例：EMP 表に社員の電子メールアドレスを格納するための列 EMAIL が追加になった。この列に Not　Null 制約

が施行される。

LOAD INFILE "EMP" "VAR 10"

INTO TABLE "EMP" 

TRUNCATE REENABLE FIELDS TERMINATED BY ','

(  "EMPNO"                              DECIMAL EXTERNAL(5)

,  "ENAME"                              CHAR(10) ENCLOSED BY '"'

,  "JOB"                                CHAR(9) ENCLOSED BY '"'

,  "MGR"                                DECIMAL EXTERNAL(5)

,  "HIREDATE"                           DATE(16) "YYYYMMDDHH24MISS" ENCLOSED BY '"'

,  "SAL"                                DECIMAL EXTERNAL(9)

,  "COMM"                               DECIMAL EXTERNAL(9)

,  "DEPTNO"                             DECIMAL EXTERNAL(3)

,  "EMAIL"     CONSTANT 'dummy@hq.acme.com'                                  (a)

)

 (a)に示すように、制御ファイルに CONSTANT 句オプションを含め、追加した列へ仮の値を導入すれば Not Null 制

約違反が発生することを抑止できます。追加した列が可変長データ型である場合、実際に代入されることになる値の

データ長よりも長い仮の値をすると行移行の発生を抑えることができます。

29.2. Not Null 制約の追加

事例：EMP 表の JOB列に Not Null 制約が追加された。

LOAD INFILE "EMP" "VAR 10"

INTO TABLE "EMP"

TRUNCATE REENABLE FIELDS TERMINATED BY ','

(  "EMPNO"                              DECIMAL EXTERNAL(5)

,  "ENAME"                              CHAR(10) ENCLOSED BY '"'

,  "JOB"                                CHAR(9) ENCLOSED BY '"'

                                            "nvl(:\"JOB\",'dummy')"            (a)

,  "MGR"                                DECIMAL EXTERNAL(5)
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,  "HIREDATE"                           DATE(16) "YYYYMMDDHH24MISS" ENCLOSED BY '"'

,  "SAL"                                DECIMAL EXTERNAL(9)

,  "COMM"                               DECIMAL EXTERNAL(9)

,  "DEPTNO"                             DECIMAL EXTERNAL(3)

)

 (a)に示すように、ENCLOSED BY 句オプションの後に２重引用符で囲まれた SQL関数を含む式を記述すると演算

結果を列値として代入できます43。この例では JOB IS NULL となった場合、仮の文字列値'dummy'を強制的に代入し

ています。このオプションはダイレクト・パス・ロードでは使用できません。

29.3. 列の削除

事例：EMP 表の COMM列が削除された。

LOAD INFILE "EMP" "VAR 10"

INTO TABLE "EMP"

TRUNCATE REENABLE FIELDS TERMINATED BY ','

(  "EMPNO"                              DECIMAL EXTERNAL(5)

,  "ENAME"                              CHAR(10) ENCLOSED BY '"'

,  "JOB"                                CHAR(9) ENCLOSED BY '"'

,  "MGR"                                DECIMAL EXTERNAL(5)

,  "HIREDATE"                           DATE(16) "YYYYMMDDHH24MISS" ENCLOSED BY '"'

,  "SAL"                                DECIMAL EXTERNAL(9)

,  "COMM"           FILLER              DECIMAL EXTERNAL(9)                    (a)

,  "DEPTNO"                             DECIMAL EXTERNAL(3)

)

(a)に示すように、FILLER 句オプションを使用するとデータ・ファイルから読み取った列値を表の列値へ代入する操

作をスキップすることが出来ます。なお、FILLERは Oracle8i から使用可能になったオプションです。

43  R8.1.6/R8.1.5 の SQL*Loaderでは式の指定でエスケープ文字を含められないので「nvl(:JOB,'dummy')」と書換えてください。
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30. 出力サンプル

この章では MTU が出力するファイルのサンプルを提示します。サンプルでは「EMP」表を使用します。「EMP」表は

Oracle のデモンストレーション用に用意されているスクリプトで作成することの出来る、SCOTT スキーマに含まれるオ

ブジェクトのひとつです。

下記の場所に SCOTT スキーマの作成スクリプトが有りますのでお客様自身のオラクルデータベースへこの表をイ

ンストールして確認することが可能です。

プラットホーム共通         @?/rdbms/admin/utlsampl.sql

30.1. UnLoad 機能（CSV 形式）

環境変数を出荷時設定のままで使用し、EMP 表を UnLoadすると下記サンプルのような出力結果が得られます。

30.1.1. 制御ファイル

LOAD INFILE "EMP" "VAR 10"

INTO TABLE "EMP"

TRUNCATE REENABLE FIELDS TERMINATED BY ','

(  "EMPNO"                              DECIMAL EXTERNAL(5)

,  "ENAME"                              CHAR(10) ENCLOSED BY '~~'

,  "JOB"                                CHAR(9) ENCLOSED BY '~~'

,  "MGR"                                DECIMAL EXTERNAL(5)

,  "HIREDATE"                           DATE(14) "YYYYMMDDHH24MISS" ENCLOSED BY '~~'

,  "SAL"                                DECIMAL EXTERNAL(9)

,  "COMM"                               DECIMAL EXTERNAL(9)

,  "DEPTNO"                             DECIMAL EXTERNAL(3)

)

30.1.2. データ・ファイル

00000000597369,~~SMITH~~,~~CLERK~~,7902,~~19801217000000~~,800,,20,

00000000667499,~~ALLEN~~,~~SALESMAN~~,7698,~~19810220000000~~,1600,300,30,

00000000657521,~~WARD~~,~~SALESMAN~~,7698,~~19810222000000~~,1250,500,30,

00000000627566,~~JONES~~,~~MANAGER~~,7839,~~19810402000000~~,2975,,20,

00000000687654,~~MARTIN~~,~~SALESMAN~~,7698,~~19810928000000~~,1250,1400,30,

00000000627698,~~BLAKE~~,~~MANAGER~~,7839,~~19810501000000~~,2850,,30,

00000000627782,~~CLARK~~,~~MANAGER~~,7839,~~19810609000000~~,2450,,10,

00000000627788,~~SCOTT~~,~~ANALYST~~,7566,~~19870419000000~~,3000,,20,

00000000597839,~~KING~~,~~PRESIDENT~~,,~~19811117000000~~,5000,,10,

00000000657844,~~TURNER~~,~~SALESMAN~~,7698,~~19810908000000~~,1500,0,30,
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00000000607876,~~ADAMS~~,~~CLERK~~,7788,~~19870523000000~~,1100,,20,

00000000597900,~~JAMES~~,~~CLERK~~,7698,~~19811203000000~~,950,,30,

00000000617902,~~FORD~~,~~ANALYST~~,7566,~~19811203000000~~,3000,,20,

00000000617934,~~MILLER~~,~~CLERK~~,7782,~~19820123000000~~,1300,,10,

30.2. UnLoad 機能（固定長形式）

環境変数を「表 32 固定長データ形式の設定例」のように変更し、EMP 表を UnLoadすると下記サンプルのような出

力結果が得られます。環境変数 LISTFIXED（83頁）、FILEFIXED（79頁）へ指定されなかったその他の表は CSV形式

で出力されます。

固定長形式で出力する場合、半角空白文字列をデータとして扱うときの問題点があります。詳細は「5.6. 固定長形

式に含まれる空白文字（31頁）」の記事を参照してください。

表 32 固定長データ形式の設定例

環境変数名 出荷時設定値 変更後の値

LISTFIXED（83頁）、FILEFIXED（79頁） ＜空＞ EMP

30.2.1. 制御ファイル

LOAD INFILE "EMP" "FIX 66"

INTO TABLE "EMP"

TRUNCATE REENABLE FIELDS

(  "EMPNO"                              POSITION( 1: 5) DECIMAL EXTERNAL

,  "ENAME"                              POSITION( 6:15) CHAR

,  "JOB"                                POSITION(16:24) CHAR

,  "MGR"                                POSITION(25:29) DECIMAL EXTERNAL

,  "HIREDATE"                           POSITION(30:43) DATE "YYYYMMDDHH24MISS" NULLIF 

"HIREDATE"=BLANKS

,  "SAL"                                POSITION(44:52) DECIMAL EXTERNAL

,  "COMM"                               POSITION(53:61) DECIMAL EXTERNAL

,  "DEPTNO"                             POSITION(62:64) DECIMAL EXTERNAL

)

30.2.2. データ・ファイル

 7369SMITH     CLERK     790219801217000000   800             20

 7499ALLEN     SALESMAN  769819810220000000  1600      300    30

 7521WARD      SALESMAN  769819810222000000  1250      500    30

 7566JONES     MANAGER   783919810402000000  2975             20

 7654MARTIN    SALESMAN  769819810928000000  1250     1400    30

 7698BLAKE     MANAGER   783919810501000000  2850             30

 7782CLARK     MANAGER   783919810609000000  2450             10
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 7788SCOTT     ANALYST   756619870419000000  3000             20

 7839KING      PRESIDENT     19811117000000  5000             10

 7844TURNER    SALESMAN  769819810908000000  1500        0    30

 7876ADAMS     CLERK     778819870523000000  1100             20

 7900JAMES     CLERK     769819811203000000   950             30

 7902FORD      ANALYST   756619811203000000  3000             20

 7934MILLER    CLERK     778219820123000000  1300             10

30.3. UnLoad 機能 – 外部表

外部表の定義は環境変数 GETEXTTBL（82頁）へ任意文字列を設定した時に出力することが出来ます。

(a)にあるディレクトリ・オブジェクトはこの外部表を定義するスクリプトを実行する前に作成し、read/write 権限を実

行するユーザへ与えておく必要があります。ディレクトリ・オブジェクトの名前は環境変数 DIRALIAS（74頁）で変更する

ことが出来ます。

-- drop table "EMP";

create table "EMP"

(  "EMPNO"                              number(4)

,  "ENAME"                              varchar2(10)

,  "JOB"                                varchar2(9)

,  "MGR"                                number(4)

,  "HIREDATE"                           date

,  "SAL"                                number(7,2)

,  "COMM"                               number(7,2)

,  "DEPTNO"                             number(2)

) ORGANIZATION EXTERNAL (

  TYPE ORACLE_LOADER 

  DEFAULT DIRECTORY "ALIAS1"                                (a)

  ACCESS PARAMETERS (

    RECORDS VARIABLE 10

    BADFILE "EMP"

    LOGFILE "EMP"

    FIELDS TERMINATED BY ','

    (  "EMPNO"                              CHAR(5)

    ,  "ENAME"                              CHAR(10) ENCLOSED BY '~~'

    ,  "JOB"                                CHAR(9) ENCLOSED BY '~~'

    ,  "MGR"                                CHAR(5)

    ,  "HIREDATE"                           DATE(14) "YYYYMMDDHH24MISS" ENCLOSED BY '~~'

    ,  "SAL"                                CHAR(9)

    ,  "COMM"                               CHAR(9)

    ,  "DEPTNO"                             CHAR(3)

    )

  ) LOCATION ('EMP.dat')

);
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30.4. GetMeta 機能

/*

 * Tabs: 000025. EMP

 */

drop table "EMP";

create table "EMP"

( /* 0001 */ "EMPNO"                          number(4)       

, /* 0002 */ "ENAME"                          varchar2(10)    

, /* 0003 */ "JOB"                            varchar2(9)     

, /* 0004 */ "MGR"                            number(4)       

, /* 0005 */ "HIREDATE"                       date            

, /* 0006 */ "SAL"                            number(7,2)     

, /* 0007 */ "COMM"                           number(7,2)     

, /* 0008 */ "DEPTNO"                                         

, constraint "PK_EMP"                         primary key 

  ( /* 0001 */ "EMPNO"

  ) not deferrable initially immediate disable novalidate

, constraint "FK_DEPTNO"                      foreign key 

  ( /* 0008 */ "DEPTNO"

  ) references "DEPT"

  ( /* 0001 */ "DEPTNO"

  ) not deferrable initially immediate disable novalidate

) pctfree 10 pctused 40 initrans 1 maxtrans 255

  nocache parallel (degree 1 instances 1) tablespace "SYSTEM"

  storage (initial 64k minextents 1 maxextents unlimited 

  freelists 1 freelist groups 1 buffer_pool DEFAULT)

;

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 190 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



31. Visual Studio 2015、2017、2019、および 2022 の 

Microsoft Visual C++ 再頒布可能パッケージの導入

• パッケージを「表 5:再頒布可能パッケージの入手先（27頁）」に示したサイトから入手して下さい。

• ダウンロードしたパッケージの実行形式をダブルクリックしてください。

• 次のようなダイアログボックスが表示されます。

「ライセンス条項および使用条件に同意する」を

チェックの上、インストールボタンを押してくださ

い。

• インストールが終わると次のダイアログボックス

が表示されます。完了ボタンを押してください。

• インストールが完了する

と、「コントロールパネル」

の「プログラムと機能」で

パッケージ名を確認する

ことができるようになりま

す。

Microsoft Visual C++ 2015-2019 Redistributable (xNN) – 14.0 という名前で確認する

ことが出来ます。NN には 86 か 64 の何れかが表示されます。

マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書　v4.4.2 / 4.3.6 - 191 - ©PLUMSIX Co.,Ltd.



32. 製品フォルダのコピー方法

このセクションでは、製品フォルダのコピー方法について説明します。製品フォルダは、製品をインストール時に固

有の場所へ作成され「表 9:製品フォルダとプログラムフォルダ（40頁）」、場所を変更する事は出来ません。

都合により製品フォルダにあるスクリプト・ファイルを別なフォルダ位置で使用したい場合44、製品フォルダをコピー

する事が可能です。コピーしたフォルダについて自由な名前を与えたり、用途に合わせてスクリプト・ファイルを自由に

編集するることも可能です。またインストール時に作成される製品フォルダ上のファイルと異なり、製品アンインストー

ル時にも削除されることがありません。

コピー方法について以下にその手順を説明します。

• 下記のように操作してコマンド・プロンプトを表示させて下さい。

「スタート」→「Plumsix MTU v4.4 ??-bit 有償版」→「コマンド・プロンプト」

• 次のコマンドを実行して、製品フォルダを任意の場所へコピーして下さい。”C:\TEMP\MTU_HOME”と指定した

部分は、お客様の希望する任意のフォルダ名に差し替える事が出来ます。

robocopy . C:\TEMP\MTU_HOME /E

• output フォルダのコピーが不要な場合は次のように入力します。この場合、コピー先の Env.bat 内で指定して

いる環境変数 OUTPUT の値も実在のフォルダを指し示すよう編集しなおす事を忘れないで下さい。

robocopy . C:\TEMP\MTU_HOME /E /XD output

• コピーした先の platform.bat を開いて if "%MTU_USER_DIR_X64%"=="" … で始まる１行を、下記事例に倣って

編集して下さい。行末の半角アンダーバー記号は実際には含まれておらず、すぐに次の行が継続している事を

示します。 MTU_USER_DIR_X64や MTU_USER_DIR_X86 という環境変数はインストーラーによって既に導入済

みのものです。

64-bit Windows 環境の場合

前）
if "%MTU_USER_DIR_X64%"=="" (set MTU_USER_DIR=%~dp0) _

  else set MTU_USER_DIR=%MTU_USER_DIR_X64%
後）
set MTU_USER_DIR=C:\TEMP\MTU_HOME\ 

32-bit Windows 環境の場合

前）
if "%MTU_USER_DIR_X86%"=="" (set MTU_USER_DIR=%~dp0) _
  else set MTU_USER_DIR=%MTU_USER_DIR_X86%
後）
set MTU_USER_DIR=C:\TEMP\MTU_HOME\ 

44 共有ディスク上に配置し、各クラスタ・ノードから共有させたい場合等
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33. セット内容

配布用のインストール・パッケージ・ファイル「mtu_xxx.msi（xxx は bit 数によって異なる番号）」には以下のファイル

が含まれています。インストール先の「プログラム・フォルダ」と「製品フォルダ」に関する説明は表 9:製品フォルダとプ

ログラムフォルダ（40頁）を参照してください。

表 33 プログラム・フォルダへインストールされるもの

ファイル名 説明

ChangeDest.pl 再ロード先を変更する為のスクリプト

DelCircular.sql 自己参照・循環参照の FKに関する行を削除するスクリプト

mkcrd.exe 資格証明情報作成ユーティリティー

mpx.exe 多重化プロセス実行ユーティリティー製品プログラム本体 (x64 / x86 用)

mtu.exe マルチ・スレッド・アンローダー 製品プログラム本体 (x64 / x86 用)

MTU.xla クイック・エクスポート用 Excel アドイン

PsPas.cer ライセンス認証用公開鍵

PsPasCli.dll ライセンス認証用クライアントモジュール

PsPasCom.dll ライセンス認証用共通モジュール

UnRegister.exe ライセンス認証登録抹消ユーティリティー

doc\Intro_MTU.pdf マルチ・スレッド・アンローダー製品紹介

doc\license.rtf 使用許諾契約書

doc\readme_mpx.pdf プロセス多重化実行ユーティリティー取扱説明書

doc\readme_mtu.pdf マルチ・スレッド・アンローダー取扱説明書  （このファイル）

doc\release.txt リリース・ノート （readme.txt を読む前にお読みください。）

doc\WP_NewFeature_v40_All.pdf 新機能説明書

sample\demo_vpd.sql Virtual Private Database設定例のスクリプト

sample\GetClobVal.sql 任意問合せ例 - その 4 XMLType 型を含む表の問合せ

sample\GetSchema.sql 任意問合せ例 - その 5 dbms_metadata パッケージ使用例

sample\LineCount.pl テキスト行数測定スクリプトファイル（逐次処理）

sample\LineCountP.pl テキスト行数測定スクリプトファイル（並列処理）

sample\make_aggregated_query.pl パーティション表のディクショナリ情報からテーブルに含まれる全ての列名の

リストを含む、全てのパーティション毎に分解した選択文を出力する為の perl

スクリプト。集合化クエリの作成支援に利用できます。

sample\NamedPipeMulti.cpp C++/マルチスレッド版名前つきパイプ利用プログラムサンプル

sample\NamedPipeMulti.java java/マルチスレッド版名前つきパイプ利用プログラムサンプル

sample\NamedPipeSingle.cpp C++/シングルスレッド版名前つきパイプ利用プログラムサンプル

sample\NamedPipeSingle.java java/シングルスレッド版名前つきパイプ利用プログラムサンプル

sample\RebuildSequences.sql 順序オブジェクトを再定義する為のスクリプトを作成するスクリプト

sample\seldom_use.sql あまり使われることの無いデータ型を含む表を定義するサンプル
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表 34:製品フォルダへインストールされるもの

ファイル名 説明

ConsDisable.bat 整合性制約の無効化機能を利用する為のスクリプト

ConsEnable.bat 整合性制約の有効化機能を利用する為のスクリプト

env.bat 環境変数を設定する為のスクリプト

GetFkrb.bat 外部キー再構成スクリプトファイル出力スクリプト

GetMeta.bat スキーマオブジェクト定義 SQL 文出力スクリプト

GetPlsN.bat 名前付き PL/SQL間参照階層図（逆展開）出力スクリプト

GetPlsP.bat 名前付き PL/SQL間参照階層図（正展開）出力スクリプト

GetTblN.bat 表間参照階層図（逆展開）出力スクリプト

GetTblP.bat 表間参照階層図（正展開）出力スクリプト

Install.bat 製品コンポーネントのインストールをする為のスクリプト

mtu_prompt.bat MTU のコマンドプロンプト用スクリプト

Platform.bat プラットフォーム依存の環境変数設定スクリプト

QikExp.bat Microsoft Excel 用のデータを手軽に出力するためのスクリプト

QikExp.dat QikExp.batで使用される省略時初期値データ

Query.bat 任意問合せファイル出力機能を利用する為のスクリプト

ReLoad.bat 多重化再ロード処理を実行するためのスクリプト

StrConv.bat Perl インタプリタを起動し第 1引数で指定したファイル中の特定文字列を置

換するスクリプト

UnInstall.bat 製品コンポーネントのアンインストールをする為のスクリプト

UnLoad.bat 表データ・ファイル出力機能を利用する為のスクリプト

input\_cre_pub_syn.sql アンインストール用スクリプト例（Install 時に書き換えられる）

input\_drp_prod.sql アンインストール用スクリプト例（Install 時に書き換えられる）

input\_drp_pub_syn.sql アンインストール用スクリプト例（Install 時に書き換えられる）

input\bind.dat バインド変数定義ファイルの例

input\drop_all_apldd.sql MTU 用オブジェクトの強制一括削除スクリプト

input\excpt.dat 出力除外表名リストファイル

input\fixed.dat 出力対象表名リストファイル（固定長データ形式）

input\fmtmasks.dat カラム名毎の数値書式マスクを規定する 「NUM_FMT_MASKS（8686頁）」

input\PostRepPls.sql データ問合せを反復した後に実行する PL/SQL スクリプト

input\PreRepPls.sql データ問合せを反復した前に実行する PL/SQL スクリプト

input\table.dat 出力対象表名リストファイル（ＣＳＶデータ形式）

qryfix\dept.sql 任意問合せ例 - その 1 固定長データ形式

qryfix\UNION_EMP_A.sql 集合化クエリの例－その１

qryfix\UNION_EMP_B.sql 集合化クエリの例－その２

qryvar\emp.sql 任意問合せ例 - その 2 ＣＳＶデータ形式

qryvar\sal_avg.sql 任意問合せ例 - その 3 ＣＳＶデータ形式
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34. 製品に関する問合せ先

 受付時間

年末年始、土曜日、日曜日、祝日を除く毎日。午前 9 時から午後 6 時まで。尚、受付時間の終了間際にお問合せい

ただいた場合は、ご回答が次の受付時間まで遅れることがございますのであらかじめご了承ください。

 製品に関するお見積、ご導入前の相談、評価ライセンス発行のお申込、ご契約、パブリシティーに関するお問合せは

下記までご連絡願います。

株式会社プラムシックス

営業部 MTU担当

電話 043-223-5202

メール info@plumsix.co.jp

 ライセンス認証、製品の使い方、仕様、障害に関する問合せは下記までご連絡願います。但し、ライセンス・キーお受

け取り後 90日以内、または保守サポート契約締結済みのお客様に限らせて頂きます。尚、お問い合わせを受け付け

る際にサポート契約番号を確認させていただく場合がございます。

株式会社プラムシックス

製品サポート係

電話 043-223-5206

メール mtu_support@plumsix.co.jp
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35. 商標について

マルチ・スレッド・アンローダー、および Multi-threaded Unloader は株式会社プラムシックスの登録商標です。

オラクル、および ORACLE は米国Oracle Corporation の登録商標です。

Microsoft、Visual Studio、Windows、Windows Server、Windows XP、Windows Vista、Visual C++ は、米国 Microsoft

Corporation の米国及びその他の国における登録商標または商標です。

Intel、Pentium、および Itanium は、米国およびその他の国における、Intel Corporation またはその子会社の商標ま

たは登録商標です。

他のブランドおよび製品名は、各社の商標および登録商標です。
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